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巻 頭 ご 挨 拶 

 

岡山大学研究推進産学官連携機構長 山本 進一 

 
 

機構長に就任して 2年目にあたる 2013年度（平成 25年度）は，機構の活動が飛躍した 1年であったと

言えます。 

まず，研究推進支援活動については，URA と連携した大型外部資金の獲得です。その最たるものは文部

科学省の「研究大学強化支援事業」の採択で22研究機関の一つに選ばれました。また，サテライト拠点で

はありますが，文部科学省の COI 事業にも採択されました。科学研究費補助金については，申請キャンペ

ーンや説明会の開催によって，申請数は前年より増加しました。全教員が各自 1 件以上の申請を目指した

いと思います。残念ながら申請数に比して採択数は思うように伸びておりません。新規採択率30%以上をコ

ンスタントに達成できるよう努力したいと思います。年度後半には新しいメンバーとして森川特任教授が

加わりました。 

 産学官連携活動では，展示会等への戦略的出展支援として本年も主なものとして 3 件の展示会に出展と

支援を行いましたが，いずれのブースやセミナーでもきわめて盛況で円熟段階に入ったと言えます。特筆 

すべきは「nano tech 2014」において「ビジネスマッチング賞」を受賞したことで，出展支援をしてくれ

た関係職員の努力に感謝したいと思います。「岡山大学知恵の見本市 2013」は 395 名もの来場があり，昨

年にもまして盛況でした。昨年度自立した「さんさんコンソ」活動も機構職員の精力的な活動により，順

調に展開しています。 

社会人教育活動も本機構の重要なミッションです。産学官融合センターによる MOT研修会と振動技術教

育について実質的に価値の高い活動をしています。昨年度，その内容を見直しながら継続する方向で進め

ていきたいと述べましたが，その方向に沿って MOT 研修会については参加費を徴収しましたが，受講希望

者が減少するようなことはなく却って盛況です。 

知的財産活動については，国外知的財産の移転活動・照会活動はシリコンバレー在住の千田教授によっ

て精力的に展開されており，米国・フィラデルフィアで開催のコンベンションでも機構長らとともに活動

しました。特に本学として LES のスポンサーになったこと，またブースを出展したことなどは新しい試み

として特筆できるでしょう。本学の産学官連携活動の国際化がようやく端緒についてきたと言えます。知

的財産活動の課題としては，やはり特許の維持で，何らかの形で「特許の棚卸し」を考えることも必要と

考えています。 

広報・啓発活動については，社会連携本部等が中心になって活動してもらいました。「岡山大学サイエン

スカフェ」は参加者が飛躍的に増加し，ほぼ 100 人を超える規模になりつつあります。また，本年度から

は，東京都の中央区民カレッジの連続講座に岡山大学として初めて参加し，高い評価を得る事ができまし

た。新医療創造支援本部については，その代表的活動であるOMIC事業が関係職員の努力により目に見える

成果が出ています。特に文部科学省の「先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業」に採択されたこ

とにより，さらに大きな成果が期待されます。 

言うまでもなく，本年報は2013年度における岡山大学研究推進産学連携機構の活動実績を中心にまとめ

たものです。本機構がきわめて多様かつ仕事量の多い業務を行っている事が肌身で感じていただけること

と思います。昨年も述べたように，国からの財政支援が毎年漸減する中で，本機構の活動も絶えず見なお

さなければなりません。コスト感覚を持って業務を進める事は当然ですが，ベストプラクティスには積極

的に支援しなければなりません。その意味では本機構の全構成員は満度以上の活動をし，多大の成果をあ

げています。本年報をご覧になって，機構の１年間の活動実績を確認していただき，多くの方々からのご

協力とご支援を機構長としてこれまで以上にお願いする次第です。 



 

 

 

 

 

 

 

１．連携機構の活動方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１．１ 研究推進産学官連携機構の活動方針 

 

「岡山大学研究推進産学官連携機構」は，平成 15 年（2003 年）に設置された「岡山大学研

究推進・産学官連携機構（知的財産本部）」を母体とし，平成 20 年（2008 年）4 月の組織再編

により全学的な部局の一つとして設置されました。 

 当機構は，岡山大学における広範な領域の学術研究の戦略的な推進を図るとともに，研究の

成果である知的財産を組織的に管理・活用し，産学官連携を通じて研究成果を社会に還元する

ことを使命としています。また，地域の企業をはじめ我が国産業の国際競争力強化に貢献し，

同時に岡山大学の研究活動をさらに高度化・活発化していくことを目指しています。 

 これらを踏まえ，学内研究プロジェクト等の戦略的推進，知的財産の管理・活用・保護，産

学官連携の推進，地域社会との連携等を包含する全学のワンストップセンターとしての役割を

果たすべく，積極的な活動を展開することを方針としています。 

当機構は，研究推進，産学官連携，知的財産，社会連携，新医療創造支援の各本部に加え，

新技術研究センターおよび産学官融合センターの 5 本部 2 センターで構成しています。 

 大学の研究推進と産学官連携活動は相互に関連していることから，当機構では 5 本部 2 セン

ターがそれぞれ役割と業務を分担しつつ，相互に密接に連携・協力して，岡山大学の理念と目

的の実現に向け活動しています。 

 また，平成 24 年（2012 年）9 月に新たに配置されたＵＲＡ（University Research 

Administrator）と連携し，岡山大学の研究ポテンシャルを高め，研究推進，産学官連携，知的

財産の創出と管理・活用，社会連携などの機能を強固なものとするための活動を展開していき

ます。  

 

（各本部，研究センターの活動内容） 

（１）研究推進本部 

 研究推進本部は，産業・社会情勢などの変化および学問領域の新たな発展に対応し，世界最

高水準の研究成果を生み出すべく，学部・研究科等の枠を超えた融合領域の研究をはじめとし

た岡山大学の強みとなる研究活動を創出し，高度に活性化するための，学内教員の研究活動を

支援しています。また，岡山大学の研究成果を社会に分かりやすく紹介する「サイエンスカフ

ェ」を開催しています。 

 

（２）産学官連携本部 

 産学官連携本部は，中国地域をはじめ全国の大学・産業界・支援機関等とのネットワークを

強化・拡充しつつ，幅広い産学官連携活動を積極的に展開しています。社会・産業界のニーズ

を的確に把握しながら，岡山大学の研究成果（研究シーズ）を広く社会・産業界に発信し，実

用化に向けた応用研究につなげるなど，企業との共同研究を促進することに加え，企業等と大

学との組織的・包括的な連携の推進や研究シーズをもとにして事業化を図る大学発ベンチャー

企業の支援も行っています。 

 また，中国地域の大学・高等専門学校等の連携による産学官連携事業（愛称「さんさんコン

ソ」）の事務局機能を鳥取大学と協力して果たしています。 

  さらに，（独）中小企業基盤整備機構が設置・運営している「岡山大インキュベータ」と連

携し，入居企業や岡山大学発ベンチャー企業の支援を行っています。  

                                   

（３）知的財産本部 

 知的財産本部は，本学研究者の研究成果から生まれた特許等の知的財産の創出ならびに管理

・活用・保護を行うとともに，これを産業界に移転することにより，大学の知の成果を社会に

還元し，それにより得られた産業界との連携体制や対価をさらなる研究活動に投じて新たな研



 

究成果の創出につなげる活動を展開しています。 

 

（４）社会連携本部 

 社会連携本部は，地域・社会から大学にアクセスする際の総合窓口として様々な相談に対応

しています。また，平成 23 年 11 月に設置された岡山大学地域総合研究センターとも連携し，

効果的な社会連携を推進しています。  

 

（５）新医療創造支援本部 

 新医療創造支援本部は，本学の医工連携を促進するとともに，新医療関連の研究シーズの実

用化・事業化のための橋渡し研究の基盤強化と戦略的推進を担っています。平成 23 年 4 月に設

置された分子イメージングを中心とした医薬・医療機器開発，新医療創造の産学共同研究拠点

「おかやまメディカルイノベーションセンター（OMIC: Okayama Medical Innovation Center）
の活動を支援しています。 

  

（６）産学官融合センター 

 産学官融合センター（岡山市北区芳賀 岡山リサーチパーク内）は地域産業界との産学官連

携・融合活動の拠点として，共同研究スペースの提供，企業技術者の教育事業の実施（MOT：

Management of Technology，振動技術教育）や岡山大学の研究シーズの産業界への発信の場で

ある「岡山大学・知恵の見本市」を開催しています。また，「岡山大学研究協力会」の事務局

機能を果たしています。 

 

（７）新技術研究センター 

 新技術研究センターは，本学の教員・学生が大型プロジェクト・共同研究を推進するための

拠点施設です。テニュアトラック教員の研究推進拠点として「異分野融合先端研究コア」が置

かれ成果を挙げています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

          

 

        

 

 

 

 

      

 

           

 

 

研究推進産学官連携機構 

（津島キャンパス） 
岡山大学本部棟（右）と研究推進産学官連携機構（左） 

（津島キャンパス） 

[産学官融合センター] 

(岡山市北区芳賀 

岡山リサーチパーク） 

[新技術研究センター] 

(津島キャンパス） 
 

[新医療創造支援本部・１階] 

(鹿田キャンパス） 



 

 

 

 

 

 

 

２．研究推進・支援活動 

 

 

 

 

 

 



２．１ 研究推進・支援活動 

 

（１） 研究推進本部による研究支援の取り組み 

 

 岡山大学は11学部7研究科，全国共同利用施設と附置研究所が各1，さらに21の全学センターか

ら構成される全国的にも屈指の総合大学です。この大規模総合大学の特徴を活かして，学際的研

究，異分野融合的研究の推進を図り，岡山の地にあって「世界中から人が集まる，日本を代表す

る独自な総合大学，知と地の創造，美しい学都・岡山」を作っていくことを目指しています。研

究推進本部は，この点から学内外との共同研究を積極的に進めており，新しい研究分野への発展，

研究領域の拡大，更に大型研究資金の獲得等を目指して，研究推進支援活動を行っています。と

りわけ異分野融合，学際的研究は新しい研究領域，研究のパラダイムシフトを産みだし，学術研

究の発展と社会への貢献が期待されます。さらに学内外の研究者との共同研究を積極的に推進し，

共同研究を希望される研究者を支援し，さらに学外からの共同研究実施の要請を受けて学内研究

者を紹介しています。  
 
１）研究大学強化促進事業 
本学は，平成25年8月に文科省の｢研究大学強化促進事業｣の対象機関に選定されました｡本事業

は，近年における我が国の論文数等の国際的シェアが相対的に低下傾向にあり，大学等における

研究体制･研究環境の改善や，URA（リサーチ･アドミニストレーター）の確保･活用等の研究マネ

ジメント改革などによる国際競争力の向上が喫緊の課題であることに対応するもので，平成25年

度から10年間実施されます｡選定は，研究活動の指標に基づき大学および機関法人が立案した研究

力強化実現構想の審査を経て，上位22機関が｢研究大学｣として機能強化するべく選定され，岡山

大学は年間2億円の支援を受けることになりました｡ 
本学では，文科省科学技術･学術政策研究所（NISTEP）が平成24年に公表した各大学における分

野別の研究力に関する｢研究論文に着目した日本の大学ベンチマーキング2011｣で，強みの研究分

野であるとされた ｢物理学｣及び｢基礎生命科学｣を中心として，｢世界で量（論文数) 質（相対被

引用度）ともに存在感を示し，日本の研究活動の牽引大学になること｣を目指します｡本事業では

URAの確保が主要な柱とされていますが，本学では平成24年度より，執行部の研究ブレーンであり

研究推進役と位置づけたURAを設置しており，本事業の検討もURAと関連の研究部門，事務部門と

が協力して行ってきました。 
 本事業では，経営資源を集中投入する研究特区の創設，URAの増員，国際共同研究の推進，広報

活動の戦略強化，施策効果のタイムリーな計測などの実施により，これまでに進めてきた研究改

革をさらに推し進め，制度改革 を含む革新的な研究環境改革に取組みます。 
 
２）学外研究資金の獲得支援 
文科省或いは日本学術振興会（JSPS）の科研費や科学技術振興機構（JST）の研究資金などの申

請・獲得支援を行っています。大型外部資金としては，JSTの戦略的創造研究推進事業（CREST（Core 

Research for Evolutional Science and Technology），さきがけ，ALCA（先端的低炭素化技術開発）など），

および JSPSの事業「頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プログラム」などで獲

得支援を行っています。本年度は JST の CREST と並ぶ事業「さきがけ」で 2 件採択されました。

科研費の応募にあたっては，応募研究者の数が増え採択件数と配分額が増えるように，科研費応

募キャンペーンを実施するとともに，特に若手研究者を対象として科研費の書き方講習会や，申

請書の予備応募添削等を行っています。 

 

３）研究プロジェクトの形成・活動支援 

大学内の教員に積極的に共同研究を実施するよう呼びかけ，共同研究推進を支援しています。



研究者個人がグループを構成して申請するボトムアップ型連携研究と，学内研究者の業績分析か

ら岡山大学の強い研究領域を選び，トップダウン型で組織する共同研究とにより，先進的な研究

の進展を図っています。研究推進本部はこれらの研究支援活動を研究交流部と連携して行ってい

ます。例えば，有機太陽電池等に係る学内共同研究の可能性について調査して研究グループの組

織化を図り，「エネルギー生産・貯蔵・輸送用有機新素材拠点（代表：久保園 芳博 教授）」

の研究グループが組織され，優れた研究活動が進められています。 

研究推進本部では，優れた共同研究プログラムの実施を推進する拠点として，次のプロジェク

ト研究等に対して研究スペースの確保，研究費獲得，事務支援等の研究推進支援を行っています。 
  ＊ 異分野融合先端研究コア  
  ＊ ナノバイオ標的医療の融合的創出拠点の形成（ICONT） 
  ＊ 極限量子研究コア  
  ＊ インド感染症共同研究センター 

  ＊ エネルギー環境素材拠点 

このような拠点になり得る有力な研究プロジェクトをも含めて，研究を大きく推進するための

外部評価，シンポジウム・研究報告会の実施の支援も行っています。 

また研究を大規模化し，連携研究を推進するために，平成 23年に「研究グループ登録制度」を

開始しました。登録グループは毎年更新されますが，平成 26年 3月の研究グループ数は 269，グ

ループに所属する研究者の総数は 616名です。この登録制度の狙いは次の通りです。 

① 学内研究者の共同・連携による研究グループ活動を活性化し，岡山大学における新たな異

分野融合研究の創成につなげる。 

② グループによる研究を推進することにより，研究者同士，特に若手研究者間の研究交流の

活性化を図る。 

③ 「全学的研究プロジェクト」として戦略的に推進・支援すべき研究活動を抽出・選考する

際の基礎資料とする。 

異分野の研究者が連携して新しい領域の研究プロジェクトを生み出す手助けのために，研究推

進本部では「岡山大学いちょう並木研究サロン」を開催し，異分野の学内研究者の間での交流と

研究内容の相互理解を図っています。 

 

４）若手研究者育成支援 

若手教員が成長して，次世代の日本の科学研究の進展に大きく貢献するように，物質的にも

精神的にも支援し，研究環境を整えています。 
特に優れた若手研究者に対しては，若手トップリサーチャーとして表彰し，岡山大学に新た

に採用された若手研究者に対しては，若手研究者スタートアップ研究支援として基本的に申請

者全員に研究支援費を措置しています。また，若手研究者を中心とする異分野融合研究を推進

するために，次世代研究者・異分野研究連携育成支援として，異分野の研究者の組み合わせに

よる共同研究グループの創出を支援しています。 

 

５）研究情報の国内外への発信支援 

岡山大学の研究者による研究成果を世界に発信し，国内外の研究者と大きなネットワークを

形成していくことを目指して，Researcher ID（世界に通用する研究者個人認証番号：RID）の登

録支援を推進しています。RIDは 2008年 1月の Thomson Reuters 社によって提唱された世界レベ

ルで通用する研究者個人認証番号であり，RID に登録することは世界的な流れになりつつありま

す。本学においては，平成 23年 3月に全教員の RIDの一括登録を実施することにより，世界レベ

ルでの研究情報を発信し，最新の研究情報を入手することができる体制を整備しました。約 1,280

名の教員のうち，平成 26年 4月末までに登録を完了した教員数は約 1,200名になりました。 

また，岡山大学の優れた研究成果と大学情報を世界に発信するために，Okayama Univ. e- 



Bulletin（http://www.okayama-u.ac.jp/user/kouhou/ebulletin/）の発行を平成24年9月に開始

し，さらに岡山大学英文ホームページを平成24年11月に改訂し，英文フライヤも作成しました。 
一方大型研究プロジェクトの組織化やそれを実施するためには，研究者相互の研究内容に対す

る理解が必要となります。さまざまな研究支援のためのツール整備の一環として研究者カタログ

を作成し，毎年データの拡充・更新を行っています。この研究者カタログは研究推進産学官連携

機構のホームページにも掲載されており，研究者の専門分野，最近の研究内容，研究キーワード

等を検索語として，容易に学外からも共同研究のパートナーを探すことが可能です。 

 

６）リサーチアドミニストレータ（URA）と連携した研究支援 

平成 24年 9月には， 4名のリサーチ・アドミニストレーター（ University Research 

Administrator； URA）が， 

① リサーチ・ユニバーシティ岡山大学の実現 

② 大型プロジェクト研究グランドデザインの構築支援 

③ 機関連携型大型プロジェクト研究の起動 

④ 国家レベル大型プロジェクト研究の提案 

⑤ URA人材の育成・確保 

の5つをミッションとして新たに配置されました。平成26年4月にはさらに1名のURAが加わること

になっています。研究推進本部と連携して活動しており，早速，大型プロジェクトの企画・組織

化に携わっています。 
 

岡山大学における研究推進支援活動の関係図を示します。 

 
岡山大学研究支援の概念図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 

 

・科研等外部資金獲得支援事業 

・スタートアップ研究支援 

若手研究者支援事業 

次世代研究者・異分野研究

育成連携支援事業 

全学プロジェクト 

研究科横断型プロジェクト研究 

･大学機能強化戦略経費 4-1，4-2 支援 

･研究大学強化促進経費 

･外部資金獲得支援   ･研究評価 

若手研究者支援事業 

トップリサーチャー研究

奨励事業 

個々の研究 

・異分野融合研究の萌芽発掘 

・若手研究者のモチベーションの向上 

・個々の研究者のレベルアップ 

 

研究スペースの確保 

新技術研究センター管理 

オープンラボ管理 

研究プロジェクト組織化 

研究情報の発信 
 

目的 

研究の異分野融合 

高度化の推進 



（２） 戦略的プログラム支援ユニット 

 

岡山大学では，中国・四国地域の中核大学としての責務を果たすとともに，産業・社会情勢な

どの変化及び学問領域の新たな発展に対応し，学部・研究科等の枠を超えて教育の高度化及び研

究の活性化を戦略的に推進することを目的として，学長を本部長とする教育研究プログラム戦略

本部（以下「戦略本部」という。）を置いています。 

戦略本部には，大学として戦略的に推進すべき大型プロジェクト研究等に対し知財，事務等の

支援を行うため，研究担当理事・副学長をユニット長とする戦略的プログラム支援ユニットを置

いています。 

さらに，平成 24年 9月からは，同ユニットに新たにリサーチ・アドミニストレーター部門を設

置して，戦略的に推進すべき大型プロジェクト研究の探索，提案及び大型プロジェクト研究に係

るマネジメントを行っています。また，平成 25年度には文部科学省が支援を行う「研究大学強化

促進事業」制度が始まり，本学はこの事業に採択されたため，この事業の支援も行うこととなり

ました。 

 

平成 25年度支援対象プロジェクト研究 
事 業 名／プロジェクト名 所 属 代 表 者 

岡山大学の総合大学院制を活かした先導的研究教育システム
改革―光合成の機構解明と太陽光エネルギーの高効率利用に
関する最先端研究教育― 

自然科学研究
科（理） 

沈 建仁 

極限量子研究コア 
極限量子研究
コア 

笹尾 登 

インド国を拠点とした腸管感染症の研究 
医歯薬学総合
研究科（薬） 

三好 伸一 

自立若手教員による異分野融合領域の創出 
異分野融合先
端研究コア 

宍戸 昌彦 

ソフトフルードアクチュエータの研究推進プロシェクト 
自然科学研究
科（工） 

鈴森 康一 

マイクロ構造形成によるソフトメカニズムの機能性表面修飾 
自然科学研究
科（工） 

鈴森 康一 

異分野融合型研究展開による先端環境エネルギーデバイス・
材料開発 

自然科学研究
科（理） 

久保園 芳博 

多環縮合パイ電子系超伝導体の研究 
自然科学研究
科（理） 

久保園 芳博 

難治性感染症を標的とした創薬研究教育推進事業 
医歯薬学総合
研究科（薬） 

波多野 力 

電子エネルギー素子を目指した触媒が先導するフェナセン型
π電子系有機分子の創製 

自然科学研究
科（理） 

西原 康師 

微生物由来のナノ構造制御鉄酸化物の革新的機能創出―多重
高機能・安全・安価・合成容易な鉄酸化物エコ材料の創製；
微生物に学びそして越えるための異分野融合― 

自然科学研究
科（工） 

高田 潤 

植物遺伝資源・ストレス科学研究拠点形成 
資源植物科学
研究所 

山本 洋子 

メカニカルストレスを利用した生体の巧みな適応機構と破綻
システムの解明 

医歯薬学総合
研究科（医） 

片野坂 友紀 

地球・惑星物質科学国際共同研究拠点の確立 
地球物質科学
研究センター 

神崎 正美 

研究大学強化促進事業 
理事（研究担
当） 

山本 進一 

 

 



平成 24支援対象プロジェクト研究 
事 業 名／プロジェクト名 所 属 代 表 者 

極限量子研究コア 
極限量子研究
コア 

笹尾 登 

インド国を拠点とした腸管感染症の研究 
医歯薬学総合
研究科（薬） 

三好 伸一 

自立若手教員による異分野融合領域の創出 
異分野融合先
端研究コア 

宍戸 昌彦 

ソフトフルードアクチュエータの研究推進プロシェクト 
自然科学研究
科（工） 

鈴森 康一 

マイクロ構造形成によるソフトメカニズムの機能性表面修飾 
自然科学研究
科（工） 

鈴森 康一 

異分野融合型研究展開による先端環境エネルギーデバイス・
材料開発 

自然科学研究
科（理） 

久保園 芳博 

多環縮合パイ電子系超伝導体の研究 
自然科学研究
科（理） 

久保園 芳博 

難治性感染症を標的とした創薬研究教育推進事業 
医歯薬学総合
研究科（薬） 

波多野 力 

広範囲抗寄生虫薬の開発とその分子基盤の構築 
医歯薬学総合
研究科（薬） 

綿矢 有佑 

地球温暖化抑止のための微生物活用バイオプロセスと”バイ
オジナス・セラミックス”創出事業～革新的コンセプトに基
づく多分野融合新領域の開拓～ 

自然科学研究
科（工） 

高田 潤 

植物遺伝資源・ストレス科学研究拠点形成 
資源植物科学
研究所 

山本 洋子 

メカニカルストレスを利用した生体の巧みな適応機構と破綻
システムの解明 

医歯薬学総合
研究科（医） 

片野坂 友紀 

地球・惑星物質科学国際共同研究拠点の確立 
地球物質科学
研究センター 

神崎 正美 

 

 

（３）岡山大学機能強化戦略経費（研究の推進） 

 

１） テーマ 4-1,2 大型研究推進支援 

平成 24年度から，学内の特に優れた共同研究または特に必要度の高い研究推進事業で，文部科学省

補助事業，運営費交付金（特別経費）及び各種競争的資金等の大型プロジェクト獲得につながる事業

に対して，岡山大学機能強化戦略経費（テーマ 4-1 大型研究支援，テーマ 4-2 大型プロジェクト等

支援）による支援を行っています。部局ごとの申請件数には制限を設けていませんが，部局ガバナン

スの下，部局申請内での優先順位を付した上での申請とし，支援期間は，大型プロジェクト獲得前の

最大 2年間を限度としています。以下の観点から選考が行われています。 

① 将来の外部資金の可能性を重視する。 

② 外部資金獲得のメッセージに具体性があり，プロセスが明確である。 

③ 獲得を目指す外部資金の額に対する配分予算の比を考慮する。 

平成 25 年度には，選考の結果，以下に示すようにテーマ 4-1 は 14 件，テーマ 4-2 は 8 件を採択し

ました。 

 

 

 

 

 



平成 25年度大学機能強化戦略経費（テーマ 4-1 大型研究支援）採択結果 

代表者名 所   属 プ ロ ジ ェ ク ト 名 

狩野 光伸 医歯薬学総合研究科 血管とマスト細胞を標的とした慢性炎症・線維化の治療法の開発  

井上 剛 医歯薬学総合研究科 グルタミン酸制御に基づく難治性てんかん治療薬の開発 

鐸木 道剛 社会文化科学研究科 岡山の美術と工芸を近代の淵源からみる 

呉 景龍 自然科学研究科 
神経疾病の早期診断と新規治療法の国際研究拠点形成への取
り組み 

林 靖彦 自然科学研究科 ナノカーボン実用化研究および新産業創出拠点の形成 

妹尾 昌治 自然科学研究科 iPS細胞から網羅的に解き明かすがん組織の不均一性 

山岡 聖典 保健学研究科 三朝ラドン温泉を活用した未来型健康増進プランの構築 

高口 豊 環境生命科学研究科 材料科学と農芸化学の融合による高効率物質生産システム開発 

比江島 慎二 環境生命科学研究科 
瀬戸内海エネルギーハーベスト構想 

―瀬戸内からはじまる海洋エネルギー革命― 

松川 昭博 医歯薬学総合研究科 機能性体内埋め込み型医療機器の開発 

成瀬 恵治 医歯薬学総合研究科 メカノメディスン:メカノバイオロジーによる生理と病態の解明 

公文 裕巳 医歯薬学総合研究科 
自己がんワクチン化戦略に基づく難治固形がんに対する治療
体系の確立 

守屋 央朗 異分野融合先端研究コア 
バイオキャパシタンス研究推進プロジェクト 
（H24年度課題名：環境包容力の生命機構研究拠点の形成） 

山本 洋子 資源植物科学研究所 植物による東日本大震災被災農地の修復 

 

平成 25年度大学機能強化戦略経費（テーマ 4-2 大型プロジェクト等支援）採択結果 

代表者名 所   属 プ ロ ジ ェ ク ト 名 

舟橋 弘晃 環境生命科学研究科 生殖補助医療技術キャリア養成特別コースの開設事業 

沈 建仁 自然科学研究科 岡山大学の総合大学院制を活かした先導的研究教育システム改革 

高田 潤 自然科学研究科 微生物由来のナノ構造制御鉄酸化物の革新的機能創出 

久保園 芳博 自然科学研究科 
異分野融合型研究展開による先端環境エネルギーデバイス・

材料開発 

鈴森 康一 自然科学研究科 ソフトフルードアクチュエータの研究推進プロジェクト 

吉川 賢 環境生命科学研究科 低炭素社会と食の安全・安心を統合して環境生命学的研究 

窪木 拓男 医歯薬学総合研究科 
分子イメージング・マイクロドーズ(第０相)臨床試験体制を

擁する分子標的治療研究・教育拠点の構築―(独)理化学研究

所との連携による教育研究基盤の確立― 

笹尾 登 極限量子研究コア 原子を利用したニュートリノ質量分光プロジェクト 

 

平成 24年度大学機能強化戦略経費（テーマ 4-1 大型研究支援）採択結果 

代表者名 所   属 プ ロ ジ ェ ク ト 名 

井上 剛 医歯薬学総合研究科 グルタミン酸制御の基づく難治性てんかん治療薬の開発 

中村 良平 社会文化科学研究科 持続可能な環境創造型の地方都市形成に関する国際比較研究 

呉 景龍 自然科学研究科 
神経疾病の早期診断と新規治療法の国際研究拠点形成への取

り組み 

山岡 聖典 保健学研究科 三朝ラドン温泉を活用した未来型健康増進プランの構築 

坂本 圭児 自然科学研究科 ソフトフルードアクチュエータの研究推進プロジェクト 

吉川 賢 環境生命科学研究科 気候変動下における北東アジアの半乾燥地限界森林の動態 

松川 昭博 医歯薬学総合研究科 機能性体内埋め込み型医療機器の開発 

山本 進一 
自然生命科学研究 
支援センター 学内共同利用分析機器整備による教育研究サポート推進事業 

守屋 央朗 異分野融合先端研究コア 環境包容力の生命機構研究拠点の形成 

山本 洋子 資源植物科学研究所 植物による東日本大震災被災農地の修復 



また平成23年度までは，対応したものとして学内COE研究支援経費による支援を行っていまし

たが，その採択課題についても併せて示しておきます。 
 

平成 23年度特別配分経費（学内 COE研究支援経費）採択結果 

 

平成 22年度特別配分経費（学内 COE研究支援経費）採択結果 

 

平成 21年度特別配分経費（学内 COE研究支援経費）採択結果 

 

２） 若手研究者研究支援のための学内 COE研究支援経費（平成 23年度以前） 

 若手研究者に対する比較的大型の研究支援は，平成 23年度までは特別配分経費（学内 COE研究支援

経費）により行いました。支援方法改善のために，平成 23 年度には，平成 19 年度に開始し実施され

た次世代研究者・異分野研究連携体育成支援事業を対象として選定しました。採択結果を次に示して

おきます。なお平成 24年度には，対応する若手研究者支援は，次世代研究者／異分野研究連携育成支

援事業（フェーズ２）により行いましたので，２．２（３）節に記載しています。 

 

代表者名 所    属 課 題 名 

鐸木 道剛 社会文化科学研究科 
岡山の表象美術における前近代と近代―岡山の画家（原田
直次郎，児島虎二郎，国吉康雄，坂田一男）を中心に― 

中村 良平 社会文化科学研究科 
グリーンイノベーションによる環境・経済調和型の持続可
能な地方都市形成に関する研究 

高橋 裕一郎 自然科学研究科 
光合成生物による太陽光エネルギーの高効率変換とバイオマ

ス利用の先端研究 

松浦 健二 環境学研究科 
侵略的外来種の原産地と侵入地における生態的特性変化の分

析と生物多様性への影響評価 

吉野 正 医歯薬学総合研究科 
次世代シーケンサーを用いた難治性悪性リンパ種の網羅的分

子病理学的解析 

代表者名 所    属 課 題 名 

鈴木 和彦 自然科学研究科 低線量放射線環境安全・安心工学の研究教育拠点の形成 

公文 裕已 医歯薬学総合研究科 ICONTにおける革新的標的医療の創成 

久保園 芳博 自然科学研究科 エネルギー生産，貯蔵，輸送有機新素材 

鈴森 康一 自然科学研究科 アクチュエータ工学研究拠点の形成 

槇野 博史 医歯薬学総合研究科 生態系物質科学の創成と医科学への応用 

阿部 宏史 環境学研究科 
グリーンイノベーションによる人間のための地域変革モデル

の構築 

代表者名 所    属 課 題 名 

槇野 博史 医歯薬学総合研究科 生態系物質科学の創成と医科学への応用 

鄭 国慶 自然科学研究科 結晶対称性が破れた電子系に創出する新量子機能 

綿矢 有佑 医歯薬学総合研究科 
医歯薬学融合型戦略による難治性感染症治療薬開発研究基盤

形成 

鈴木 和彦 自然科学研究科 低線量放射線環境安全・安心工学の研究教育拠点の形成 

清水 耕一 社会文化科学研究科 越境地域間協力教育研究拠点づくり 

野上 由夫 自然科学研究科 放射光や X線で直視する原子・電子と物質開発研究 

鈴森 康一 自然科学研究科 アクチュエータ工学研究拠点の形成 

宍戸 昌彦 自然科学研究科 
ケミカルバイオロジーを基盤とする化合物ライブラリーから

創薬までのパイプライン構築 

寺澤 孝文 教育学研究科 
新たな縦断的調査技術を核とした，人と情報流布システムの

パワーアップ―教育効果と広告効果の可視化によるパワーア

ップビリティの追及― 



平成 23年度特別配分経費（学内 COE研究支援経費）「異分野融合研究支援」採択結果 

代表者名 所    属 課 題 名 

石川 彰彦 教育学研究科 新規抗菌，抗がん剤の開発と作用機序の解明 

後藤 和馬 自然科学研究科 
積層グラフェン表面における金属超微細ナノクラスターの構

造制御技術の開発と応用 

押木 俊之 自然科学研究科 無機硫黄から有機化学品を得る新たな触媒技術 

北松 瑞生 自然科学研究科 非天然型ペプチドの工学的応用の探索 

高口 豊 環境生命科学研究科 光で切り開く次世代機能材料の科学 

小野 努 環境生命科学研究科 異分野技術融合によるマイクロデバイスのイノベーション 

田嶋 智之 環境生命科学研究科 ナノ界面制御による薄膜材料の高機能化 

山田 浩司 医歯薬学総合研究科 
理工学を応用した多面的アプローチを用いる基礎研究 

医学研究体制の構築：「難治性脳腫瘍治療薬の開発にむけて」 

黒田 照夫 医歯薬学総合研究科 多剤耐性緑膿菌に対する新規抗菌薬の開発に向けた基礎研究 

山中 玲子 岡山大学病院 脳頸部癌チーム医療における口腔ケアの促進 

 

平成 22年度特別配分経費（学内 COE研究支援経費）若手研究者支援（最先端次世代研究開発プロジェ

クト）採択結果 

代表者名 所    属 課 題 名 

紀和 利彦 大然科学研究科 
生体関連物質イメージングのための高空間分解能テラヘルツ

波ケミカル顕微鏡システムの開発 

石山 武 自然科学研究科 Si基板上に形成した ErSiO薄膜の赤外発光特性 

小野 努 環境学研究科 
マイクロ空間の均一反応場を生かしたグリーンパーティクル

テクノロジー 

井上 剛 医歯薬学総合研究科 
「グルコース反応性細胞」を用いた，難治性神経疾患の治療

戦略 

大槻 高史 自然科学研究科 
動物細胞内に自発的に侵入する RNA および RNA 検出用プロー

ブの開発と応用 

神田 岳文 自然科学研究科 
分析装置高度化を目指したマイクロ圧電アクチュエータの極

限環境展開 

片野坂 友紀 医歯薬学総合研究科 
メカニカルストレスを利用した生体の巧みな適応機構と破綻

システムの解明 

北松 瑞生 自然科学研究科 多成分蛍光ペプチドスクリーニング法の開発 

加来田 博貴 医歯薬学総合研究科 
難治性希少疾患治療薬創出を指向したレチノイド X 受容体モ

デュレーターの創製 

狩野 旬 自然科学研究科 強誘電体デバイスが切り開くグリーンフロンティア 

谷 明生 資源植物科学研究所 
メタノール資源化性菌と植物との相互作用の分子機構解明と

作物特異的成長促進剤の開発 

渡辺 昌美 岡山大学病院 
超高効率遺伝子発現システムによる次世代分子標的生物製剤

の創製プラットフォームの構築 

 

（４） その他 研究推進支援 

 

１）新技術研究センター（異分野融合先端研究コア） 

 本学は，平成 20年度文科省科学技術振興調整費「若手研究者の自立的環境整備促進」プログラムに

採択され，新技術研究センターでは 5 年間の支援を受けて「自立若手教員による異分野融合領域の創

出」事業を行っています。テニュアトラック制度による若手教員育成制度を導入して，平成 20年度に

新たに外国人，女性を含む 11 名の研究者を採用して優れた研究実績を上げてきました。平成 24 年度

の在籍研究者は 10 名で，事業発足後平成 26 年 4 月までに発表された査読付原著論文は計 150 報に上

り，科研費の獲得件数は新学術領域研究を含む 28 件となりました。平成 24 年 3 月で文科省の支援は



終わりましたが，その後も新技術研究センターではテニュア准教授 3 名とテニュアトラック助教（特

任）2名が研究活動を行っています。 

 

２）研究プロジェクトの外部評価，研究報告会 

 重点研究プロジェクトの他，学内支援事業（大学機能強化戦略経費）に対する一層の研究の進展を

図るために，外部評価が実施され，また研究報告会が開催されました。平成 24，25年度に行われたも

のを掲げます。 

 

外部評価・研究報告会 代表者 開催日 

エネルギー環境新素材研究拠点（外部評価） 久保園 芳博 平成 24年 5月 30日 

「微生物由来革新的バイオジナス・ナノマテリアル創出」研
究グループ CREST獲得キックオフシンポジウム 

高田 潤 平成 24年 12月 19日 

第 8回「アクチュエータ研究」シンポジウム 鈴森 康一 平成 24年 10月 24日 

次世代研究者・異分野融合研究連携育成支援事業 

平成 23年度採択グループ中間報告会 
4グループ 平成 24年 11月 12日 

次世代研究者・異分野融合研究連携育成支援事業 
平成 22年度採択グループ最終報告会 

11グループ 
平成 25年 2月 25日
および   3月 1日 

異分野融合先端研究コア・シンポジウム 2013 宍戸 昌彦 平成 25年 3月 1日 

平成 23年度学内 COE研究支援経費「異分野融合研究支援枠」

採択グループ成果報告会 
10グループ 平成 25年 2月 25日 

テラヘルツワークショップ 紀和 利彦 
平成 25年 12月 5日 
および  12月 6日 

第 9回「アクチュエータ研究」シンポジウム 鈴森 康一 平成 25年 12月 9日 

自然生命科学研究支援センターコロキウム 山本 進一 平成 26年 1月 10日 

インド感染症シンポジウム 三好 伸一 平成 26年 1月 25日 

CREST事業高田チーム「H25年度第 2回チーム会議」 高田  潤 平成 26年 1月 28日 

 

２．２ 若手研究者支援プログラム 

 

科学の世界は日進月歩，激しい国際的競争の中で行われていますが，科学の成果は人類の叡智と

して一国のみならず世界の文明・文化の進展に寄与しています。この科学の進歩に，若手研究者の

果たす役割はますます重要となっています。 

岡山大学では，将来の大学の発展，次世代の日本の科学の進展に寄与する大きな可能性を有して

いる若手研究者が，自由な発想で，のびのびと研究活動に専念できることを期待して，彼らを研究

者として支援するために，次の3事業を平成19年度から実施しています。平成22年度までは，本人申

請となっておりましたが，平成23年度事業から研究科からの推薦申請に制度変更されております。 

 

（１） 若手トップリサーチャー研究奨励事業 

１）趣旨 

岡山大学の特に優れた若手研究者の顕彰を行い，国際的に活躍できる若手研究者の育成

を図る。 

２）対象者 

以下の条件を満たす者を対象とする。 

① 申請時において，国立大学法人岡山大学職員就業規則（以下「規則」という）第2条

第1項第1号ロに定める常勤の教員職員であること。 

但し，異分野融合先端研究コア所属教員及びウーマンテニュアトラック教員を除く。 

② 平成25年4月1日時点において39歳以下であり，且つ，岡山大学に採用後3年以上経過

していること（採用時の職員区分（規則第2条第1項各号に掲げる区分）は問わない）。 



③ 競争的研究資金の獲得実績（研究代表者）のある者。 

④ 過去に本研究奨励事業の受賞歴がない者。 

３）研究支援費の措置等 

受賞者には賞状を学長から授与するとともに，研究奨励費100万円(2年度分，平成23年度

までは200万円)を措置する。当該研究奨励費は，研究活動，国外の研究機関・研究者との

交流，研究成果発表等に要する経費に使用することができます。 

４）過去5年間の受賞者（＊職名，所属は受賞時当時のもの） 

年度 受賞者名・職名 所   属 

平成25年度 江國 大輔  講師 岡山大学病院 

平成24年度 坂本 浩隆  准教授 自然科学研究科（理） 

平成23年度 
谷 明生   助教 資源植物科学研究所 

加来田 博貴 准教授 医歯薬学総合研究科（薬） 

 

平成22年度 

押谷 潤   准教授 自然科学研究科（工） 

瀧 真清   助教 自然科学研究科（工） 

川崎 慎司  講師 自然科学研究科（理） 

 

平成21年度 

紀和 利彦  准教授 自然科学研究科（工） 

小野 努   准教授 環境学研究科（環） 

阪口 政清  准教授 医歯薬学総合研究科（医） 

片野坂 友紀 助教 医歯薬学総合研究科（医） 

 

（２） 若手教員スタートアップ研究支援事業 

１）趣旨 

岡山大学に新たに採用された若手研究者に対し，研究活動のスタートアップを支援する

ため，研究環境の整備等の経費を措置するものである。 

２）定義 

この要項において「部局」とは，各学部，各研究科，各全学センター，地球物質科学研

究センター，資源植物科学研究所及び岡山大学病院を言う。 

３）対象者 

国立大学法人岡山大学職員就業規則第2条第1項第1号ロに定める常勤の教育職員のうち

39歳以下(採用時)の准教授，講師，助教で，新規に採用された者。但し，異分野融合先端

研究コア所属教員及びウーマンテニユアトラック教員を除く。 

４）研究支援費の措置等 

採択者には研究支援費 50万円を措置する。当該研究費は，研究活動，研究成果発表等に

要する経費に使用することができる。平成24年度以前は80万円としていた。 

５）過去3年間の支援者数 

平成25年度受領者: 34名 

平成24年度受領者: 35名 

平成23年度受領者: 27名 

平成22年度受領者: 29名 

平成21年度受領者: 39名 

 

（３） 次世代研究者・異分野研究連携体育成支援事業 

１） 趣旨 

岡山大学における異分野融合研究を推進するため，次世代を支える学内の若手の研究者間，

特に研究分野・領域の異なる研究者の組み合わせによる，数人程度の小規模研究連携体の創



出・育成を図る。 

２）対象者 

① 研究連携体は，研究分野・領域の異なる2名以上の研究者により組織されるものとする。 

(例)・学内外の研究機関・研究者等との共同研究・連携事業の基盤となる研究グループ 

・科学研究費補助金等の外部研究資金申請に繋がる研究テーマを開拓し，その申請の基

盤となる研究グループなど 

② 代表者は国立大学法人岡山大学職員就業規則第2条第1項第1号ロに定める常勤の教育職員

のうち平成25年4月1日時点で39歳以下の准教授，講師，助教とする。 

③ 研究連携体の構成員は原則として岡山大学の若手教員とするが，学外機関の研究者も参加

できるものとする。 

３）フェーズ２事業 

平成24年度から，２．１（３）２）に記載した従来の事業をフェーズ１とし，フェーズ１

事業のうち，高度な発展性が見込まれると評価された研究プロジェクトについては，異分野

研究育成支援事業（フェーズ２）として選定することになった。 

４）支援内容（平成 24年度以降） 

(a) フェーズ１ 

① 採択件数は 10 件程度とする。本事業に採択された研究連携体には，活動費として年

間 30万円～50万円を限度として措置する。当該活動費は，他大学交流，見学会，旅

費，招待講演，資料収集などの経費として使用することができる。 

② 上記に係る活動支援は原則として 2 年間とする(同じテーマで再度の応募はできな

い)。 

(b) フェーズ２ 

 採択件数は 2件程度とし，活動費として 200万円を上限として措置する。当該活動費は

研究に要する経費として使用することができる。 

５）フェーズ１事業 

 

平成 25年度採択事業 

 

平成 24年度採択事業 

該当なし 

 

平成 23年度採択事業 

研究代表者 所 属 課 題 名 

北松 瑞生 自然科学研究科 助教 光とペプチドとの融合による新連携開拓 

岩崎 真之 自然科学研究科 助教 
新規触媒的有機合成反応を利用した有機 ELディスプ

レイ用新材料の創成 

研究代表者 所 属 課 題 名 

髙村 浩由 自然科学研究科 助教 有機合成を基盤とした生体機能制御分子の創製 

大久保 貴広 自然科学研究科 准教授 
酸化グラフェン－無機・有機・高分子複合材料の合
成と用途開拓 

脇元 修一 自然科学研究科 准教授 
アクチュエータ工学とメカノバイオロジーの融合研
究 

田嶋 智之 環境生命科学研究科 講師 
農芸化学と材料化学の融合による新しい物質生産シ
ステム開拓へ向けたナノ材料/細胞ハイブリッド 

板東 哲哉 医歯薬学総合研究科 助教 次世代型器官再生生物学の発展 

田中 さやか 医歯薬学総合研究科 助教 
難治疾患における線維化プロセス進行解明に向けた
連帯研究基盤の構築 



頼藤 貴志 医歯薬学総合研究科 助教 
胎児・小児を取り巻く環境と児の健康・成長・発達

との関連の検討 

曽我 賢彦 岡山大学病院 助教 
血液悪性疾患患者を対象とした医歯看連携モデルの

構築とその効果の検討 

 

平成 22年度採択事業 

研究代表者 所 属 課 題 名 

石野 宏和 自然科学研究科 准教授 
マイクロ波共振器超電導検出器の開発と宇宙・素粒

子実験への応用 

坂本 浩隆 自然科学研究科 准教授 
雄の生殖機能の神経・遺伝・発生・内分泌・行動・

医科学的網羅解析 

寓代 大樹 自然科学研究科 助教 
新規血管新生阻害物質の探索・合成と癌及び炎症性

疾患領域における応用の検討 

城崎 由紀 自然科学研究科 助教 
新規触媒的有機合成反応を利用した有機 ELディスプ

レイ用新材料の創成 

田嶋 智之 環境生命科学研究科 講師 
プリンタブルエレクトロニクスを志向した材料・プ

ロセス開発 

高尾 総司 医歯薬学総合研究科 講師 
大学や病院における多角的メンタル対応法の構築に

かかる学際的研究 

加来田 博貴 
医歯薬学総合研究科  

准教授 

ヒアルロン酸と炎症―分子メカニズムからイメージ

ング・装薬まで― 

山中 玲子 岡山大学病院 助教 カカオによる創傷治癒促進効果の検討 

三好 智子 
医療教育統合開発センター 

助教 

臨床実習での他学部間合同教育におけるチームワー

ク獲得 

崎田 真一 環境管理センター 助教 岡山大学における社会貢献物質創成の拠点形成 

高岡 敦史 
スポーツ教育センター  

助教 

大人はどのようにして学ぶのか？―共感システムの

解明と認知モデルの構築 

 

平成 21年度採択事業 

研究代表者 所 属 課 題 名 

大槻 高史 自然科学研究科 准教授 RNAデリパリー技術の医療応用 

北松 瑞生 自然科学研究科 助教 
水中から吸着過程で作成できる生体材料による太
陽電池の開発 

矢能 陽 自然科学研究科 助教 ストレス応答タンパク質への数理的アプローチ 

押木 俊之 自然科学研究科 講師 
余剰硫黄を利活用するリファイナリー技術の分野
横断調査研究 

片岡 隆浩 保健学研究科 助教 
低線量放射線照射による有益効果の医療応用の可
能性の検討 

田嶋 智之 環境学研究科 講師 ナノ界面制御による有機薄膜材料の高機能化 

小野 努 環境学研究科 准教授 
革新的技術融合による次世代マイクロバイオデバ
イスの創製 

山田 浩司 
医歯薬学総合研究科  

講師 

理工学を応用した多面的アプローチを用いる基礎
医学研究体制の構築 

曽我 賢彦 岡山大学病院 助教 
周術期医療に歯科が介入することによる効果の検
討 

 

 

 



６）フェーズ２事業 

平成 25年度事業 

研究代表者 所 属 課 題 名 

岩崎 真之 自然科学研究科 助教 
新規触媒的有機合成反応を利用した有機 ELディスプ
レイ用新材料の創成 

曽我 賢彦 岡山大学病院 助教 
血液悪性疾患患者を対象とした医歯看連携モデルの
構築とその効果の検討 

 

平成 24年度採択事業 

研究代表者 所 属 課 題 名 

田嶋 智之 環境生命科学研究科 講師 
プリンタブルエレクトロニクスを志向した材料・プ

ロセス開発 

加来田 博貴 
医歯薬学総合研究科  

准教授 

ヒアルロン酸と炎症―分子メカニズムからイメージ

ング・創薬まで― 

 

２．３ 外部研究資金獲得・支援活動 

国立大学が独立法人化され，運営交付金が年々削減されていく状況の下で，外部資金の獲得は，

優れた教育研究を持続的に行うためには，必須の要件となっています。研究推進本部では，各研

究者個人が容易に外部資金の情報を入手できるように，各省庁や民間の外部資金の募集情報を収

集し，連携機構・研究推進本部のホームページを通して，また場合によっては関連研究者に直接

的，個別的に情報を発信し，様々な競争的外部資金に積極的に申請するように支援しています。 

 また，文科省科学研究費補助金の申請に当たっては，平成25年度には，申請書の書き方講習会

を津島地区と鹿田地区で各3回，計6回開催し，両地区で合計150名の参加があり，また事前に申請

書の予備応募添削を行うなどの支援作業を行いました。 

 
（１）文部科学省科学研究費補助金採択件数 

平成 21～25年度の科学研究費補助金採択件数（新規分＋継続分） 

  平成 21年度 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 

採択件数 637 722 807 867 863 

（種目別採択件数）           

学術創成研究 1 1 0 － － 

特別推進研究 0 0 0 1 1 

新学術領域研究 9 17 22 27 27 

特定領域研究 31 6 3 1 0 

基盤研究(S) 3 2 2 1 1 

基盤研究(A) 19 25 20 20 18 

基盤研究(B) 84 91 99 101 100 

基盤研究(C) 273 326 334 351 368 

挑戦的萌芽研究 40 33 73 110 105 

若手研究(A) 8 1 13 10 9 

若手研究(B) 144 158 178 191 177 

研究活動スタート支援 25 20 24 22 19 

特別研究員奨励費 － 42 39 32 38 

 
 



（２）その他の外部資金 

 
１） （独）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 

産業技術研究助成事業（若手研究グラント）：ＮＥＤＯの研究助成金は「エネルギー・環境・

産業」分野において，新しい産業や雇用の創出につながる技術開発をいち早く社会に届けるため

に，さまざまな取り組みを行っています。これには次の 6 つの事業があります。①ナショナルプ

ロジェクト事業，②技術シーズ育成事業，③実用化・事業化促進事業，④新エネルギー・省エネ

ルギー導入普及事業，⑤京都メカニズム事業，⑥国際関連事業 平成 21年度以降 5年間の採択助

成事業を以下に示します。 
 

平成 25年度採択事業 
種 類 研究代表者 所  属 課 題 名 

助成金 小野 努 自然科学研究科 教授 革新的マイクロ湿式紡糸プロセスによる高機能

ナノファイバーの創製 
 
平成 24年度採択事業 

種類 研究代表者 所  属 課 題 名 

助成金 池田 直 自然科学研究科 教授 
分極型電子分布の異常な電場・磁場・光応答の

エネルギー開発への応用 

助成金 押谷 潤 
自然科学研究科  
准教授 

枯渇地域での水資源確保かつ省エネルギー化が
可能な乾式選鉱プロセスの構築 

助成金 小野 努 環境学研究科 准教授 
革新的マイクロ湿式紡糸プロセスによる高機能
ナノファイバーの創製 

 
平成 23年度採択事業 

種類 研究代表者 所  属 課 題 名 

助成金 池田 直 自然科学研究科 教授 
分極型電子分布の異常な電場・磁場・光応答のエ
ネルギー開発への応用 

助成金 押谷 潤 
自然科学研究科  
准教授 

枯渇地域での水資源確保かつ省エネルギー化が
可能な乾式選鉱プロセスの構築 

助成金 瀧 真清 自然科学研究科 助教 
標的細胞に結合する環状ペプチド探索手法開発
と環状ペプチド坦持抗体への変換    

助成金 小野 努 環境学研究科 准教授 
革新的マイクロ湿式紡糸プロセスによる高機能
ナノファイバーの創製 

 
平成 22年度採択事業 

種類 研究代表者 所  属 課 題 名 

助成金 紀和 利彦 
自然科学研究科 
准教授 

テラヘルツ波プレートリーダーシステムの
開発と生体相互作用分析への応用 

助成金 押木 俊之 
自然科学研究科 
講師 

水－有機多相系制御する新規錯体触媒プロ
セスによるシンプル水和反応の開発     

助成金 二見 淳一郎 
自然科学研究科 
准教授 

タンパク質カチオン化技術を活用した医用
工学の基礎技術開発 

助成金 池田 直 自然科学研究科 教授 
分極型電子分布の異常な電場・磁場・光応答
のエネルギー開発への応用 

助成金 押谷 潤 
自然科学研究科 
准教授 

枯渇地域での水資源確保かつ省エネルギー
化が可能な乾式選鉱プロセスの構築 

助成金 瀧 真清 自然科学研究科 助教 
標的細胞に結合する環状ペプチド探索手法
開発と環状ペプチド坦持抗体への変換 

 

 



 平成21年度採択事業 

種類 研究代表者 所  属 課 題 名 

助成金 二見 淳一郎 
自然科学研究科 
准教授 

タンパク質カチオン化技術を活用した医用
工学の基盤技術開発 

助成金 池田  直 自然科学研究科 教授 
分極型電子分布の異常な電場・磁場・光応答
のエネルギー開発への応用 

助成金 紀和 利彦 
自然科学研究科 
准教授 

テラヘルツ波プレートリーダーシステムの
開発と生体相互作用分析への応用 

助成金 押谷  潤 
自然科学研究科 
准教授 

枯渇地域での水資源確保かつ省エネルギー
化が可能な乾式選鉱プロセスの構築 

助成金 押木 俊之 
自然科学研究科 
講師 

水－有機多相系を制御する新規触媒プロセ
スによるシンプル水和反応の開発 

助成金 渡邊 賢二 
異分野融合先端研究 
コア 助教 

微生物の潜在的生合成能力を用いた次世代
物質生産 

助成金 瀧 真清 自然科学研究科 助教 
標的細胞に結合する環状ペプチド探索手法
開発と環状ペプチド担持抗体への変換 

 
２） 科学技術振興機構（JST） 

JST は第 3 期科学技術基本計画の実施において中核的な役割を担う機関として，わが国のイノベー

ション創出の源泉となる知識の創出から研究成果の社会・国民への還元までを総合的に推進すると

ともに，その基盤となる科学技術情報の提供，科学技術に関する理解増進活動，戦略的国際活動等

を推進するために，様々な研究助成を行っており，その一つにシーズ発掘試験研究がありました。 
 助成金獲得のために，申請を呼びかけ，応募者毎にコーディネーターを選定して，応募者一

人一人と面談し，積極的な支援を行っています。平成 20 年度はシーズ発掘 25 件，育成研究 1

件，平成 21 年度はシーズ発掘 44 件，A-STEP 事業 3 件，育成研究 2 件が採択されました。平成

22 年度は大幅な制度改正がありましたが，岡山大学では研究成果展開事業のうち，産学共創基

礎基盤事業に瀬沼武秀教授（自然科学研究科（工））が採択され，研究成果最適展開（A-STEP）

探索タイプには 40 件の研究課題が採択されました。平成 23 年度には，A-STEP の探索タイプ 40

件，シーズ顕在化タイプ 1 件，企業検証タイプ 1 件が採択されました。平成 24 年度には，A-STEP

の探索タイプ 21 件，シーズ顕在化タイプ 2 件，起業検証タイプ 2 件，ハイリスク挑戦タイプ 2

件が採択されました。平成 25 年度には，A-STEP の探索タイプ 12 件が採択されました。なお，

A-STEP などの申請支援は，主に産学官連携本部が担当しています。 
 
３）（独）日本学術振興会（JSPS） 

世界をリードすることが期待される潜在的可能性を持った研究者に対する研究支援を目的とす

る「最先端・次世代研究開発支援プログラム」について，本学の採択状況は以下の通りです。 
 

研究代表者 所  属 課 題 名 採択年度 

片野坂 友紀 医歯薬学総合研究科

（医） 
メカニカルストレスを利用した生体の巧み

な適応機構と破綻システムの解明 
平成 22年度 

森 也寸志 環境生命科学研究科

（環） 
人工マクロポアによる土壌水家宝浸透の促

進と有機物貯蔵による劣化土壌環境の修復 
平成 22年度 

山下 敦子 医歯薬学総合研究科

（医） 
味覚受容体による味認識機構の構造生物学

的解明 
平成 22年度 

 

 

 

 

 

 



２．４ 研究交流活動 ～いちょう並木研究サロン～ 

 
大学の幹部,教職員,大学院生等が広く集い，ビールやソフトドリンクなど軽い飲み物を楽しみなが

ら，和やかな雰囲気の中で研究テーマを披露したり交流したりすることで,異分野間の交流を円滑に行

い，あるいは先端研究に発展する可能性がある研究の芽を見出すことにつなげることを目的として，

平成 21 年 5 月から「いちょう並木研究サロン」を開催しています。研究紹介や話題の提供に当たっ

ては， 

① 若手研究の研究紹介とそれに続く大学幹部との意見交換 

② 異分野の学内研究者に対する研究紹介と意見交換 

③ 話題提供とそれを基とした意見交換   

ができるように配慮しています。 

 このような「サロン」の開催は，研究者にとっては「新たなネットワークの形成」，「研究を俯瞰す

る新しい視点の獲得」といったメリットがあるとともに，大学にとっても「学際的・融合的研究」の

展開が期待できます。また「大学が得意とする研究領域の把握」といった効果も期待されます。以下，

平成 21～25 年度に開催したいちょう並木研究サロンの第 1 回から第 23 回まで，順を追って記載しま

す。 

 

第 1回 日時：平成21年5月19日（火）16:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 大会議室・交流サロン 

話題：「越境地域間協力研究の狙い」  

社会文化科学研究科 清水 耕一  教授    

「岡山大学におけるユネスコチェアの意義と課題」 

                      環境科学研究科 阿部 宏史  教授    

 

第 2回 日時：平成21年7月14日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「化学触媒がもたらす低酸素革命：知的創造サイクル循環への挑戦と課題」 

                   自然科学研究科（工） 押木 俊之  講師    

「バイオ人工臓器の開発」 

 医歯薬学総合研究科（医） 笹本 博美 研究員    

 

第 3回 日時：平成21年9月15日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「入っては消えゆく感覚情報を，人間は数ヶ月単位で記憶し続けている 

―記憶の新事実が教育，哲学，医学，工学，そしてビジネスに与えるインパクト―」

教育学研究科 寺澤 孝文  教授    

 

第 4回 日時：平成21年11月25日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「水と植物の二つの視点から，見えること，考えること」 

                     資源生物科学研究所 且原 真木 准教授    

 

第 5回 日時：平成22年1月19日（火）18:00～19:30 

場所：岡山大学図書館鹿田分館 3階ホール 

話題：「アクチュエータ工学の紹介と医歯工学への適用」 

                   自然科学研究科（工） 鈴森 康一  教授    

 



第 6回 日時：平成22年5月18日（火）18:00～19:30 

場所：岡山大学図書館鹿田分館 3階ホール 

話題：「神経医工学」      

  自然科学研究科（工）  呉 景龍  教授    

 

第 7回 日時：平成22年7月13日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「バイオマスは低炭素社会を築けない―持続可能社会とは努力目標である―」  

京都工芸繊維大学  奥 彬 名誉教授    

 

第 8回 日時：平成22年9月7日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館・１階サロン 

話題：「二酸化炭素の資源化をめざす有機触媒の開発」 

                    自然科学研究科（工） 酒井 貴志  教授    

 

第 9回 日時：平成22年11月9日（火）18:00～19:30 

場所：岡山大学図書館鹿田分館 3階ホール 

話題：「高温超電導バルク体を用いた浮上と磁場の併用利用について」 

                                        自然科学研究科（工）  金 錫範 准教授    

 

第10回 日時：平成23年1月18日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「メカニカルストレスを利用した生体の巧みな適応機構と破綻システムの解明」 

     医歯薬学総合研究科（医） 片野坂 友紀 助教    

 

第11回 日時：平成23年3月8日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「リグノセルロース系バイオマスの熱化学的利用技術を目指す触媒の開発」 

環境学研究科 モハマッド アズハ ウッディン 准教授    

 

第 12回 日時：平成 23 年 5月 10日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「グリーンイノベーションによる人間的な地域変革による取り組みの成果を 

ふまえて」 

荒木 勝 理事（地域貢献・国際担当），阿部 宏史 理事（教育・研究担当）    

 

第 13回 日時：平成 23年 6月 28日（火）17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「マイクロセンサを使った目に見えない現象の可視化」 

               自然科学研究科（工） 塚田 啓二  教授    

 

第 14回 日時：平成 23年 8月 30日（火）18:00～19:30 

場所：岡山大学図書館鹿田分館 3階ホール 

話題：「体の機能を修復し代替する「もの」つくり」 

                自然科学研究科（工） 尾坂 明義  教授    

 



第 15回 日時：平成 23年 12月 6日（火）17:30～19:10 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「酵素の魅力とバイオセンサー」 

自然科学研究科（農） 稲垣 賢二  教授    

 

第 16回 日時：平成 24年 1月 17日(火)  17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「歴史学と情報科学」 

                社会文化科学研究科（文）今津 勝紀 准教授    

 

第 17回 日時：平成 24年 4月 3日(火)  17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「光合成生物はどのように太陽エネルギーを利用しているか」 

                自然科学研究科（理） 高橋 裕一郎 教授    

 

第 18回 日時：平成 24年 6月 5日(火)  17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「身近で知らない情報セキュリティ技術」 

                自然科学研究科（工） 野上 保之 准教授    

 

第 19回 日時：平成 24年 9月 11日(火)  17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「大学発の新薬誕生を目指して」 

                医歯薬総合研究科（薬） 加来田 博貴 准教授    

 

第 20回 日時：平成 24年 11月 27日(火)  18:00～19:30 

場所：（鹿田ｷｬﾝﾊﾟｽ）管理棟 8 階 第 11 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ 

話題：「パワーリフティング競技から筋力を考える」 

           キャリア開発センター／教育学研究科  三浦 孝仁  教授    

 

第 21回 日時：平成 25年 3月 1日(金)  17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「iPS細胞からがん幹細胞ができたことから考察されるがんの姿」 

                自然科学研究科（工） 妹尾 昌治  教授    

 

第 22回 日時：平成 25年 7月 23日(火)  17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「粉と空気のコラボで“もの”を分ける技術～廃棄物リサイクルで実用化～」 

                自然科学研究科（工）  押谷 潤 准教授    

 

第 23回 日時：平成 25年 11月 26日(火)  17:20～19:00 

場所：岡山大学創立五十周年記念館 交流サロン 

話題：「培養細胞で抗体を人工的に創る」 

                自然科学研究科（工） 金山 直樹 准教授    



２．５ 新医療創造支援本部の活動 

 

（１）体制 

 

新医療創造支援本部は，学内の医薬品・医療機器・福祉機器シーズの事業化と産業化を目的と

する橋渡し事業を推進するための支援組織で，平成20年（2008年）4月に研究推進産学官連携機

構の一本部として発足し，6年が経過しました。 

当本部は， 

本 部 長：公文 裕巳 教授［医歯薬学総合研究科（医）泌尿器病態学 教授］ 

副本部長：松浦 栄次 教授［医歯薬学総合研究科（医）細胞化学 教授］ 

副本部長：岡 久雄   教授［保健学研究科  検査技術科学 教授］ 

（平成26年2月1日付  副本部長発令） 

専任コーディネータ：桐田 泰三 

専任事務補佐員：米戸 美佳 

の5人体制で，主に，鹿田キャンパス 総合教育研究棟1階「おかやまメディカルイノベーション

センター」（OMIC：Okayama Medical Innovation Center)内の共同研究推進室で執務しています。 

なお，大学本部との情報共有・情報交換・意思疎通を図るため，また，理工系との医工連携を

推進するため，津島キャンパスの連携機構内で週始めの通常月曜日に専任コーディネータが執務

しています。 

 

（２）設立当初の業務，学内外関連部署との連携 

 

新医療創造支援本部の発足当初の主たる業務は，文部科学省科学技術振興調整費によるナノバ

イオ標的医療の融合的創出拠点の形成事業（ICONT：Innovation Center Okayama for Nanobio-

targeted Therapy／平成18年度～21年度）のプロジェクト支援，および OMIC 共同研究拠点整備

事業（平成21年8月申請～平成23年4月開所)の立ち上げ支援でした。 

現在は，前者については ICONT 戦略企画室，後者については医歯薬学総合研究科 産学官連携

センターが母体となって運用しています。 

当支援本部はこれらの基盤事業の推進のための産学官連携はもとより，現在，連携機構内の他

の本部や，研究交流部・医歯薬学総合研究科等学務課・大学病院の新医療研究開発センター，ま

た，教育研究プログラム戦略本部の URA（University Research Administrator）とも連携して

幅広い業務を遂行しています。また，学外の関連部署として，NPO 法人メディカルテクノおかや

ま[（4）参照] ，公益財団法人岡山県産業振興財団，岡山県産業労働部とも密接な関係を保って

います。 

 

（３）業務の拡大 

 

岡山大学医療系キャンパス（鹿田地区）内での様々なシーズ群・ニーズ群と企業（主に岡山県

内の会社）とのコーディネーション，それに伴う小規模から中規模の競争的資金に関する情報収

集とその獲得支援業務が大幅に増加しています。 

また，学内の医療系（医・歯・薬・保）と自然科学系（理・工）との医工連携の推進（理工系

との共同研究推進，理工系研究者の手術室見学ツアーの実施等）に関わる業務など，『新医療の

創造支援』として位置づけられる活動範囲を中心に，医療・福祉分野の産学官連携の活性化を推

進・支援しています。 

特に，平成25年度は，医歯薬保系の各種公募の情報収集活動をさらに充実し，これらの情報が

迅速かつ公平に研究者の方々に行き渡るように整備しました。見逃しがちであった政府系以外の



助成金公募（岡山県産業振興財団の助成金，中国経済産業局系の助成金，製薬会社系・医療機器

会社系の民間財団の助成金など）も学内向けサイトで閲覧できるようにしました（平成25年度：

延べ154件の公募情報を研究交流部および大学院医歯薬学総合研究科等学務課へ提供）。その結

果，大型プロジェクトのみならず，若い研究者によるこれらの競争的資金への応募が増え，実質

的な研究活動の支援につながってきてきました。特に JST の A-STEP フィジビリティースタディ

については，”メディカルテクノおかやま”［次項（4）参照］のコーディネータおよび戦略的

プログラム支援ユニットの URAと分担して，鹿田地区の研究者へ積極的に応募するように働きか

けるとともに，その申請支援を実施しています。 

最近の医工連携の事例として，「ロボティック IVRシステム」が挙げられます。放射線科の医

師からの強い希望で，IVR 施行時に術者の被爆を極力減らすことのできる簡易穿刺ロボットを工

学部機械工学系の研究者・学生と共同で開発を始めています。 

その他，基礎研究者からのシーズの発掘や，コ・メディカル・スタッフから出てきたニーズの

商品化へ向けた検討，あるいは機能評価・医学的検証など，いくつかの中小プロジェクトが現在

進行中です。 

 

［表－1］医工連携の最近の事例 

 

新医療創造支援本部設置6年目となり，このように当本部の業務は軌道に乗り，医療系キャン

パス（鹿田地区）を中心とした活動を徐々に広げ，医療分野を中心とした産学官連携を推進して

います。 

 

（４）NPO法人“メディカルテクノおかやま”との連携 

 

同じ執務室に事務局を置く特定非営利活動法人“メディカルテクノおかやま”（岡山大学・川

崎医科大学・岡山県の共同運営組織／公文 裕巳 理事長）と密接に連携し，岡山県内の医薬品・

医療機器・福祉機器の企業とのコミュニケーションを図ることで岡山県に医療クラスターの実現

／メディカルテクノバレー構想の実現を目指しています。 

隔月開催する「メディカルサロン」では，岡山大学・川崎医科大学・岡山理科大学等の研究紹

介，岡山県内の医療福祉機器企業の研究開発や，ものづくりの事例を紹介し，活発な交流活動を

行っています（平成25年度：合計5回開催）。 

なお，岡山県医用工学研究会および遺伝子治療推進産学懇話会の事務局業務も“メディカルテ

クノおかやま”が担当しており，新医療創造支援本部もこれらの研究会・懇話会の運営支援をし

ています。 

 

 

 

支援プロジェクト名                    大学と企業 

(1)ロボティック IVRシステム 大学病院 放射線科／工学部 機械系と共同／企業を模索中 

(2)腹臥位手術用枕 大学病院 手術部／ダイヤ工業(株)と共同 

(3)夜尿症トレーニングシステム 大学病院 泌尿器科／アワジテック(株)と共同 

(4)オゾン水の歯科領域への応用 医歯薬学総合研究科(歯)歯周病学／オゾン水メーカ 

(5)地下足袋のはきごこち評価 保健学研究科／(株)丸五と共同 

(6)筋音計 保健学研究科／電子機器メーカと共同 

(7)てんかん治療システム 
医歯薬学総合研究科(医)分子遺伝学／医療用ガス会社を模

索中 

(8)農作業補助具使用時の疲労度 保健学研究科／農機具メーカと共同 



（５）医療展示会“岡山メディカル・イノベーション” 

 

  今年度（平成25年度）特筆すべきことは，「知恵の見本市」鹿田版ともいえる“岡山メディカ

ル・イノベーション”（文部科学省「大学等シーズ・ニーズ創出強化支援事業」の一環）を開催

したことです。２日半に亘る日程に，医療福祉機器の展示とともに盛りだくさんのイベントを組

み込み，学内外の医療福祉関係者・県内企業・一般の方々にも来学いただきました。その中で，

産学連携に繋がる大学病院からのニーズの発表会を岡山県産業振興財団が主催して開催し，看護

師，診療放射線技師，臨床工学技士などコ・メディカルスタッフの方々からプレゼンテーション

がありました。今後，これらのニーズと企業のマッチングを岡山県・岡山県産業振興財団と共同

ですすめ，製品化を目指します。 

 

［表―2］医療展示会“岡山メディカル・イノベーション”のまとめ 

（1）展示ブース総数：36・・・（その内プレゼンテーション付展示10件） 

    （内訳：団体3，大学と企業の共同：7，大学研究者単独：8，企業単独：18） 

（2）入場者数：延べ354名（内訳：第1日目181名，第2日目115名，第3日目58名） 

（3）講演会[3月18日（火）] 

   ①「医工もの作り～人工心臓実用化までの道のり」  

神戸大学大学院工学研究科（機械系） 教授 山根 隆志 氏 

   ②NEDOにおける医療機器開発の現状と今後の方向性について 

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 弓取 修二 氏 

（4）岡山大学病院の医療現場からの開発ニーズ発表会［主催：岡山県産業振興財団］ 

     看護部，医療技術部６部門，計７部門から発表。 

(5)おかやまレスキュー活動支援システム研究会 講演会[3月19日（水）] 

「異常放射線環境下での防護・復旧対策支援活動について」 

日本原子力研究開発機構（JAEA）量子ビーム応用研究部門 研究主幹 石山 新太郎 氏 

（6）サイエンス・トーク[3月19日（水）] 

「口腔インプラント義歯の現状と未来  

―歯槽骨，歯，唾液腺の再生はどこまで可能になったのか ―」      

大学院医歯薬学総合研究科（歯） 教授 窪木 拓男 氏 

（7）おかやま生体信号研究会（併催） 

講演Ⅰ 『ロボティック IVRの開発』  

大学院自然科学研究科（工）知能機械システム学講座 講師 亀川  哲志 氏 

講演Ⅱ 『ネットワーク対応型遠隔モニタリングシステムの活用』 

大学院医歯薬学総合研究科（医）高齢社会医療･介護機器研究推進講座 講師  坂野 紀子 氏 

大学院医歯薬学総合研究科（医）高齢社会医療･介護機器研究推進講座 准教授  兼 

心臓血管外科 講師 笠原 真悟 氏 

 

（６）平成25年度の活動一覧 

 

平成25年度の新医療創造支援本部が関わった行事は以下の通りです。 

 

［表―3］新医療創造支援本部の平成25年度の活動概要 

行 事 月 日 場 所 概 略 

BIO tech 2013 
5月8日～ 

10日 

東京ビッグサイト 

（東京都江東区) 

アカデミックフォーラム：岡山大学から6テ

ーマをプレゼンテーション(30分×6テーマ) 

JST A-STEP 

探索タイプ 

コーディネータ業務 

公募期間 

3月29日 

 ～ 

5月17日 

 7件 担当 



岡山大学新医療創造

MOT講座 

平成25年度岡山企画

会議 

平成25年

4月～ 

平成26年

3月 

鹿田キャンパス・

総合教育研究棟1F

データ解析検討室 

・第1回： 5月 1日(水) 出席者 8名 

・第2回： 6月11日(火) 出席者 7名 

・第3回： 8月21日(水) 出席者 8名 

・第4回：10月23日(水) 出席者 7名 

・第5回：12月25日(水) 出席者 9名 

・第6回：平成26年3月 7日(金) 出席者 5名 

岡山県医用工学研究

会(第96回) 
6月12日 

鹿田キャンパス･

地域医療人材育成

センターおかやま 

(MUSCAT CUBE) 

講演会（89名 出席） 

遺伝子治療推進産学

懇話会(第18回) 
7月11日 

京都大学東京オフ

ィス 

（東京都港区) 

19名 出席 

理工学系研究者の手

術室見学会 

(オペ室ラーニング) 

平成25年

7月～ 

平成26年 

3月 

岡山大学病院 

総合診療棟 

手術部 

・第11回：7月12日(金) 参加者15名 

（手術用オープン MRI施設の見学） 

・第12回：9月25日(水) 参加者 3名 

・第13回：平成26年3月26日(水) 参加者 6名 

 《1～13回の参加者＝延べ63名》 

岡山大学機能強化戦

略プロジェクト 

～難治固形がんの遺

伝子治療～キックオ

フシンポジウム 

9月1日 

岡山コンベンショ

ンセンター 

イベントホール 

（岡山市北区) 

講演会（117名 出席） 

岡山県医用工学研究

会(第97回) 
10月4日 

鹿田キャンパス･

地域医療人材育成

センターおかやま 

(MUSCAT CUBE) 

講演会（76名 出席） 

Bio Japan 2013 
10 月 9 日

～11日 

パシフィコ横浜 

（横浜市西区) 

出展：岡山大学から8テーマ 

（プレゼンテーション25分×8テーマ） 

岡山大学知恵の見本

市2013 
11月1日 

創立五十周年 

記念館 

医歯薬保系研究者から10件，メディカルテ

クノおかやまから1件の計11件を含め，全

学･地元企業で59件の研究紹介と，2件の実

物展示 

遺伝子治療推進産学

懇話会(第19回) 
11月26日 

京都大学東京オフ

ィス 

（東京都港区) 

23名 出席 

産学連携学会 関西･

中四国支部会 第５回

研究事例発表会 

12月6日 

海峡メッセ 

下関国際貿易ビル 

(山口県下関市) 

産学連携による実用化や活動の事例，産学

連携に関する研究の発表（｢学内医工連携の

推進～岡山大学の事例～｣／発表：桐田コー

ディネータ） 

先端研究基盤共用・

プラットホーム形成

事業～分子イメージ

ングで拓く産学官連

携の新展開～ 

12月6日 
アークホテル岡山 

（岡山市北区） 

講演会（103名出席） 

情報交換会（47名出席） 

[施設見学会 開催 12月5日(木)午後，6日

(金)午前，7日(土)午前の3日間／鹿田･OMIC

施設／32名出席] 

岡山県医用工学研究

会(第98回) 

平成26年 

2月12日 

鹿田キャンパス･ 

Junko Fukutake 

Hall(J-Hall) 

講演会（77名出席） 

医療展示会 岡山メデ

ィカル･イノベーショ

ン 

平成26年 

3 月 18 日

～20日 

鹿田キャンパス･ 

Junko Fukutake 

Hall(J-Hall) 

展示会・講演会・サイエンストーク，コ･メ

ディカルスタッフとの意見交流会等を開催

《項目（5）医療展示会  岡山メディカル・

イノベーションおよび［表－２］を参照》 



おかやま生体信号研

究会例会 

(第17回) 

平成26年 

3月20日 

鹿田キャンパス･ 

Junko Fukutake 

Hall(J-Hall) 

講演会（約70名出席） 

岡山県医用工学研究

会(第99回) 

平成26年 

3 月 18 日

～20日 

鹿田キャンパス･ 

Junko Fukutake 

Hall(J-Hall) 

医療展示会を見学。岡山メディカル･イノベ

ーションと併催 

遺伝子治療推進産学

懇話会（第20回） 

平成26年 

3月25日 

京都大学東京オフ

ィス 

（東京都港区) 

19名出席／参加企業6社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

BIO tech 2013 

岡山大学ブース（東京ビッグサイト） 

[5月8日～5月10日] 

Bio Japan 2013 岡山大学ブース 

（パシフィコ横浜） 

[10月9日～11日] 

 

Bio Japan 2013 岡山大学ブース 

（パシフィコ横浜） 

[10月9日～11日] 

 

海外の関係者と意見交換する 

武田 吉正 准教授 



岡山県医用工学研究会（第96回） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山大学機能強化戦略プロジェクト－難治固形がんの遺伝子治療－キックオフシンポジウム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県医用工学研究会（第97回） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山陽電子工業株式会社 

社長 西川 貴生 氏 の講演会 

 

 

 

講演される 加藤 勝信 官房副長官 

（岡山コンベンションセンター 1階 イベントホール） 

[9月1日] 

（鹿田キャンパス・地域医療人材育成センター 

おかやま(MUSCAT CUBE)3F講義室） 

［10月4日］ 

 

 

（鹿田キャンパス・地域医療人材育成センター 
おかやま（MUSCAT CUBE）3F 講義室） 
［6月12日］ 
株式会社メニコン 新規事業企画管理部 

 永井 裕介 氏の講演会 



岡山県医用工学研究会（第98回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療展示会“岡山メディカル・イノベーション” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   講演会                                   医療展示会 

［併催：岡山県医用工学研究会(第99回)］  

 

 

 

 

愛知県がんセンター研究所 

腫瘍病理学部 部長 近藤 英作 先生 の講演 

（鹿田・Junko Fukutake Hall（J-Hall）） 

［平成26年2月12日］ 

鹿田（Junko Fukutake Hall(J-Hall)）[平成26年3月18日～20日] 



 

 

 

 

 

 

 

３．産学官連携活動 

 

 

 

 

 

 



３．１ 研究成果の発表活動 

 

（１） 新技術説明会の開催 

 

１）国立六大学連携コンソーシアム新技術説明会  

 

平成 25 年度からの新しい取り組みとして，国立六大学（千葉大学，新潟大学，金沢大学，岡

山大学，長崎大学，熊本大学）合同による新技術説明会を開催しました。本開催は，当該六大学

の連携関係をより強固なものにすると同時に，産学連携分野における各大学の活動をより活性化

し，成果を上げることを目的としたものです。 

平成 25 年度は，金沢大学が幹事校となり，各大学の「ライフサイエンス」分野の研究成果 10

件の発表を行い，延べ 429 名の方々が聴講されました。また，各発表の直後に設けた個別相談コ

ーナーでは，技術内容の確認，技術指導，サンプル供与，共同研究,特許実施等に関連して 9 件の

相談がありました。 

説明会の概要・プログラムを以下に示します。 

 

開催日時：平成 25 年 9月 17 日（金）10：00～16：25 

開催場所：科学技術振興機構 JST東京別館ホール（東京都市ヶ谷） 

主  催：国立六大学連携コンソーシアム 

（千葉大学，新潟大学，金沢大学，岡山大学，長崎大学，熊本大学） 

独立行政法人科学技術振興機構 

後  援：独立行政法人中小企業基盤整備機構 

全国イノベーション推進機関ネットワーク 

     

国立六大学コンソーシアム新技術説明会のプログラム 

発 表 者 所  属 発 表 題 目 

中村 亮一 千葉大学 
大学院工学研究科 

治療の工程分類・評価と最適化を実現する手

術工程解析システム 

早崎 治明 新潟大学 
大学院医歯学総合研究科 

不可視化メガネを用いた歯面刷掃能の評価

方法 

大橋 俊孝 岡山大学 
大学院医歯薬学総合研究科 

関節軟骨特異的イメージングプローブ 

檜井 栄一 金沢大学 
医薬保健研究域薬学系 

褐色脂肪細胞活性化による新規抗肥満薬 

太田 訓正 熊本大学 
大学院生命科学研究部 

皮膚細胞が乳酸菌を取り込むと多能性細胞

になる 

東田 陽博 金沢大学 子どものこころの

発達研究センター 

不安障害やうつ症状を示す CD157/BST1 ノッ

クアウトマウス 

山田 真澄 千葉大学 
大学院工学研究科 

3 次元環境における細胞アッセイのためのハ

イドロゲル材料の提案 

澁木 克栄 新潟大学脳研究所 近赤外蛍光赤血球を用いたマウス深部脳活

動の経頭蓋イメージング 

笠井 智成 岡山大学 
大学院自然科学研究科 細胞間接着を促進する 3 次元培養用基材 

久田 英樹 長崎大学 工学部 腹腔鏡レンズの術中洗浄装置 

発表資料等の掲載場所：  http://jstshingi.jp/6-univ/2013/index.html 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
開催挨拶（山崎理事：金沢大学）             会場の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大橋准教授の説明                笠井助教の説明 



 



３）岡山大学新技術説明会  

 

 平成 25 年 9 月 17 日開催の国立六大学連携コンソーシアムによる新技術説明会，平成 25 年 9

月 20 日開催の中国地域産学官連携コンソーシアムによる新技術説明会に引き続き，平成 25年 12

月 17 日には岡山大学単独による新技術説明会を東京で開催しました。 

 今回の新技術説明会では，セルロースナノファイバーや単層カーボンナノチューブに関して，

結晶化を利用した全く新しいタイプの構造制御技術を適用した高性能高分子材料，耐熱・高絶縁

性Ｃ５樹脂（石油樹脂）を製造するルテニウム錯体触媒の大量合成技術，酸化チタン光触媒フィ

ルターを用いた油水分離技術など，高機能・高性能材料に関する発表や，微生物が生産した多孔

質マイクロチューブ状酸化鉄を培地に用いた 3 次元細胞培養技術，除鉄を応用した新規がん治療

法など，機能材料，機械，ライフサイエンス分野における 8 件の研究成果発表を行い，延べ 426

名の方々が聴講しました。 

各発表の直後に設けた個別相談コーナーでは，技術内容の確認，技術指導，サンプル供与，共

同研究,特許実施等に関連して合計 12 件の相談がありました。 

説明会の概要・プログラムを以下に示します。 

 

開催日時：平成 25 年 12 月 17 日（金）10：30～16：15 

開催場所：科学技術振興機構 JST東京別館ホール（東京都市ヶ谷） 

主  催：国立大学法人岡山大学 

     独立行政法人科学技術振興機構 

後  援：独立行政法人中小企業基盤整備機構 

全国イノベーション推進機関ネットワーク 

 

     

岡山大学 新技術説明会のプログラム 

発 表 者 所  属 発 表 題 目 

内田 哲也 自然科学研究科(工) 

各種ナノファイバーの高性能高分子材料への応用 

～高分子の結晶化を利用したボトムアップ型新規

技術～ 

木之下 博 自然科学研究科(工) 
低コスト・高性能・デザイン可能な潤滑添加剤であ

る酸化グラフェンの水潤滑への展開 

押木 俊之 自然科学研究科(工) 
耐熱・高絶縁性 C5 樹脂を製造するルテニウム触媒

のキログラム規模合成 

西本 俊介 環境生命科学研究科(環) 酸化チタン光触媒フィルターによる油水分離 

田仲 持郎 医歯薬学総合研究科(歯) PMMA 系レジン成形品の物性制御法 

笠井 智成 自然科学研究科(工) 多孔質マイクロチューブ状の３次元培養用基材 

大原 利章 医歯薬学総合研究科(医) 除鉄を応用した新規がん治療法の開発 

高橋 智 自然科学研究科(工) 視聴覚統合による認知症の早期発見 

発表資料等の掲載場所： http://jstshingi.jp/okayama/2013/index.html 

 



（２）中国地域産学官コラボレーション会議への参画 

 

１）地域イノベーション創出 in やまぐち 

 
中国地域の産・学・官85機関が連携し，競争力のある産業集積の形成を目指す「中国地域産学

官コラボレーション会議」は，中国地域におけるイノベーション創出の機運を一層高めるため，

シンポジウム『地域イノベーション創出2013 in やまぐち』を山口県下関市において開催しまし

た。岡山大学研究推進産学官連携機構からは，産学官連携本部長他が参加しました。 
 

日 時 ： 平成 25年 7月 23日 13:30-17:30 

場 所 ： 海峡メッセ下関 アリーナ棟 4Ｆ イベントホール（山口県下関市） 

主 催 ： 中国地域産学官コラボレーション会議 

概 要 ： 中国地域における産学官連携活動による地域経済の活性化を促進するため，「中国地 

域産学官コラボレーション会議」の参加機関や「中国地域産業クラスターフォーラ 

ム」の関係者等が一堂に集ってシンポジウムを開催し，大学，企業，支援機関等か 

ら地域イノベーション創出に向けた提案や活発な意見交換が行われました。 

来場者数： 約 290名 

 

内 容 ： 

（１）基調講演   

『テルモのイノベーション戦略』 テルモ株式会社 代表取締役社長 新宅 祐太郎氏 

（２）産学官連携・イノベーション創出の取組紹介 

①先進的な取組事例 

『訪問型ワンストップコーディネート支援活動“出張キャラバン隊”を軸にした川崎モデ 

ル「産学連携／大手企業知財交流事業」』 

公益財団法人 川崎市産業振興財団 産業支援部長 櫻井 亨 氏 

②中国地域における取組事例 

・株式会社山口光半導体研究所 代表取締役 杉浦 文彦 氏 

・多機能フィルター株式会社 代表取締役社長 山本 一夫 氏 

（３）経済政策 

『日本再興戦略について』 

経済産業省 中国経済産業局長 若井 英二 氏 

 



 

 

（３）展示会等への戦略的出展支援 

 

研究推進産学官連携機構では，研究交流部と連携し，平成 22年度から国内主要展示会への出展

を積極的に支援しています。産学連携・知的財産活用を目的とする研究成果を中心に，各種展示

会等へ戦略的に出展することにより，岡山大学の研究成果普及や技術移転を促進させ，さらには

学術研究活動のより一層の活性化を図ることを目的として実施しています。 

平成 25年度は， 5月に「BIO tech 2013」，10月に「Bio Japan 2013」，平成 26年 1月に「nano 

tech 2014」 への出展支援を行いました。 

 

１）「BIO tech 2013」第 12回国際バイオテクノロジー展・技術会議内アカデミック

フォーラム 

 

本展示会では医療や植物に関する 6件の研究成果を展示・発表し，関連企業や医療機関関係者

らと活発に意見交換を行いました。妹尾 昌治教授のプレゼンテーションでは，フォーラム記録

上最大となる 110人の聴講者を集めるなど盛況でした。 

  

日  時：平成 24 年 5 月 8 日（水）～5 月 10 日（金） 

場  所：東京ビッグサイト（東京都江東区有明） 

主  催：リードエグジビションジャパン（株） 

参 加 者：10,362 名（展示会全体 3 日間の来場登録者数） 

 

発表者・所属・出展タイトル 

発表者 所  属 出展タイトル ※ 

佐藤 あやの 自然科学研究科 (工) 
新規インドール類の合成と細胞死抑制活性の

評価 

世良 貴史 自然科学研究科 (工) 
人工 DNA結合タンパク質を用いたウイルス耐

病性植物の開発 

大槻 高史 自然科学研究科 (工) 遺伝子発現抑制の光誘導法 

井口 勉 自然科学研究科 (工) 
抗ガン剤，抗感染症剤，アルツハイマー対処

剤の設計と新規医薬候補分子の創出 

大原 利章 医歯薬学総合研究科（医） 除鉄効果を利用した新規癌治療法 

妹尾 昌治 自然科学研究科 (工) iPS細胞から作るがん幹細胞モデル 

※出展内容については，次ページ以降参照  

 
 
 
 
 
 
 
 

BIO tech 2013（アカデミックフォーラム）展示ブース，プレゼンテーション会場 



 

 

 
 
 
 
 
 
  



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

２）「Bio Japan 2013」 World Business Forum  

 

本展示会は，ライフ，グリーン，バイオクラスター＆ベンチャーの３大テーマのもと，国内外

から大手企業，ベンチャー，ファイナンスなどの支援産業，自治体，政府などのバイオ関係者を

集め，バイオ産業のオープンイノベーションを加速させる目的で開催されました。 

岡山大学からは，創薬・医療に関連した 5 件の先端研究成果と「岡山メディカルイノベーショ

ンセンター（OMIC）」，「岡山大学ナノバイオ標的医療イノベーションセンター（ICONT）」，「岡山大

学病院新医療研究開発センター治験推進部」における最新の研究・活動実績について展示・発表

を行いました。 

 

日  時：平成 25 年 10 月 9 日（水）～10 月 11 日（金） 

場  所：パシフィコ横浜（横浜市西区みなとみらい） 

主  催：バイオジャパン組織委員会，株式会社 ICS コンベンションデザイン 

特別協賛：横浜市 

参 加 者：12,487 名（展示会全体 3 日間来場者数） 

 

発表者・所属・出展タイトル 

発表者 所  属 出展タイトル 

大原 晃洋 
研究推進産学官連携機構 

産学官連携本部 

岡山大学の研究ポテンシャルと産学官連

携 

武田 吉正 岡山大学病院集中治療部 多視点多層 3D 臨床解剖表示システム 

大橋 俊孝 
医歯薬学総合研究科生体制御科

学専攻 

関節軟骨特異的イメージングプローブ 

（変形性膝関節症の治療・創薬への利用） 

田中 智之 
医歯薬学総合研究科 生体応答

制御学分野 

動物実験を代替する成熟マスト細胞モデ

ル 

妹尾 昌治 
自然科学研究科 化学生命工学

専攻 
iPS 細胞から作成するがん幹細胞モデル 

公文 裕巳 

医歯薬学総合研究科泌尿器病態

学分野 ﾅﾉﾊﾞｲｵ標的医療ｲﾉﾍﾞｰｼ

ｮﾝｾﾝﾀｰ 

がんワクチン機能を有する遺伝子医薬

Ad-REIC の臨床開発 

佐々木 崇了 
医歯薬学総合研究科 産学官連

携センター 

おかやまメディカルイノベーションセン

ター（OMIC）における金属核種の製造およ

び抗体標識技術と GMP 体制 

川上 恭弘 
岡山大学病院新医療研究開発セ

ンター治験推進部 

岡山大学病院新医療研究開発センター治

験推進部 

※出展内容等については，末尾出展案内チラシを参照ください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

「Bio Japan 2013」展示ブースおよびプレゼンテーション会場 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

３）「nano tech 2014」（第 13回国際ナノテクノロジー総合展・技術会議） 

 
本展示会は，「材料・素材」・「IT/エレクトロニクス」・「ナノバイオ」・「自動車関連」・「環境・

エネルギー」・「医療・食品・化粧品」・「評価・解析」・「超微細加工」といった様々な分野の最先

端技術・製品を集め，最先端技術と製品のビジネスマッチングを創出させることを目的として開

催されました。 

この開催趣旨に基づき，岡山大学における低炭素社会に向けたナノ材料製造技術，機能性カー

ボンナノチューブなど 4件の先端技術を公開して，企業との共同研究や製品開発への道を拓くこ

とを目指しました。 

また，本展示会では，nano tech実行委員会より，「ビジネスマッチングシステム」を活用して，

様々な出展者，来場者と最も多くの商談アポイントを獲得。精力的にオープンイノベーションの

取り組みを行ったとして，本学に nano tech 大賞 部門賞「ビジネスマッチング賞」が授与され

ました。 

 

日  時：平成 25年 1月 29日（水）～1月 31日（金） 

場  所：東京ビッグサイト（東京都江東区有明） 

主  催：nano tech実行委員会，株式会社 ICSコンベンションデザイン 

後  援：内閣府，総務省，文部科学省，経済産業省，他 25機関 

協  賛：（社）応用物理学会，（社）高分子学会，（社）日本化学会 

参 加 者：45,841名（同時開催展含む 3日間来場者数） 

 

発表者・所属・出展タイトル 

発表者 所  属 出展タイトル ※ 

多田 直哉 自然科学研究科（工） 
非接触式マイクロマテリアル用疲労試験

機 

松浦 宏治 医歯薬学総合研究科（医） 
細胞外マトリックス交互積層のためのマ

イクロ流体システム 

仁科 勇太 異分野融合先端研究コア 酸化グラフェンの合成と複合化 

林 靖彦 自然科学研究科（工） 
ドライプロセスを可能とする長尺・高密

度・高配向カーボンナノチューブ 

※出展内容等について，次ページ参照（英語版は省略） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

「nano tech 2014」展示ブース，プレゼンテーション会場および nano tech 大賞表彰式 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（４）「イノベーションジャパン 2013」 

 
本展示会は，大学および公的研究機関等の研究者と民間企業の研究者等が一同に会する全国規

模産学官マッチングイベントであり，大学等の優れた研究成果を広く発信し円滑に社会に還元す

ることを目的として開催されました。 
 
日 時 ： 平成 25年 8月 29日（木）～ 8月 30日（金） 9時 30分～17時 00分 

場 所 ： 東京ビッグサイト（東京都江東区有明） 
主 催 ： （独）科学技術振興機構，（独）新エネルギー･産業技術総合開発機構（NEDO） 
共 催 ： 内閣府，文部科学省，経済産業省 
参加者 ： 合計 21,010名（2日間合計延べ数）。 

 

全体構成・発表者数等 ： 展示ブースへの総出展数は 505件で，このうち大学からの出展は 402 

件（岡山大学から５件）ありました。併設された講演会場では，大学からの研究シ

ーズの発表が 120件ありました。   

内 容 ： 今回も 10分野の展示と研究シーズの発表がありました。内訳は以下のとおりです。 

分  野 展示件数 発表件数 

1.情報通信 55(1) 15(0) 

2.ライフサイエンス 67(0) 20(0) 

3.医療 72(1) 23(0) 

4.装置・デバイス 49(0) 20(0) 

5.ナノテクノロジー 34(1) 10(0) 

6.環境保全・浄化 27(0)  6(0) 

7.低炭素・エネルギー 45(2) 10(0) 

8.マテリアル・リサイクル 36(0) 11(0) 

9.シニアライフ（高齢社会） 5(0) 0(0) 

10.防災  12(0)  5(0) 

合   計 402(5) 120(0) 

            （ ）内の数字は岡山大学の件数を表しています。   

       ＊岡山大学からの出展内容については次ページ参照（英語版は省略）  

 

    【展示会場の様子】 

    

 

 



大学院自然科学研究科（工）　　 教授　高田　潤　　

【題目】　微生物が作るナノ非晶質酸化鉄の触媒と2次電池材料への応用　

 大学院自然科学研究科（理）　　講師　狩野　旬    

【題目】　強誘電性分極揺らぎを利用した触媒活性

大学院自然科学研究科（工）　　 准教授　野上　保之

【題目】　クラウド時代を担う安全・安心なICT機器の設計手法

大学院自然科学研究科（理）　　 准教授　大久保　貴広　

【題目】　カーボンナノリアクターによる酸化物ナノ粒子の合成

岡山大学病院　集中治療部　准教授　武田　吉正

【題目】　多視点多層臨床解剖表示システム　　　　　　　

　ご質問がございましたら、お気軽にブース内の説明員か、または下記にお問い合わせ下さい。

国立大学法人　岡山大学　研究推進産学官連携機構

住所　：　〒700-8530  岡山市北区津島中1-1-1 URL　：　http://www.okayama-u.net/renkei/ 

TEL　：　086-251-7112 E-mail　：　s-renkei@adm.okayama-u.ac.jp

【概要】　低侵襲手術の発展により若い外科医が手術中に臨床解剖学を習得する機会が減少している。
この問題を解決するため、岡山大学の各診療科の外科系専門医が臨床手技の習得に必要な解剖を行っ
た。解剖の各段階で（多層）、解剖体の全周から（多視点）ステレオ画像を撮影した。Viewerプログラムと
3Dディスプレーを用いることで、見たい方向から、見たい深度で、立体的に臨床解剖を観察可能なシステ
ムを開発した。

【概要】　鉄酸化細菌が作るナノ非晶質酸化鉄（BIOX）が人工合成困難な特徴（直径3nmの1次粒子か
らなる直径1μmのチューブ状構造体、280m2/gの高比表面積）を持つユニークな材料であることを明らか
にした。我々は，BIOXをシランカップリング剤で化学修飾して種々の有機・無機ハイブリッド材料を創製し，
それらが酵素やパラジウムの固定化担体として優れていることを実証した．どちらの場合も，既知の固定
化触媒より高い触媒活性を示し，回収再利用できた．さらに、BIOXはリチウムイオン電池の負極電極材と
して従来材（炭素）よりも高い充放電容量と高電流密度での優れたサイクル特性を有することを見出した．

【概要】　我々は，(1)強誘電体表面にナノサイズの酸化しない卑金属粒子が安定に存在すること，(2)炭

化水素結合から水素を発生するという触媒機能を有すること，を世界に先駆け発見した．この新現象は，強
誘電体が持つ強い電場が卑金属表面の酸化を妨げると解釈している．強誘電体はpn接合と異なる形で強
い電場を有し，その強さは制御可能である．誘電性による触媒能の発見は，燃料電池の電極，石油・
NOx・SOx改質技術へのブレークスルーとなりうる．

【概要】　個人情報や機密情報を第三者に漏洩されることなくやり取りするICT技術の実現には、暗号処
理を実行するIC/LSI回路レベルの論理回路設計、実際に製品という目に見える形にするための物理設計、
そして、製品を安全に使用するためのアプリケーション設計が必要である。これらレベルの設計技術と暗号
数理が融合することにより、あらゆる端末上で実用的かつ快適に処理できる高度なスケーラビリティをもっ
た暗号計算チップを世界で初めて実現した。これに合わせて、暗号システムの安心安全を保証するための
実装設計・評価手法の開発を進めている。

出展者と展示概要

【概要】　本技術は、金属酸化物ナノ粒子を温和な条件で合成する手法に関するものである。例えば、
カーボンナノチューブのナノ空間に前駆体分子を予め吸着させて室温で反応を開始するだけで亜酸化銅ナ
ノ粒子を合成できる。亜酸化銅は太陽電池材料の候補の一つとして挙げられることもあるが、例えば、セレ
ン-亜酸化銅太陽電池のエネルギー変換効率は約2%程度であり、シリコン系太陽電池の変換効率に遠く
及ばない。亜酸化銅太陽電池の最大のメリットは、その製造コストの安さにあり、例えば、シリコン系太陽
電池の場合の約1/100程度で製造できるとの試算すらある。本技術により、金属酸化物ナノ粒子を簡便に
合成できる可能性がある。



（５）アグリビジネス創出フェア 2013

本フェアは，農林水産省主催のもと農林水産・食品産業分野において優れた技術シーズを有す

る全国の産学官の関係者とこの技術を利用する者とが一堂に会し，相互のマッチングを促進する

場として開催されました。

平成 25 年度は，オリーブ葉抽出物や針葉樹バイオマスなど地域に眠る植物資源を，発酵技術

を用いて抗酸化性新規化合物を含むエキスや畜産混合飼料などの有用素材に変化させた大学院環

境生命科学研究科の神崎 浩科長，ウイルスの複製を阻害する人工ＤＮＡタンパク質を用いてト

マトなどの農作物にＤＮＡウイルスに対する免疫性を付与させた大学院自然科学研究科の世良

貴史教授の研究成果を大型パネルで紹介するとともに，研究・技術プレゼンテーションを行なっ

て，農林水産関係者に広くＰＲを行いました。

日  時： 平成 25 年 10 月 23 日（水）～10 月 25 日（金） 10：00～17：00 
場  所： 東京ビッグサイト（東京都江東区有明）

主  催： 農林水産省

後  援： 内閣府，文部科学省，経済産業省，特許庁，（独）農業・食品産業技術総合研究機

構，（独）農業生物資源研究所，（独）農業環境技術研究所，（独）国際農林水産業

研究センター，（独）科学技術振興機構，（独）中小企業基盤整備機構 等

参 加 者： 35,117 人（3 日間合計 農林水産省発表） 

本学からの出展 

（１）「微生物変換を利用する地域植物資源の高機能化」

環境生命科学研究科／教授 神崎 浩

（２）「人工DNA タンパク質を用いたウイルス耐病性植物の開発」 
自然科学研究科／教授 世良 貴史

参加者と意見交換を行なう神崎教授（右） DNAウイルス免疫性について説明する本学学生 

植物資源有用化の説明をする本学学生    プレゼンテーションを行なう世良教授 



（６）岡山大学知恵の見本市 2013

１．開催概要 

  日時：平成 25 年 11月 1 日（金） 12:00～17:00 

  場所：岡山大学創立五十周年記念館 

  内容：講演（2 件） 

「ｉＰＳ細胞から作るガン幹細胞」 

岡山大学大学院自然科学研究科科長 教授 妹尾 昌治 

「希少難治性心不全に対する心臓内幹細胞を用いた再生医療」 

 岡山大学病院 新医療研究開発センター 教授 王 英正 

研究成果展示（全 61 ブース） 

医療・創薬・福祉分野（18 ブース） 

新素材・ものづくり・情報通信分野（21 ブース） 

省エネ・新エネ・災害対応（4 ブース） 

農業・環境分野（4 ブース） 

 人文社会科学・文理融合分野（2ブース）  

地域連携プロジェクト分野（10ブース） 

実物展示（2 ブース） 

プレゼンテーション（15分間×6 件） 

1)「失明した患者さんに再び光を～岡山大学方式人工網膜の実用化に向けた医工連

携の取り組み～」 

自然科学研究科（工学系） 准教授 内田 哲也 

医歯薬学総合研究科（医学系）准教授 松尾 俊彦 

2)「リン酸化プルランの体内埋め込み用途への展開」

自然科学研究科（工学系） 講師 沖原 巧 

3)「幹細胞移植治療のメカニズム解明！」

医歯薬学総合研究科（歯学系） 助教 秋山 謙太郎 

4)「非接触式マイクロマテリアル用疲労試験機の開発」

自然科学研究科（工学系） 教授 多田 直哉 

5)「空間統計学的手法を用いた環境データの分析推定結果を身近なソフトウェアで

誰にでも閲覧可能にする技術について」 

大学院自然科学研究科（理学系） 助教 山川 純次 

6)「多彩な季節感を育む日本の気候環境とその変動（季節の移ろいや文化理解教育

との接点にも注目して）」 

大学院教育学研究科（自然教育） 教授 加藤 内藏進 

岡山大学のトピックス研究紹介パネル展（3 件） 

1)「電波の日」総務大臣表彰受賞

「Path Loss Formulae for Mobile Radio Propagation」

自然科学研究科（工学系） 教授 秦 正治 

2)第 8 回村川技術奨励賞受賞

「新用途向けグレードの石油樹脂を提供する新たな触媒技術の開発」

大学院自然科学研究科（工学系） 講師 押木 俊之 

3) 第 8 回村川技術奨励賞受賞

「常温導電性金属ナノインクの開発」

異分野融合先端研究コア 助教(特任) 金原 正幸 

壁面パネル紹介 



 1)「ｉＰＳ細胞から作るガン幹細胞」 

   自然科学研究科科長 教授 妹尾 昌治 

      2)「希少難治性心不全に対する心臓内幹細胞を用いた再生医療」 

                岡山大学病院 新医療研究開発センター 教授 王 英正 

      3)「岡山大学 東京サテライトオフィス」 

   東京サテライトオフィス コーディネータ 花立 了一 

  主催：岡山大学 

    後援：経済産業省中国経済産業局，国土交通省中国地方整備局，農林水産省中国四国農政局，

岡山県，岡山市 ほか （合計 41機関） 

 

２．今年度の特に創意工夫を凝らした点 

 ①パンフレット挨拶を学長が執筆し，全学体制で開催していることをアピールしました。 

②パネル前の 5 分間プレゼンテーションを廃止して，会場 2 階エレベータ前で 15 分間プレゼン

テーション 6 件を行い，展示ブース見学者に研究をアピールしました。 

 ③学会，財団等から注目されている研究を，「岡山大学トピックス研究」として紹介パネル展示

を行いました。 

  ④展示ブースに新たに「人文社会科学・文理融合分野」を設けました。 

 

３．過去 4年間の実績データ 

開催年度 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 

 

テーマ 

日本の強みを活かす

成長分野～ｸﾞﾘｰﾝ･ｲﾉ

ﾍﾞｰｼｮﾝとﾗｲﾌ･ｲﾉﾍﾞｰｼ

ｮﾝ 

国際的な研究・教育拠

点としての「美しい学

都」を目指して 

～地域と知

のコミュニ

ケーション

～ 

イ ノ ベ ー

シ ョ ン を

身近に 

講演件数           1         2 2 2 

展示ブース数          46        61 66 59 

実物展示件数           3         3 3 2 

見学会実施件数           2         2 開催せず 開催せず 

後援件数          38        42 42 41 

来場者数         261       346 410 395 

見学会参加者数          19        38 開催せず 開催せず 

 

４．会場の様子など 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会会場（ｉＰＳ細胞からのガン細胞）   15 分間プレゼンテーション（6 件） 



（７）第 18回岡山リサーチパーク一研究・展示発表会 

  

 岡山県内の大学及び岡山リサーチパークに関係する企業・機関の研究成果を発表するとともに，

その成果を県内に広めるための交流の場を設け，岡山県内産業の振興に寄与する目的で毎年開催

されています。数年来，9 月開催が定着していましたが，漸減する産業界参加者を増加させるた

めのモデルチェンジを検討した結果，特別講演会を廃止して午後からの開催に改め，ポスター出

展も大学からの出展は抑制して産業界からの出展を歓迎する方向での開催形式となり，それらの

構成検討に時間を要したため 3 月開催となりました。その結果，参加者総数は 269 名から 164 名

に減少しましたが，産業界からは 59 名から 73名に増加し，一定の効果はありました。 

 

日   時：平成 26 年 3 月 4 日（火） 13:00～18:30 

場   所：テクノサポート岡山大・中会議室（岡山リサーチパーク内，岡山市北区芳賀 5301） 

プログラム： 

13:00～13:05 オープニング(ご挨拶・実行委員長・岡山県工業技術センター所長 橋本 亮一 氏） 

 13:10～17:15 ポスター展示・相談コーナー（全 44 件）,パネル・実物等の前で発表者が説明。 

1)暗号 IC の安全評価用標準プリント基板の開発 

自然科学研究科（工学系） 助教 五百旗頭 健吾 

2)有機 EL ディスプレイの一般普及を実現する低コスト新規材料の創出 

自然科学研究科(理学系) 助教 岩﨑 真之 ⇒ 15分プレゼンテーション 

3)室温印刷で利用可能な水溶性金属ナノインク 

異分野融合先端研究コア 助教（特任） 金原 正幸 

4)リン酸化プルランを用いた革新的人工骨材料および高機能体内埋植型医療機

器の開発 

自然科学研究科（工学系） 講師 沖原 巧 

5)がんの温熱療法に向けた熱ストレス応答たんぱく質の数理モデル化 

自然科学研究科（工学系） 助教 矢納 陽 

6)ラドン温泉を効果的に再現した健康増進・老化防止用装置分野向けの製品開発 

保健学研究科 教授 山岡 聖典 ⇒ 15 分プレゼンテーション 

 13:15～16:35 プレゼンテーション，15 分×12 件（中会議室） 

 17:30～18:30 交流会（レストラン花水木，参加費 1,000 円）ノンアルコール飲料と軽食 

主   催：岡山リサーチパーク研究・展示発表会実行委員会 

      【構成】岡山県工業技術センター，岡山大学，岡山県立大学，倉敷芸術科学大学，

中国職業能力開発大学校，津山高等工業専門学校，吉備国際大学，岡山理科大学，

岡山リサーチパーク・インキュベーションセンター（ORIC），岡山県，(公財)岡山

県産業振興財団  

    岩﨑助教のプレゼンテーション      ポスター展示会場の岡山大学ブース 



（８）「リチウムイオン電池の社会実用化に迫る」ワークショップ 

  

 岡山リサーチパークに立地する岡山県工業技術センター，（公財）岡山県産業振興財団，岡山リ

サーチパーク・インキュベーションセンターおよび産学官融合センターの 4 機関で新しいシンポ

ジウムの開催を平成 26 年度計画で構想していました。これを前倒しして開催することになり，

講師謝金・交通費は URA 執務室が平成 25 年度に採択された文部科学省の COI STREAM「大学等シ

ーズ・ニーズ創出強化支援事業（イノベーション対話促進プログラム）」の一部を得て，さらに

会場費は岡山県産業振興財団経由で岡山県費の支出をもって実現しました。 

 電気自動車やハイブリッド自動車の性能向上を直接支えているのはリチウムイオン電池の技術

開発です。また，太陽電池との組合せで分散型電力装置実現にも貢献しています。そこで，リチ

ウムイオン電池に的を絞り，（1）企業の立場から製品開発やビジネスチャンス開拓を，（2）公設

試験研究機関から近い将来の実現を目指す実用化研究の動向について，さらに（3）大学からは

ロングレンジの材料研究動向を講演して頂きました。 

 加えて，光技術の異分野交流の観点から，新しい光であるテラヘルツ光を用いた新型顕微鏡の

電極評価へのアプローチについて岡山大学から講演しました。 

 関係者を除き 54 名の参加があり，定員（40名）に対して 135%の集客率でした。 

 

日   時：平成 26 年 3 月 24 日（月）13:00～17:10 

場   所：岡山ロイヤルホテル（岡山県岡山市北区絵図町） 

プログラム： 

 開会挨拶：岡山大学産学官融合センター長 藤原 貴典 

 講演 1：「エネルギー密度の限界に迫るリチウムイオン電池と今後の開発トレンド」 

     日立マクセル（株） 開発本部 技術開発部 主管 上田 篤司 氏 

 講演 2：「パナソニックにおけるリチウムイオン電池開発の現状と将来動向」 

     パナソニック（株）オートモーティブ＆インダストリアルシステムズ社  

     技術本部 エナジー開発 C 技術企画 G 主事 最相 圭司 氏 

 講演 3：「リチウムイオン電池の更なる高エネルギー密度化を目指した電極材料の開発」 

     （独）産業技術総合研究所 関西センター ユビキタスエネルギー研究部門 

      副研究部門長 辰巳 国昭 氏 

 講演 4：「Li イオン電池材料を原子スケールで探る」 

       東北大学 原子分子材料科学高等研究機構（AIMR）准教授 一杉 太郎 氏 

 講演 5：「テラヘルツ波ケミカル顕微鏡－電極材料評価へ向けて」 

       岡山大学 大学院自然科学研究科（工学系） 准教授 紀和 利彦 

 総括・閉会挨拶：岡山大学学長特命（研究 

担当）・ﾘｻｰﾁｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰ 佐藤 法仁 

主   催：岡山県工業技術センター，(公財)

岡山県産業振興財団，岡山リサー

チパーク・インキュベーションセ

ンター，岡山大学産学官融合セン

ター，岡山大学 URA 執務室 

後   援：おかやま電池関連技術研究会， 
岡山大学産学官融合センター 
研究協力会 

リチウムイオン電池に関する講演を聴く参

加者 



３. ２ 社会人教育活動 

 

（１）ＭＯＴ研修会 

 

 MOT（Management of Technology)とは，技術を基盤とする事業を持続的に発展させるための，

マネジメントに関する学問分野です。 

 本研修会では，平成 16年度から県内の企業人並びに社会人を対象に，セミナー及び見学会等を

実施しています。また，セミナー（見学会含む）の所定の回数を受講した方には，岡山大学より

修了証書が授与され，さらに受講修了者で構成される「MOT研究会」への入会資格が得られます。 

 

1）MOTセミナー 

本セミナーは，経営幹部，管理職，中堅社員等，幅広い層の方々に受講いただいており，

内容を凝縮し，全10回で技術の事業化の各段階で遭遇する課題と解決の為の手法を体系的に

学べるように進めています。 

平成25年度は，新たに「企業活動体験研修」と題し，マネジメント・ゲームを通してビジ

ネスの流れ，損益計算，リスクマネジメント等を学べる講義を2日連続して開催しました。 

また，10回（10章）開催し，7回以上出席した17名の方に修了証書を授与しました。 

 

2）MOT見学会 

本見学会では，岡山県内・近隣地域の製品開発型企業を訪問し，製品開発戦略や知的財産

戦略，経営の姿勢など，その企業の経営層からお話し頂いています。 

平成25年度は4回開催し，企業・公的機関・一般の方から多くの参加を頂きました。 

  

3）学生のためのMOT講座 

 本講座では，MOTセミナーの客員教授が工学部の学生を対象に，1コマ（1時間30分）の授業

を持ち，各自の将来設計に参考となる講話を計5回行いました。第3回から，学生同士で10～

11人のグループを作り，独自の事業テーマを定めて議論し，その成果を[事業計画書]として

第5回の講義で発表してもらいました。 

平成25年度も引き続き，グループで作成した事業計画書を元に，日刊工業新聞社主催の 

「キャンパスベンチャーグランプリ」に応募しました。 

 

4）MOT研究会 

平成22年度に，MOTセミナーを修了した受講者で「MOT研究会」を発足しました。研修会で

得た知見を基にして，現場でのMOT実践力向上のための相互研鑽と会員相互の親睦を目的とし

て活動しています。 

 

◆MOT研修会については，こちらのホームページに掲載しています。 

岡山大学 研究推進産学官連携機構 セミナー・イベントのご案内 MOT研修会 

http://www.okayama-u.net/renkei/contents/02_02.html 

 

 

 

 

 

 

 



表1 平成25年度 MOTセミナー 開催記録 

開催日時 内   容 受講人数 

5月21日（火）10:00～17:00 第 1回「開講式・動機付け・企業基盤」 21名 

6月28日（金）10:00～17:00 
第 2回「企業活動体験研修」 

18名 

17名 6月29日（土）10:00～17:00 

7月25日（木）10:00～17:00 第 3回「事業ドメイン」 17名 

8月29日（木）10:00～17:00 第 4回「マーケティング」 20名 

9月18日（水）10:00～17:00 第 5回「ロードマップ」 19名 

10月 3日（木）10:00～17:00 第 6回「発想法」 14名 

11月27日（水）10:00～17:00 第 7回「研究開発と特許出願」 18名 

12月18日（水）10:00～17:00 第 8回「原価計算と収益管理」 18名 

1月22日（水）10:00～17:00 第 9回「プロジェクトマネジメント」 18名 

2月25日（火）10:00～17:00 第10回「販売戦略・閉講式」 19名 

修了証書の授与：17名 

 

表2 平成25年度 MOT見学会 開催記録 

開催日時 訪 問 先 参加人数 

7月30日（火）13:30～15:30 第 1回 備前化成(株)（赤磐市徳富） 32名 

10月 1日（火）14:00～16:30 
第 2回 (有)田中鉄工所 本社工場（総社市下林）・

倉敷工場（倉敷市栗坂） 
19名 

 1月24日（金）13:30～16:30 
第 3回 オージー技研(株) 本社（岡山市中区海吉）・

邑久工場（瀬戸内市邑久町） 
28名 

3月 3日（月）13:30～16:30 
第 4回 (株)化繊ノズル製作所 

東江原工場（井原市東江原町） 
26名 

 

表3 平成25年度 学生のためのMOT講座 開催記録 

開催日時 講 師 テ ー マ 

5月22日（水）13:30～15:00 長澤 光英 パーソナル・コンピューターの歴史を振り返って 

6月19日（水）13:30～15:00 成瀬 淳 
期待される技術者像 

－ 大学時代に何を学んでおくべきか － 

7月 3日（水）13:30～15:00 加藤 珪一 事業計画の考え方（ｷｬﾝﾊﾟｽﾍﾞﾝﾁｬｰｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ） 

7月24日（水）13:30～15:00 全講師 発表事前練習 

10月 2日（水）13:30～15:00 全講師 発表会 

 

MOTセミナーの開催風景 



（２）振動技術教育 

 

振動現象は機械システム製品に必ず付随する永遠の課題です。しかし，振動技術に焦点を絞っ

て能力アップを目指す研修メニューはほとんどありません。 

そこで，産学官融合センターでは，平成15年度から地域企業の技術者を対象とした振動技術教

育を実施しています。また，この教育は毎年ほぼ同一内容で開催されるので，何年かで全回受講

すれば，岡山大学より修了証書が授与されます。 

客員教授（小村英智氏），非常勤講師（長井直之氏）をはじめ，岡山県工業技術センター様，

新川センサテクノロジ(株)様にも毎年講義（講習・実習）をお願いしています。 

 

1) 振動リカレント教育 

本教育では【振動の基礎理論】を背景に，種々の振動現象とそれに対する振動の評価・対

策を立案するため，【振動計測】【振動試験】【振動原因の診断】【振動低減策】に関する

基本知識を｢学習｣し，｢実習｣を行うことで振動技術を体得します。機械システム製品の設計・

開発部門の皆様の研修にもご活用いただいています。また，新たに【騒音対策技術】に1回を

当てました。 

平成25年度は6回開催し，研究協力会会員企業をはじめ県外の企業からも数多く受講を頂き

ました。 

 

2）岡山振動音響技術懇談会 

本懇談会では『振動や騒音に関連した種々の技術』を対象に，企業の現場訪問や，大学か

らの話題提供を受ける技術交流を目的とした技術サロン的性格を持つ会合です。 

 同会は，企業からの技術報告や，振動関連メーカからの技術PRなどを取り上げ，異業種間

で振動に関する情報を交換しあう場所を提供しています。 

平成25年度は4回開催し，7月には貸切りバスで鳥取大学工学部を見学しました。 

 

◆振動技術教育については，こちらのホームページに掲載しています。 

岡山大学 研究推進産学官連携機構 セミナー・イベントのご案内 振動技術教育 

http://www.okayama-u.net/renkei/contents/02_03.html 

 

表1 平成25年度 振動リカレント教育 開催記録 

開催日時 内容/講師 受講人数 

4月23日（火）10:00～17:00 

そのⅠ「振動の基礎理論と振動計測の基礎」 

客員教授：小村 英智 氏 

三菱重工業(株)広島研究所：長井 直之 氏 

16名 

7月23日（火）10:00～17:00 

そのⅡ「振動および減衰特性の測定実習」 

客員教授：小村 英智 氏 

三菱重工業(株)広島研究所：長井 直之 氏 

岡山県工業技術センター：辻 善夫 氏 

31名 

9月10日（火）10:00～17:00 

そのⅢ「回転機械の状態監視と故障分析の基礎」 

客員教授：小村 英智 氏 

三菱重工業(株)広島研究所：長井 直之 氏 

21名 

10月15日（火）10:00～16:30 

そのⅣ「音響の基礎理論と音響計測の基礎」 

客員教授：小村 英智 氏 

三菱重工業(株)広島研究所：長井 直之 氏 

29名 



12月 5日（木）10:00～17:00 

そのⅤ「回転機械のつり合わせの原理と実習」 

客員教授：小村 英智 氏 

三菱重工業(株)広島研究所：長井 直之 氏 

新川センサテクノロジ(株)：有馬 和秋 氏 

20名 

2月18日（火）10:00～17:00 

そのⅥ「防振と技術者認証試験体験」 

客員教授：小村 英智 氏 

三菱重工業(株)広島研究所：長井 直之 氏 

17名 

修了証書の授与：10名 

 

表2 平成25年度 岡山振動音響技術懇談会 開催記録 

開催日 訪問先 参加人数 

5月27日（月） 

第28回 岡山大インキュベータにて開催 

三井造船(株) 梶原氏，(一財)日本海事協会 紀村氏，日 

本イーエスアイ(株) 新関氏，積水化学工業(株) 久保氏 

話題提供 

32名 

7月31日（水） 

第29回 鳥取大学にて開催 

鳥取大学産学・地域連携推進機構 長島准教授 話題提供 

鳥取大学大学院工学研究科 研究紹介・研究室見学 

14名 

10月21日（月） 

第30回 岡山大学にて開催 

シグマ電子工業(株) 巳波氏，岡山大学研究推進産学官 

連携機構 古池参与，幹事からの話題提供 

31名 

1月31日（金） 

第31回 岡山県工業技術センター ミクロものづくり大学共催 

       「振動技術セミナー」として開催 

東京工業大学名誉教授 キャテック(株) 長松氏 講演 

69名 

 

振動リカレント教育の開催風景 



３．３ 包括連携活動 

 
 大学が締結する「包括連携」の目的は，技術開発，人材育成，社会貢献等の幅広い領域で相互

の信頼に基づいた活動を組織的に推進することです。例えば，「研究」の観点では，従来は個別の

教員毎に進められていた共同研究の進捗管理，予算管理等を，大学側トップ（通常は理事・研究

担当副学長）と企業側代表からなる連絡協議会等のマネジメント組織が担当することで研究開発

の円滑な運営が可能になります。また，相互の緊密な交流を通じて地域社会の発展や産業の振興

等にも貢献することが可能になります。 
 本学が現在締結している他機関との包括連携の主な内訳は，以下のとおりです。 

 [ ]内は包括連携協定締結年度 
（１）金融機関（4 件） 
 ・中国銀行 [平成 16 年度] 
 ・中小企業金融公庫 [平成 17 年度，現：日本政策金融公庫] 
 ・おかやま信用金庫 [平成 18 年度] 
 ・トマト銀行 [平成 18 年度] 
＜目的＞本学の研究成果等のシーズと企業ニーズのマッチングの仲介，人材育成，大学発ベン 

チャー企業の育成等。 
（２）国，県等（3 件） 
 ・中国地方整備局 [平成 17 年度] 
  ＜目的＞教育研究面の向上と地域社会への貢献等 

・中国四国農政局 [平成 18 年度] 
  ＜目的＞教育研究面の向上と地域社会への貢献等 

・中国四国農政局 ・岡山県・岡山県農業協同組合中央会[平成 22 年度] 
  ＜目的＞農業とその関連分野における各種施策の推進，試験研究，知識・技術の交流 
（３）独立行政法人（3 件） 
 ・（独）日本原子力研究開発機構 [平成 19 年度] 
 ＜目的＞双方の研究施設，研究成果，人材等を活かした研究および人材育成の充実。 
 ・（独）産業技術総合研究所 [平成 20 年度] 
＜目的＞双方の研究開発･人材育成･成果の社会還元等について，学術および産業技術の振興に 

寄与するとともに，地域産業の発展に寄与。 
・（独）医薬品医療機器総合機構 
＜目的＞相互の研究交流を促進し，学術及び科学技術の発展及び国民の健康・安全向上に寄与。 

（４）企業（6 件） 
 ・同和鉱業（株）（現：DOWA ホールディングス（株）） [平成 17 年度] 
 ・三井造船（株） [平成 18 年度] 
 ・両備グループ  [平成 18 年度] 
 ・（株）クラレ [平成 22 年度]  
・（株）ベネッセホールディングス[平成 23 年度] 
＜目的＞それぞれの有する資源の相互利用と人的交流により得られた研究成果の活用等。 

（５）報道機関（1 件） 
・（株）山陽新聞社[平成 23 年度] 

＜連携・協力して教育・研究の推進並びに地域社会の発展に寄与。 
（６）その他（2 件） 
 ・岡山県中小企業団体中央会（特別認可法人） [平成 17 年度] 

＜目的＞地域におけるお互いの情報，ノウハウを結び，相互の発展および地域の発展に貢献。 
 ・（社）中小企業診断協会岡山県支部 [平成 19 年度] 

＜目的＞相互に協力して，地域の産学連携を推進し地域社会の発展に貢献。 



３．４ 金融機関との連携活動 

 

金融機関と大学とが協力しながら産学連携活動を推進することを，産学金連携活動と呼

んでいます。このような活動が進展している背景には，平成 14 年度に金融庁が提唱したリ

レーショナルバンキングの動きがあります。これは，地域における中小企業の技術開発や新

事業の展開を支援するため，各金融機関が，地域の大学と同様に支援を行おうとするもので

す。本学では以下のような活動を進めています。 

 

（1）岡山大学と金融機関との包括連携協定 

 ・本学が，包括連携協定を締結している金融機関は以下のとおりです。 

 政府系： 中小企業金融公庫岡山支店（現：日本政策金融公庫岡山支店） 

    「産学官連携の協力推進に係る協定書」，平成 18 年 2 月 6 日調印 

 地方銀行： 中国銀行株式会社 

     「連携に関する包括協定書」，平成 17 年 3 月 9 日 調印 

 第２地方銀行： 株式会社トマト銀行 

       「国立大学法人岡山大学と株式会社トマト銀行との連携に関する包括協定

書」，平成 19 年 3 月 30 日調印 

 信用金庫： おかやま信用金庫 

       「国立大学法人岡山大学とおかやま信用金庫との連携に関する包括協定書」，

平成 18 年 8 月 29 日調印 

 ・平成 19 年度以降，中国銀行，トマト銀行およびおかやま信用金庫の職員各 1 名（原

則）に対して，「産学連携マネージャー」を委嘱して定期的に学内で連絡会を開催して

きました（主担当：中国銀行・保﨑 真寛 氏・高淵 英明 氏，トマト銀行・野瀬 真治 

氏・丸川 義文 氏，おかやま信用金庫・髙月 祥晶 氏）。そして，取引企業からの技術

相談取り次ぎ，情報交換，産学連携資料作成などに対応しています。 

 ・おかやま信用金庫若手および中堅職員に対する「産学連携アシスタント・マネージャー

研修（6 時間）」を，平成 18 年度から実施しています。平成 25 年度までに延べ約 170

名に対して「岡山大学認定産学連携アシスタント・マネージャー」を委嘱してきまし

た。今後はこのマネージャー諸氏の活用が大きな鍵を握っていると期待しています。 

 

（2）包括連携協議会の開催 

 今年度は３金融機関個別に包括連携協議会を開催して意見交換を行いました。 

1) 中国銀行 

日時：平成 25 年 11 月 29 日（金）13：25～14:55 

場所：本部棟 6 階 第 2 会議室 

参加者【中国銀行】 常務取締役           浅間 義正 氏 

営業統括部 担当部長     宮崎 俊司 氏 

営業企画部 次長       木口  日出樹 氏 

国際部 次長         中原 功次 氏 

営業統括部 次長       大森 隆重 氏 

金融営業部 調査役      田口   徹 氏 

【岡山大学】 機構長，理事・副学長（研究） 山本 進一 

          連携機構副機構長        大原 晃洋 

          産学官融合センター長      藤原 貴典 

          産学官連携本部副本部長     薦田 哲男 

          研究交流部部長        武田 良正 

          連携機構事務室        鳥津 美枝 

議題内容 1）岡山大学の産学官連携および特色ある研究紹介 



     2）産学金連携に関する話題提供 

     3）産学官融合センターの業務紹介 

     4）意見交換・懇談 

2) トマト銀行 

日時：10 月 17 日（木）13:25-14:45 

場所：創立五十周年記念館 2 階 小会議室 

参加者【トマト銀行】常務取締役          中山 雅司 氏 

地域成長戦略応援部 部長      河村 伸哉 氏  

地域成長戦略応援部 次長    野瀬 真治 氏 

地域成長戦略応援部 部長代理  丸川 義文 氏 

【岡山大学】 機構長，理事・副学長（研究） 山本 進一 

          連携機構副機構長        大原 晃洋 

          産学官融合センター長      藤原 貴典 

          研究交流部部長        武田 良正 

          研究交流部機構支援Ｇ 主査  日高 聡之 

   議題内容は，中国銀行と同等。 

3) おかやま信用金庫 

日時：10 月 17 日（木）15:20-16:25 

場所：創立五十周年記念館 2 階 小会議室 

参加者【おかやま信金】  常勤理事 営業支援担当                三宅 崇文 氏

【岡山大学】

 
 営業支援部 部長                         若林 薫 氏  
 営業支援部 課長代理                 髙月 祥晶 氏  
 営業支援部 課長代理          小倉 直樹 氏  

  機構長，理事・副学長（研究）   山本 進一 

            連携機構副機構長          大原 晃洋  

            産学官融合センター長        藤原 貴典  

            研究交流部部長          武田 良正  

            研究交流部機構支援Ｇ主査    日高 聡之 

   議題内容は，中国銀行と同等。 

 

（3）ビジネスマッチングへの参加 

 下記の大学相談コーナーに出展して，参加企業からの技術的な相談に対応しました。 

なお，平成 26 年度もビジネス交流会は引き続き開催されることが決定しています。 

 

 ・第 9 回しんきん合同ビジネス交流会 

   日時：平成 25 年 9 月 11 日（水）10:00～16:00 

     場所：コンベックス岡山 （岡山市北区大内田 675） 大・中・小展示場 

   主催：おかやま信用金庫ほか 7 信金，日本政策金融公庫，（公財）岡山県産業振興財

団，（独）中小企業基盤整備機構中国支部，信金中央金庫 

   記事：アカデミックインターミディエイトコーナーに，岡山大学，岡山県立大学，岡

山理科大学，岡山商科大学，吉備国際大学，倉敷芸術科学大学，くらしき作

陽大学，就実大学，美作大学，（独）中国職業能力開発大学校，鳥取大学の 11

大学と「さんさんコンソ」等が参加して，企業からの相談に対応しました。 

     ・PR ブース出展参加企業は 384 社（前回は 382 社）。 

     ・ビジネスコンテストの結果は以下のとおり。なお，ビジネスコンテスト審査員

も務めました。 

       最優秀賞：丸本酒造(株)（岡山県浅口市） 

       優秀賞：サムテック・イノベーションズ(株)（岡山県津山市），ナノ・キュ

ーブ・ジャパン(株)（岡山市北区芳賀） 



 

 ・第 15 回おかやましんきんビジネス交流会 

   日時：平成 26 年 3 月 20 日（木）13:00～16:30 

   場所：岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム）3 階コンベンションホー

ル他 

   記事：別室に設けられたアカデミックインターミディエイトコーナーに，岡山大学，

岡山県立大学，岡山理科大学，岡山商科大学等の大学と「さんさんコンソ」

等がブース出展し，参加企業からの相談に対応しました。 

     ・質問の例 

      1)他種類の薬草の蒸気を用いた健康回復手段のメカニズム解明。 

      2)輻射熱を用いた冷暖房装置に関する相談 

⇒経済産業省「ものづくり補助金」事業に申請書を提出。 

     ・PR ブース出展は 105 社（前回は 106 社）。 

 

 

アカデミックインターミディエイトコーナーでの相談風景 

 

 

（５）おかやま PRODUCE への参加 

 おかやま信金が若手経営者を組織した異業種交流組織である「おかやま PRODUCE」に

他大学産学連携担当者とともに，オブザーバーとして定例会（セミナー，２ヶ月に１

回）に参加しています。 



３．５ 相談事業 

 
  教育と研究に続く，大学の｢第 3の使命｣として，｢社会貢献｣があげられています。岡山大学で

は，平成 11(1999)年 6月学術審議会からの「大学等が，戦略的な拠点となって地域づくりや地域

の発展に貢献するという視点が，今後一層重要になる」との答申を受けて，平成 12(2000)年 2月

に学内人文社会系学部及び大学院から地域連携の推進を進める学内組織設立の提言がなされまし

た。 

 その後平成 13(2001)年 2 月の評議会において，「地域社会との有機的な連携の下に，真に社会

に開かれた大学を目指し，あらゆる領域において本学が時代と地域社会の要請に応えるため，岡

山大学リエゾン・オフィスを平成 13(2001)年 4月に設置する」ことが決定されました。こうして

スタートした「岡山大学リエゾン・オフィス(地域連携推進機構)」は，文化科学系，自然科学系，

生命科学系の 3分野に 16領域を置き，各領域には統括するコーディネータと登録された教員が配

置され，地域社会からの窓口が旧事務局庁舎内に設置されました。 

平成 18(2006)年 4月には学内共同利用施設として「社会連携センター」が設置され，従来のリ

エゾン・オフィスの機能が移行され，平成 20(2008)年 4月の組織再編により社会連携センターの

機能は，研究推進産学官連携機構の「社会連携本部」に統合・一元化され，現在に至っています。 

  

 研究推進産学官連携機構 社会連携本部は地域社会の発展と住民の生活向上，企業活動の発展を

図るため，社会と大学との窓口として，様々な企業，団体，市民等からの質問，相談等に応じて，

岡山大学の有する人材や技術を通して社会に貢献する事を目的としています。 

 

 具体的には，産業界，地方自治体，個人，報道機関等から，電話，ファックス，社会連携本部

ＨＰからのメール等で，相談を受けております。主な内容は， 

  ・講演会等の講師，各種委員会や研究会の委員，共同研究の研究者等の研究者推薦 

  ・技術相談，専門分野の研究者紹介 

  ・共同研究，各種申請に関する助言 

  ・学内施設，学内情報に関する問合せ 

  ・専門分野の取材 

 

平成 25年度に社会連携本部が受けた「外部からの相談」件数は 161件でした。図 1に平成 25

年度の相談内容の統計データを示しています。相談者の地域は岡山市内，県内で 56％を占めてい

ますが，関西，関東地区からの相談がそれぞれ 35％と，広範囲の地域からの岡山大学に対する期

待がうかがわれます。相談者は企業が一番多く，多くは中小企業で 31％を占めており，個人の相

談は 30％でした。相談手段はメールが 29％，電話相談が 68％となっております。 

相談事項は約半数が社会連携本部と研究交流部で対応しています。残りの半数は，学内の先生

方に対応をお願いしています。窓口で対応できない案件については，岡山大学研究者カタログや

研究者総覧から相談案件に適切な教員を選び対応をお願いしています。 

以上の比率は平成 25年度の数値で，年によってその比率はかなり変動しております。 

なお,社会連携本部は中小企業基盤整備機構岡山大インキュベータ（中小企業基盤整備機構が

整備している研究開発型インキュベーション施設，岡山大学構内に設置）と連携しており，岡山

大インキュベータを通じての相談案件にも対応しています。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 平成 25年度 外部からの相談内訳 

 



４．知的財産活動
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５．産学官融合センター



５．１ 平成２５年度産学官融合センター活動実績 

（１）研究活動

平成 25年度に産学官融合センターにおいて行われた研究は以下のとおりです。 

所属・職名 研究代表者 研 究 課 題 研究期間 

大学院自然科学研究科（工） 

教授 

塚田 啓二 高温超伝導 SQUIDを用いた

先端・非破壊センシング技

術の研究開発 

平成 23年 12月～ 

平成 29年 3月～ 

研究推進産学官連携機構 

准教授 

産学官融合センター長 

藤原 貴典 超硬材料の縦軸正面研削

機構に関する研究 

一方向凝固法による酸化

物共晶複合材料（MGC材料）

の研削加工の研究 

平成 25年 4月～ 

平成 27年 3月 

大学院自然科学研究科（工） 

教授 

堀部 明彦 収着剤による空調に関す

る技術開発研究 

平成 25年 4月～ 

平成 26年 3月 

大学院自然科学研究科（工） 

准教授 

豊田 啓孝 次世代超低ノイズプリン

ト配線基板の開発

平成 25年 4月～ 

平成 26年 3月 

レーザー走査型テラヘル

ツイメージングシステム

の開発と応用分野開拓 

平成 23年 4月～ 

平成 28年 3月 

Sb ドープした SiGe 混晶中

転位欠陥の運動に関する

研究 

平成 25年 4月～

平成 26年 3月 

大学院自然科学研究科（工） 

講師 

押木 俊之 低炭素化社会を先導する

革新的金属触媒機能の開

発 

工業的に価値あるアクリ

ルアミド製造のための新

たな固体酸触媒の開発，な

ど 

平成 20年 12月～ 

平成 26年 3月 

石油樹脂製造用の新たな

触媒系に関する基盤技術

開発 

平成 23年 4月～ 

平成 26年 3月 

超耐熱性石油樹脂製造用

の次世代錯体触媒の開発 

平成 24年 5月～ 

平成 26年 3月 

大学院医歯薬学総合研究科（医） 

助教 

小阪 美津子 幹細胞研究用試薬・機器の

開発 

組織幹細胞および癌幹細

胞の特異的分子の同定と

診断への応用 

平成 24年 4月～ 

平成 27年 3月 



（２）諸会議への参加

 共同研究センターのセンター長および専任教員を対象とする会議が年間 4 回開催されます。こ

れらは，全国の国立大学法人の産学官連携部門のセンター長および専任教員を対象として，それ

ぞれが唯一の会議として開催されており，岡山大学は１）～２）に参加しました。 

１）平成 25年度中国・四国地区 国立大学法人 地域共同研究センター等センター長会議

9 大学 37名の参加を得て開催されました。 

当番大学：岡山大学 

日  程：平成 25 年 7 月 18 日（木） 

会  場：岡山大学本部棟６階 第一会議室 

出 席 者：機構長・理事・副学長（研究）・山本 進一，産学官融合センター長・准教授・藤原

貴典，研究推進産学官連携機構・副機構長・教授・大原 晃洋，研究交流部長・武

田 良正，研究交流部産学連携推進課・課長・林 崇史，研究交流部産学連携推進

課・総括主査・飯田 政隆，研究交流部研究交流企画課・主査・阿部 貴之，研究

推進産学官連携機構・事務職員・鳥津 美枝，教育研究プログラム戦略本部・戦略

的プログラム支援ユニット（URA）・シニア・リサーチ・アドミニストレータ・沼口 

徹，教育研究プログラム戦略本部・戦略的プログラム支援ユニット（URA）・リサー

チ・アドミニストレータ・佐藤 法仁，教育研究プログラム戦略本部・戦略的プロ

グラム支援ユニット（URA）・リサーチ・アドミニストレータ・宇根山 絵美 

内  容：開会挨拶 岡山大学理事・副学長（研究担当）山本 進一 

講演「産学官連携の現状と今後の展開」 

  文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 

  大学技術移転推進室長補佐 沼田 勉 氏 

 講演「最近の経済情勢と産学官連携の動向」 

  経済産業省 中国経済産業局 地域経済部長 尾本 哲朗 氏 

テーマ「共同研究センター機能の再定義と，組織内相互協力について」

 協議事項１ センター機能の学外連携による一部共有化と研究戦略室の設置 

 協議事項２ 地域中小企業との産学連携の推進について 

 閉会挨拶 岡山大学 産学官融合センター長 藤原 貴典 

アドバイザー

文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課

大学技術移転推進室長補佐 沼田 勉 氏

文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課

大学技術移転推進室 企画調査係 馬目 亮太 氏

経済産業省 中国経済産業局 地域経済部長 尾本 哲朗 氏

 情報交換会（岡山大学生協ピーチユニオン） 

なお，次年度（平成 26 年度）は徳島大学が当番大学として開催されます。 

２）平成 25年度第 26 回国立大学法人共同研究センター専任教員会議

45 大学 63名の参加を得て開催されました。 

当番大学：横浜国立大学 

日  程：平成 25 年 8 月 27 日（火）～28 日（水） 

会  場：横浜国立大学教育文化ホール（神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台） 

出 席 者：産学官融合センター長・准教授・藤原 貴典 

内  容：【8 月 27 日】 



      基調講演 「産学官連携の現状と今後の展開」 

       文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域支援課 

       大学技術移転推進室長補佐 沼田 勉 氏 

       分科会１：「産学官連携の過去の事例から学ぶ」藤原参加 

             主査：群馬大学 伊藤 正美 氏 

分科会２：「産学官連携の現状と問題点」 

      主査：東京海洋大学 川名 優孝 氏 

分科会３：「産学官連携の未来像」 

      主査：電気通信大学 田村 元紀 氏 

     情報交換会（理工学部食堂） 

      【8 月 28日】 

       分科会（まとめ）：１時間 

       分科会報告・討論（全体会議） 

       時期開催校選定と挨拶 

 なお，平成 26 年度は秋田大学が当番校として開催されます。 

 

３）第 25 回国立大学法人共同研究センター長会議（知恵の見本市と重なり，欠席） 

 60 大学 160 名の参加を得て開催されました。 

当番大学：鹿児島大学 

 日  程：平成 25 年 10 月 31 日（水）～11 月 1 日（木） 

 会  場：鹿児島サンロイヤルホテル（鹿児島県鹿児島市与次郎） 

 内  容：【10 月 31日】 

      基調講演「産学官連携の現状と今後の展開」 

       文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域振興課 

大学技術移転推進室 室長 横井 理夫 氏 

      全体協議 

      分科会テーマ 「分科会Ａ：共同研究センター等のマネジメント」 

             「分科会Ｂ：地域と大学のコミュニケーション戦略」 

      情報交換会 

      【11 月 1日】 

      講演「『想い』を『かたち』に、そして『世界』へ」 

（株）エルム代表取締役 宮原 隆和 氏 

      分科会報告 

 

４）2013 年度国立大学法人共同研究センター西日本ブロック専任教員会議 

 15 大学 19名の参加を得て開催されました。 

日  程：平成 26 年 3月 7 日（木） 

 会  場：新潟大学 駅南キャンパス「ときめいと」講義室（新潟市中央区） 
 出 席 者：産学官融合センター長・准教授・藤原 貴典 

内  容：参加大学からのショートプレゼンテーション 

      全体討論 テーマ「新段階を迎えた産学連携を考える」 

      情報交換会（大助駅前本店） 

  なお，平成 26 年度は島根大学が当番校として開催されます。 



 

 

 

 

 

 

 

６．新技術研究センター 

 

 

 

 

 

 



６．１ 平成 25年度新技術研究センターの管理・活動実績 

 

 当機構は，研究推進本部，産学官連携本部，知財本部，社会連携本部，新医療創造支援本部お

よび新技術研究センター，産学官融合センターの 5 本部 2 センターにより構成されています。 

 この内，新技術研究センターは平成 8 年に大学院ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーとして

設置された後，現在は大型プロジェクト研究拠点として，テニュア・トラック教員が，研究支援

者の協力のもとに複数の領域にまたがる研究を推進する異分野融合先端研究コア（※）研究拠点

となっており，当機構が施設管理を行っています。 
 平成 25 年度は，下記 6 名の研究者（准教授 4，助教（特任）2 名）が新技術研究センターにお

いて，それぞれの研究課題に取り組みました。 

 

※  異分野融合先端研究コア 

 岡山大学は，将来の基幹技術となりうる異分野融合新領域創出を研究の重点と位置づけ，その

担い手としての若手研究者の育成を行っています。文部科学省・科学技術振興調整費「若手研究

者の自立的研究環境整備促進」事業の支援のもとで，若手研究者を中心とする研究組織「異分野

融合先端研究コア」が平成 20 年度に設置されました。 

 

新技術研究センターにおいて推進した研究 

研究者名 研  究  課  題 

 金原 正幸 助教（特任） 
導電性無機ナノ粒子を用いた完全溶液プロセスに

よる半導体デバイスの創製 

 佐藤 伸 准教授 四肢再生と再生能力の進化 

 仁科 勇太 助教（特任） 複雑な反応系での有機化学 

 能年 義輝 准教授 
（大学院環境生命科学研究科） 

ケミカルバイオロジーによる植物免疫機構の解明

と新規植物保護手法の開発 

 兵藤 不二夫 准教授 
生物の同位体が解き明かす陸上生態系の植物網の

構造 

 守屋 央朗 准教授 
生物学実験と理論の融合による細胞のロバストネ

スの研究 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

７．その他活動 

 

 

 

 

 

 



７．１ 大学発ベンチャー起業支援活動 

 
岡山大学からはこれまで 29 社の大学発ベンチャー企業が生まれています。この大学発ベンチ

ャーに対する起業支援をミッションの一つとして担っているのが，岡山大学研究推進産学官連携

機構です。当機構では，主に学生を対象として大学発ベンチャー支援を行っている「岡山大学ベ

ンチャー研究会 OUVL」（主催：キャリア開発センター）や，ベンチャー企業のために入居施設を

維持管理しながらビジネスサポートを行っている「（独）中小企業基盤整備機構・岡山大インキュ

ベータ」などと連携しながら，教員等の研究開発シーズを活用したベンチャー起業を支援してい

ます。平成 25年度は以下の活動を行いました。 

 

①大学発ベンチャーを起業しようと考えている教員等からの相談に対応しました。この個別相

談の中で，大学発ベンチャー立ち上げの手順の説明，起業・運営資金獲得のための，キャピ

タルファンドや競争的資金獲得等の方法について紹介を行いました。平成 25度は教員から 1

件の相談がありました。 

 

 ②大学発ベンチャー起業を目指した競争的資金を獲得する際には，研究開発の側面支援機関と 

して研究開発当初から参画し，教員，企業と協力して申請書類の作成にあたり，採択された

後は研究開発とベンチャー起業の支援を行ってきました。 

平成 24年度に採択された文部科学省「研究成果最適展開支援事業（A-STEP）」の「起業挑

戦タイプ（本格研究開発ステージ）」では，側面支援機関として今年度も継続して研究開発に

参画するとともに，事業期間中に大学発ベンチャー起業を目指しています。 

   

 昨年度設立した大学発ベンチャーには，今年度既に利益を計上するまでに至った企業や，来年 

度には上市を計画している企業も出ています。 

 

   
関連する連絡先等は以下のとおりです。 

   ①岡山大学 研究推進産学官連携機構 産学官連携本部 

      http://www.okayama-u.net/renkei/ 

          TEL.086-251-8465    

   

②岡山大学ベンチャー研究会 

      http://okadai-venture.upper.jp/ 

      TEL.086-251-7312 

 

   ③（独）中小企業基盤整備機構・岡山大インキュベータ 

     http://www.smrj.go.jp/incubation/od-plus/ 

          TEL.086-214-5711 



７．２ 広報・啓発活動 

 

（１）研究推進産学官連携機構 Websiteの運用 

  

平成 20 年度の本 Site 公開以来，専従者を配置して，最新の情報を提供できるよう連携機構で

メンテナンスを行っています。連携機構の Site では，機構の活動状況の他，大学の研究成果，知

的財産等を紹介するとともに，イベント参加者あるいは大学と連携しようとする企業の皆様への

利便性を考慮し，各種イベント類の案内チラシ，共同研究等の契約書類を提供しています。 

さらに，本学教員が開催責任者を務める学会やカンファレンス等の一覧を掲載した学術集会情

報や，英語版のページを提供しています。英語版のコンテンツはまだ少ないですが，今後充実さ

せていく予定です。 

平成 25 年度は，平成 24 年度のような大幅改訂は行ないませんでしたが，より使いやすい

Website へと，Site の見直しを始めました。 

また，本 Website から，最新の学内教員の研究シーズを，さまざまな切り口から閲覧していた

だけるよう，大学公式ページ内の教員情報データベース「岡山大学 研究者総覧（http://soran.

cc.okayama-u.ac.jp/）」と，「岡山大学 研究者カタログ 2011（Web 版・総覧と同一ページ）」にリ

ンクしています。ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）産学官融合センターメールマガジンの発信 

 

平成16年4月から配信を開始した本メールマガジンは，地域企業技術者ならびに学内教員を対象

として発信しています。内容は，岡山地域の産学官連携情報や融合センターを中心とする開催行

事の告知と募集内容です。適時，学内外イベントの告知も「号外」として発信しています。因み

に，学外への配信宛先は約1,300件（平成26年4月現在）です。 

なお，バックナンバーは以下に蓄積されています。 

 

岡山大学 研究推進産学官連携機構 産学官融合センター 過去の刊行物 

http://www.okayama-u.net/renkei/contents/10_07.html 

研究推進産学官連携機構ホームページ ： http://okayama-u.net/ 

英語版トップページ 日本語版トップページ 



（３）岡大サイエンスカフェ 

 

1) 岡大サイエンスカフェ 

岡山大学には 11学部，7研究科さらに 21の全学センターを有しており，自然科学系，社会文

化科学系，医学系，教育学系等，広範囲の領域の研究が行われています。岡山大学の研究には，

人間の知的好奇心を満足させる研究，生活向上に役立つ研究，生命を守る研究，人間を教育する

研究等があり，これらの研究成果は人類に幸せをもたらし，豊かな社会を築き，持続可能な明る

い未来社会の発展に寄与することを期待しています。 

岡大サイエンスカフェでは，これらの研究のアウトリーチ活動の一環として，広範囲の階層，

年齢層の市民を対象にして，研究者がこれらの研究成果を平易な言葉で分かり易く説明し，科学

のおもしろさ，真理の奥深さ，不思議の解明などについて語り，市民の関心に応えるべく様々な

話題を提供しています。参加者にコーヒー，ジュース，菓子等を提供し，くつろいだ雰囲気の下

で，約１時間半，講演と質疑の時間を楽しく過ごすことができます。隔月に開催することを原則

としていますが，科学的に大きな話題があるときには，特別企画として，たとえば平成 24年度は，

日本人のノーベル賞の受賞に併せてｉＰＳ細胞を取り上げました。平成 25年度は，展示会の際に，

サイエンストークと称して同様な市民向け講演会も実施しました。平成 18年から始まった岡大サ

イエンスカフェは平成 26年 2月開催をもって 41回を迎え，平成 25年 5月には，これまでのサイ

エンスカフェを振り返り発展の様子をたどるために，写真で綴る「岡山大学サイエンスカフェの

足跡」として，まとめた冊子を配付しました。 

 

 岡大サイエンスカフェの案内は社会連携本部のホームページに掲載しており，インターネット

で参加申し込みができるようにしています。各回のテーマと URLを下に示しています。 

 平成 25年度岡大サイエンスカフェの講演テーマは以下の通りです。 

第 36回岡大サイエンスカフェ                                 

開催日時： 平成 25年 4月 12日（金）18:00～19:30 

開催場所： 岡山大学創立五十周年記念館 大会議室 

テーマ ： 多彩な季節感を育む日本の気候環境 

  ～季節の移ろいにも注目した文化理解教育との接点～  

講 師 ： 加藤 内藏進 教授 （大学院教育学研究科） 

参加者数: 118名 

URL: http://www.okayama-u.net/renkei/document/pdf/sciencecafe/sciencecafe36.pdf 

 

第 37回岡大サイエンスカフェ 

開催日時： 平成 25年 6月 18日（火）18:00～19:30 

開催場所： 岡山大学創立五十周年記念館 大会議室 

テーマ  ： 認知症の早期発見と認知神経科学 

講 師  ： 呉 景龍 教授（大学院自然科学研究科（工）） 

参加者数： 137名 

URL：http://www.okayama-u.net/renkei/document/pdf/sciencecafe/sciencecafe37.pdf 

 

第 38回岡大サイエンスカフェ 

開催日時： 平成 25年 8月 23日（金）18:00～19:30 

開催場所： 岡山大学創立五十周年記念館 大会議室 

テーマ  ： まちづくりと景観保全  ～鞆の浦埋立架橋事業計画をめぐって～ 

講 師  ： 高橋 正徳 准教授（大学院社会文化科学研究科（法）） 



参加者数： 97名 

URL： http://www.okayama-u.net/renkei/document/pdf/sciencecafe/sciencecafe38.pdf 

 

 

第 39回岡大サイエンスカフェ 

開催日時： 平成 25年 10月 22日（火）18:00～19:30 

開催場所： 岡山大学創立五十周年記念館 大会議室 

テーマ  ： 超高圧実験で見る地球のマントルとコア 

講 師  ： 米田 明 准教授（地球物質科学研究センター） 

参加者数： 91名 

URL: http://www.okayama-u.net/renkei/document/pdf/sciencecafe/sciencecafe39.pdf 

 

第 40回岡大サイエンスカフェ 

開催日時： 平成 25年 12月 17日（火）18:00～19:30 

開催場所： 岡山大学五十周年記念館 大会議室 

テーマ  ： 黄砂飛来や砂漠化と戦うための基礎と技術 

講 師  : 吉川 賢 教授（大学院環境生命科学研究科（農）） 

参加者数： 87名 

    URL： http://www.okayama-u.net/renkei/document/pdf/sciencecafe/sciencecafe40.pdf 

 

第 41回岡大サイエンスカフェ 

開催日時： 平成 26年 2月 27日（木）18:00～19:30 

開催場所： 岡山大学創立五十周年記念館 大会議室 

テーマ  ： 免疫と生活習慣・病気 ～ストレスを味方につける～ 

講 師  ： 鵜殿 平一郎 教授（大学院医歯薬学総合研究科（医）） 

参加者数： 129名 

URL： http://www.okayama-u.net/renkei/document/pdf/sciencecafe/sciencecafe41.pdf 

 

サイエンストーク（岡山メディカル・イノベーションでの開催） 

開催日時： 平成 26年 3月 19日(水) 18:00～19:30 

開催場所： 岡山大学鹿田キャンパス Junko Fukutake Hall 

テーマ  ： 口腔インプラント義歯の現状と未来 

      ～歯槽骨、歯、唾液腺の再生はどこまで可能になったのか～ 

講 師  ： 窪木 拓男 教授（大学院医歯薬学総合研究科（歯）） 

参加者数： 約 60名 

URL: http://www.okayama-u.net/renkei/document/pdf/OMI2014/OMI2014L.pdf 
 

サイエンスカフェ参加者数の年推移： 平成 20 年度 191 名（4 回），平成 21 年度 320 名（6

回），平成 22年度 323名（6回），平成 23度 421名（6回）, 平成 24年度 843名（8回），

平成 25年度 659名（6回） 

第 1回から第 35回までの延べ参加者数は 2,757名になりました。（ ）内はサイエンスカフェの

年間開催回数。 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
  



 

2)東京開催の岡大サイエンスカフェ（中央区民カレッジ 連携講座） 

 

 岡山大学では平成 25年度から，研究成果のアウトリーチと岡山大学の首都圏での知名度の向上

のために，東京都中央区が実施する生涯学習のための「中央区民カレッジ・まなびのコース」の

連携講座に参加することになりました。中央区からの誘いがあって実現したもので，研究推進産

学官連携機構と東京サテライトオフィスが担当しています。平成 25年度は，担当する連携講座の

テーマを「自然科学の最前線」，定員 60名とし，後期の 11月の毎金曜日（4回）に築地社会教育

会館（東京都中央区）で，岡大サイエンスカフェと同様に研究者が講演を行いました。 

 

第１回 

開催日時： 平成 25年 11月 8日（金）18:00～19:30 

講演題目： 多様な木と森 

講 師  ： 山本 進一 理事（研究担当・副学長） 

第 2回 

開催日時： 平成 25年 11月 15日（金）18:00～19:30 

  講演題目： 備前焼の緋襷模様と備中吹屋ベンガラの赤色に潜むナノの世界 

講 師  ： 高田 潤 特任教授（大学院自然科学研究科（工）） 

第 3回 

開催日時： 平成 25年 11月 22日（金）18:00～19:30 

講演題目： 日本が世界に誇る発酵技術による『もの作り』 

講 師  ： 神崎 浩 教授 (大学院環境生命科学研究科（農）) 

第 4回 

開催日時： 平成 25年 11月 29日（金）18:00～19:30 

講演題目： iPS細胞から作るがん細胞 

講 師  ： 妹尾 昌治 教授 (大学院自然科学研究科（工）)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 



（４）岡山リサーチパーク一般公開「おもしろ体験でぇー」 

  

日  時：平成 25 年 8月 2 日（金） 10:00～    オープニングセレモニー 

     平成 23 年 7月 22 日（金） 10 時～16:00 一般公開 1 日目 

             3 日（土） 10:00～16:00 一般公開 2 日目 

場  所：テクノサポート岡山 1階（岡山リサーチパーク内，岡山市北区芳賀 5301） 

主  催：平成 25 年度「おもしろ体験でぇー」実行委員会 

     (公財)岡山県産業振興財団，岡山県工業技術センター，岡山大学産学官融合センター，

岡山リサーチパーク・インキュベーションセンター（ORIC），（一社）岡山県発明協会， 

(一社）システムエンジニアリング岡山，岡山県産業労働部産業振興課 

後  援：岡山県教育委員会，岡山市教育委員会，倉敷市教育委員会 

趣  旨：青少年への科学技術の啓発と県民への岡山リサーチパークの紹介。 

（ア） 小中学生などの子供たちに，新技術のすばらしさをアピールし，科学技術の重

要さを認識してもらう。 

（イ） 広く県民に岡山リサーチパークの存在をアピールし，周知を図る。 

（ウ） 参加者が，体験し，発見し，感動する場を作る。 

テ ー マ：「理科室にはない理科がココにある」 

出 展 数：27 件 

参加者数：約 2,400 名 

 

 岡山大学関係の出展は，岡山大学単独 1 件，岡山大学+企業参加 1件の 2 件でした。 

 

出展内容と出展者の感想 

１）「空気で動くロボットを着てみよう」 

  岡山大学大学院自然科学研究科（工学系）高岩研究室 

  立ち上がり支援，歩行動作支援，腕のリハビリ支援用の各種空気圧ロボットの実演。 

  感想： 親子共々体感して頂き，驚きの声を頂きました。 

      製品化に近いレベルまでブラッシュアップできましたので，アピール度合いが高まっ

てきました。 

２）「プラスチックに変身する液体!?ユニークなプラスチック」 

  RIMTEC(株)／ゼオンリム(株) 

  岡山大学自然科学研究科（工学系） 講師 押木 俊之 

  液体から固体に変わるプラスチックの反応を実演。 

  感想：今年も出展してよかったです。 
石油化学工業協会，（公財）岡山工学振興会の支援を受けました。特に，石油化学工業

協会からは，大規模なイベントとして非常に関心がある旨のご意見をいただいてます。 
整理券を配るかどうかは非常に迷うところですが，整理券を配らずにできるだけ多く

の来場者に体験実験をしてもらうことができました。 
子供に白衣と保護メガネをつけてもらうことは安全上の観点からの配慮でしたが，白

衣を着ることそのものを喜んでいただけました。来年はさらによい企画を考えます。 
来年も必ず出展します。 

 
 出展者にとっては大変な労力の必要なイベントですが，無事に完了して満足感が残りました。 



 

 

 

 

 

 

 

８．産学官連携戦略展開事業／ 
中国地域産学官連携コンソーシアム 

 

 

 

 

 

 





  CPAS Net ID  
 25  24  834 833  
 47  46  63  62  
 576 561  605 590  
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９．産学官融合センター研究協力会 
 

 

 

 

 

 



９．１ 岡山大学産学官融合センター「研究協力会」について 
 

 

岡山大学産学官融合センター 

                         研究協力会 

                               会長  中 島   博 

 

 岡山大学地域共同研究センター（現産学官融合センター）は，平成 2 年に設置され，平成 6 年

に現在の岡山リサーチパーク内に移転し，本年で設立 24 年目になります。同センターの中心的な

活動は，地域企業との共同研究を活発に行い，企業の研究活動の支援と先端技術講習などによる

技術系社員の技術教育を支援していただくことであり，地域との特徴のある関連性を構築するこ

とが求められています。 

このため，当研究協力会では，共同研究を積極的に支援するため，同センターと地域企業の技

術者，研究者の交流の場の提供など，同センターの活動の活性化に貢献させていただいておりま

す。 

センターを中心にした共同研究，研究協力をさらに活性化するためには，市場のニーズにあっ

たテーマを設定し，研究・開発を進めていく必要があります。即ち，環境変化，市場ニーズの多

様化に適応した新産業の創生，新商品の開発を可能とする技術の涵養が強く求められているから

であります。 

ご承知の通り，岡山県は全国的にも製造業のウェイトが高く，「ものづくり県」として知られて

います。それゆえ，当地域が持続的な発展を遂げ，活性化していくためには，各企業が有する技

術の更なる高度化を計り，付加価値の高い製品開発が不可欠です。また，速やかに産業の活性化

を図るためには，これまで以上に大学との共同研究を行うことや研究協力を推し進める産学官の

連携も重要となります。このように技術的・人的交流を深め，ネットワークを強くしてこそ，個

性豊かな地域産業の活性化，高度化が実現されます。 

産学官融合センターにおかれましては，この研究協力会を一つの核として，地域産業の活性化

を図る上で不可欠である産学官の連携による新産業や新事業の創生を図り，地域の活性化に大い

に貢献していただきたいと考えております。 

皆様方には，何卒，当研究協力会の目的につきましてご理解賜りますよう，ご支援ご協力のほ

どお願い申し上げます。 

（研究協力会設立：平成 7 年 9 月） 

 



９．２ 平成 25 年度事業計画及び活動報告 

 

１）会 議 

  理事会・総会 平成 25 年 6 月 18 日（火）岡山大学創立五十周年記念館 

    出 席 者： 中島 博 会長 他 20名 

    配付資料： 1)「研究協力会」理事会・総会 資料 

          2)岡山大学研究推進産学官連携機構年報 2012 

          3)岡大サイエンスカフェの足跡 

          4)岡山大学知恵の見本市 2012 案内パンフレット 

          5)岡山大学知恵の見本市 2013 のご案内 

          6)中国地域産学官連携コンソーシアムご案内 

          7)岡山大学産学官融合センター「研究協力会」入会のご案内 

    議  事： 第 1 号議案 平成 24 年度事業報告及び収支決算について 

          第 2 号議案 平成 25 年度事業計画(案)及び収支予算(案)について 

          第 3 号議案 役員の改選について 

          第 4 号議案 その他 

２）事 業 

 (1) 産・学・官の交流促進のための研究会への支援 

① 産学連携研究会 

産学連携を促進するための企業と大学との研究会 

   ② 技術相談会 

     企業と大学との技術相談会 

上記開催に必要な経費の助成 

 (2) 講演会，セミナー開催への支援 

   講演会及びセミナー開催に必要な経費の助成 

 (3) 研究シーズ展示発表事業への支援 

   シーズ展示会（知恵の見本市等）開催に必要な経費の助成 

     研究展示発表会への出展経費支援 

 (4) センター関連印刷物への支援 

   研究協力会会員及びセンター訪問者等への配布印刷物作成費の助成 

 (5) プレ共同研究事業への支援 

   研究会会員との共同研究実施のための事前調査・研究（プレ共同研究）に必要な経費の助

成 



９．３ 岡山大学産学官融合センター研究協力会の案内 

 

［事業内容］ 

1．共同研究，研究協力の推進 

会員と大学・産学官融合センターの教員とが共同研究を行うことを推進します。また，教

員の行う研究に対する研究協力（受託研究，奨学寄付金，寄付講座等）を推進します。 

 

2．産・学・官の間の交流 

大学・産学官融合センターの教員，他大学の教員，岡山県工業技術センター等の研究員お

よび企業の技術者・研究者の交流の場を提供します。 

 

3．産業界の技術向上への援助及び推進 

産学官融合センターの行う科学技術相談(無料)の取り次ぎを行います。また，本学の研究

成果等を地域の皆様に紹介するための知恵の見本市の開催やシーズ集の発行等を支援しま

す。 

 

4．講演会，セミナー等による技術者教育 

大学・産学官融合センターが企画・実施する講習会，セミナーの開催支援の他，技術者の

育成を図るための分科会や研究発表会等を開催いたします。また，受託研究員制度により，

大学等への技術者の派遣を推進します。 

 

5．その他の事業 

その他，当研究協力会の目的達成のために必要な事業を行います。 

 

［事業運営等］ 

 

1．会  員 

本会の事業に賛同する個人，法人をもって研究協力会を組織します。 

 

2．役  員 

会長 1 名，副会長若干名，理事 40 名以上 50 名程度，庶務理事 2名，監事 2 名を置きます。 

 

3．運営経費 

会員からの会費により運営していきます。 

年会費  1口 5 万円 

 

4．研究協力会設立の時期 

平成 7 年 9月 



９．４ 岡山大学産学官融合センター研究協力会規約 

 

(名  称) 

第 1 条 本会は岡山大学産学官融合センター研究協力会と称する。 

(事 務 局) 

第 2 条 (1) 本会の事務局を岡山大学産学官融合センターに置く。 

 (2) 事務局には必要に応じ事務長を置く。 

(目  的) 

第 3 条 本会は，岡山大学産学官融合センターと，主として地域に於ける産業界との密接な

連繋・協力によって，創造的技術・商品開発技術の向上を図り，個性豊かな地域産

業を活性化，高度化することを目的とする。 

(事  業) 

第 4 条 本会の目的を達成するために次の事業を行う。 

 (1) 共同研究，研究協力の推進 

 (2) 産・官・学の交流促進 

 (3) 産業界の技術向上に関する援助及び推進 

 (4) 講習会，セミナー等による技術者教育の実施 

 (5) その他本会の目的を達成するために必要な事業 

(事業年度) 

第 5 条 本会の事業年度は，毎年 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる。 

(会  員) 

第 6 条 本会は，本会の事業に賛同する者をもって組織する。 

(役  員) 

第 7 条 (1) 本会には，次の役員を置く。 

   ○会  長      1 名 

   ○副 会 長     若干名 

   ○理  事     40 名以上 50名程度 

   ○庶務理事      2 名 

   ○監  事      2 名 

 (2) 理事の内 1名を会長とする他，若干名の副会長及び 2 名の庶務理事を置く。 

 (3) 理事，監事は総会で選任し，会長，副会長は理事の互選とする。 

 (4) 理事は本会の業務の処理にあたる。 

 (5) 役員の任期は 2 年とする。但し，再任を妨げない。任期満了の場合においては 

  後任者が就任するまでその職務を行わなければならない。なお，補充選任され 

  た役員の任期は前任者の残任期間とする。 

(役員の職務) 

第 8 条 (1) 理事は理事会を組織し，本会の業務の執行を決定する。 

 (2) 会長は本会を代表し，会務を総括する。 

 (3) 副会長は会長を補佐し，会長に事故ある時はその職務を代行する。 

 (4) 庶務理事は，会長，副会長の命を受け庶務を掌る。 

 (5) 監事は本会の会計を監査する。 

(顧問・参与) 

第 9 条 (1) 本会には顧問，参与を置く。 

 (2) 顧問及び参与は理事会の推薦により会長が委属する。 

 (3) 顧問及び参与は会長の諮問に応じ，又は会議に出席して意見を述べることがで 

  きる。 

(会  議) 

第 10 条 本会の会議は，総会と理事会とする。総会は会員をもって構成し，理事会は理事，

監事をもって構成する。 



(総  会) 

第 11 条 (1) 総会は年 1回とし，会長がこれを招集し議長となる。 

 (2) 総会では，次のことを行う。 

   ○事業，会計の報告及び承認 

   ○役員の改選 

   ○規約の変更 

   ○その他の必要事項 

(理 事 会) 

第 12 条 (1) 理事会は必要に応じて会長が召集し議長となる。 

 (2) 理事会は事業を企画し，これを執行する。 

(分 科 会) 

第 13 条 (1) 本会には分科会を置くことができる。 

 (2) 分科会の組織及び運営については理事会で定める。 

(経  費) 

第 14 条 本会の運営に必要な経費は，会費，寄附金及びその他の収入をもって充てる。 

(会  費) 

第 15 条 年会費は 50,000 円とする。なお，既納の会費は退会，その他の理由によって返戻し

ない。 

(入会・退会) 

第 16 条 入会及び退会は本会事務局に書面により届け出なければならない。 

(そ の 他) 

第 17 条 この規約に定めるものの他に必要な事項は，理事会において定める。 

 

附 則 

(1) この規約は平成 7年 9 月 22 日から実施する。 

(2) 設立当初の事業年度は第 5 条の規定にかかわらず，平成 8 年 3月 31 日とする。 

(3) 設立当初の役員の任期は第 7条 5 項の規定にかかわらず，平成 9 年 3 月 31日とする。 

(4) この規約は，平成 18 年 7 月 12日から施行し，平成 18年 4 月 1 日から適用とする。 

(5) この規約は，平成 19 年 6 月 13日から施行する。 



９．５ 岡山大学産学官融合センター研究協力会会員 

 

平成 26 年 4月現在 

 

 1 岡山県経済団体連絡協議会  25 株式会社クラレくらしき研究センター 

2 岡山県商工会議所連合会   構造・物性研究所 

3 公益財団法人岡山県産業振興財団  26 コアテック株式会社 

4 岡山県経営者協会 27 山陽電研株式会社 

5 一般社団法人岡山経済同友会 28 山陽放送株式会社 

6 一般社団法人岡山県機械金属工業連合会 29 JFE スチール株式会社 西日本製鉄所 

7 一般社団法人システムエンジニアリング岡山 30 品川リフラクトリーズ株式会社 

8 一般財団法人岡山経済研究所 31 株式会社シンフォーム 

9 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 32 ゼノー・テック株式会社 

  中国職業能力開発大学校 33 ダイヤ工業株式会社 

10 株式会社英田エンジニアリング 34 タカヤ株式会社 

11 株式会社アステア 35 株式会社滝澤鉄工所 

12 株式会社アルマ経営研究所 36 DOWA IPクリエイション株式会社 

13 イーグル工業株式会社 岡山事業場 37 ナカシマホールディングス株式会社 

14 協同組合ウイングバレイ 38 日本エクスラン工業株式会社 

15 株式会社ウエスコ 39 株式会社林原 

16 内山工業株式会社 40 パナソニック株式会社 AVC ﾈｯﾄﾜｰｸｽ社 

17 株式会社エイト日本技術開発   ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾈｯﾄﾜｰｸ事業部 岡山工場 

18 オージー技研株式会社 41 パンパシフィック・カッパー株式会社 

19 オーニット株式会社   日比製煉所 

20 株式会社大本組 42 冨士ベークライト株式会社 

21 岡山ガス株式会社 43 株式会社ホクシン 

22 カネタツ株式会社 44 三井造船株式会社 玉野事業所 

23 倉敷化工株式会社 45 モリマシナリー株式会社 

24 倉敷ボーリング機工株式会社 46 安田工業株式会社 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

１０．資料編 
 

 

 

 

 

 







１０．２ 平成 25年度研究推進産学官連携機構活動カレンダー 

 

（１）研究推進本部活動カレンダー 

 

開催日程など テ ー マ 

平成 25年 4月 平成 25年度科研費採択結果の分析 

平成 25年 4月 

～平成 26年 1月 

「若手研究者支援事業」 

 若手スタートアップ支援事業 

 異分野融合連携育成支援事業 

 若手トップリサーチャー研究奨励事業 

平成 25年 4月～ 5月 

「研究大学強化促進事業」 

研究力強化実現構想調書作成タスクフォース 

     実現構想案作成，ヒヤリング対応準備等 

平成 25年 4月～ 5月 科研費基盤（S）応募支援ワーキング実施 

平成 25年 5月 科研費応募セーフティネット制度検討 

平成 25年 5月～10月 

平成 26年度科研費申請支援業務 

 申請キャンペーン実施，書き方講習会開催 

 添削指導，事例集イントラＨＰ掲載等 

平成 25年 9月～10月 研究者カタログ（web版）入力依頼 

平成 25年 11月 岡山大学東京サイエンスカフェ（4回）開催 

平成 25年 12月 

～平成 26年 5月 

「頭脳循環を加速する戦略的国際研究ネットワーク推進プログ

ラム等」 

大型競争資金獲得支援タスクフォース 

  応募書発掘，公募説明会出席，申請書作成支援等 

平成 26年 1月～ 2月 平成 25年度リサーチアシスタント事業アンケート調査実施 

平成 26年 2月～ 3月 平成 25年度研究グループ登録依頼作業 

平成 25年 12月 

～平成 26年 3月 
岡山大学研究紹介ＤＶＤ（グリーン編）作成 

平成 26年 1月 平成 26年度サイエンスカフェ開催計画立案 

平成 26年 1月～ 3月 

平成 27年度科研費獲得推進支援策検討 

各研究科ヒヤリング，科研費獲得キャンペーンの実施 

書き方講習会の開催等の検討 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



開催日程 テ ー マ 開催場所 

4月 5日(金) 三井造船(株)との包括的研究協力平成 24年度末報告会 
本部棟第 2 会議

室 

4月 11日(木) 科研費基盤（S）申請サポート 連携機構会議室 

4月 12日(金) 

第 36回岡大サイエンスカフェ多彩な季節感を育む日本の

気候環境～季節の移ろいにも注目した文化理解教育との

接点～ 

五十周年記念館 

会議室 

4月 16日(火) 科研費基盤（S）応募支援ワーキング 連携機構会議室 

4月 16日(火) 研究大学強化促進事業申請タスクフォース 連携機構会議室 

4月 17日(水) 科研費基盤（S）応募支援ワーキング 連携機構会議室 

4月 19日(金) 科研費基盤（S）応募支援ワーキング 連携機構会議室 

4月 25日(木) 研究大学強化促進事業申請タスクフォース 連携機構会議室 

5月 2日(木) 科研費基盤（S）応募支援ワーキング 連携機構会議室 

5月 7日(火) 科研費基盤（S）応募支援ワーキング 連携機構会議室 

6月 科研費獲得キャンペーン   

6月 4日(火) Future Session（松本 正和 准教授） 連携機構会議室 

6月 7日(金) Future Session（紀和 利彦 准教授） 
五十周年記念館

大会議室 

6月 11日(火) 平成 24年度大学機能強化戦略経費４－１事業成果報告会 
五十周年記念館

大会議室 

6月 18日(火) 
第 37回岡大サイエンスカフェ認知症の早期発見と認知神

経科学 

五十周年記念館

会議室 

6月 28日(金) Future Session（高口 豊 准教授） 
五十周年記念館

会議室 

7月 3日(水) 国交省中国地方整備局との意見交換会 
本部棟第 1 会議

室 

7月 5日(金) 平成 25年度リサーチアシスタント説明会（津島地区） 
理学部本館第 21

号室 

7月 9日(火) 平成 25年度リサーチアシスタント説明会（鹿田地区） 
医学部基礎医学

棟 3階講義室 

7月 9日(火) 研究大学強化促進事業ヒヤリング 文部科学省 

7月 12日(金) 平成 25年度リサーチアシスタント公募開始   

7月 12日(金) 同和ホールディングス(株)との包括連携協議会 
本部棟第 1 会議

室 

7月 17日(水) 
歯学部，教育学部との科研費取り組みに関する意見交換

会 
本部棟理事室 

7月 19日(金) 立命館大学との研究推進に関する意見交換会 連携機構会議室 

7月 23日(火) 
第 22回「岡大いちょう並木研究サロン」押谷 潤 准教

授 

五十周年記念館

1Fサロン 

8月 科研費獲得キャンペーン 
 

8月 6日(火) 科研費書き方講習会 

工学部 4号館 4階

講義室 

医学部基礎医学

棟 3階講義室 



8月 8日(木) 科研費書き方講習会 

工学部 4号館 4階

講義室 

医学部基礎医学

棟 3F講義室 

8月 23日(金) 
第 38 回岡大サイエンスカフェ「まちづくりと景観保全～鞆

の浦埋立架橋事業計画をめぐって～」高橋 正徳 准教授 
五十周年記念館 

8月 29日(木) 横浜国立大学との研究推進にかかる意見交換会 連携機構会議室 

9月 科研費獲得キャンペーン   

9月 5日(木) 平成 26年度科研費公募説明会 慶応大学（東京） 

9月 6日(金) 
大学機能強化戦略経費（異分野融合研究育成支援）選考

審査会 
本部棟理事室 

9月 17日(火) 科研費書き方講習会（津島，鹿田地区） 

工学部 4 号館講

義室 

医学部基礎医学

棟 3F講義室 

9月 25日(水) オペ室ラーニング 病院中央手術室 

9月 27日(金) Future Session（村田芳行教授） 連携機構会議室 

9月～10月 科研費応募書添削指導 
 

10月 4日(金) Future Session（水藤寛教授） 連携機構会議室 

10月 22日(火) 
第 39回岡大サイエンスカフェ「超高圧実験で見る地球の

マントルとコア」米田 明 准教授 
五十周年記念館 

10月 29日(火) Scienceエディター講演会 
五十周年記念館

大会議室 

11月 8日(金) 
東京サイエンスカフェ「多様な森と木」山本 進一 理

事 

築地社会教育会

館（東京） 

11月 12日(火) 
第 23回「岡大いちょう並木研究サロン」金山 直樹 准

教授 

五十周年記念館

1Fサロン 

11月 12日(火) 研究推進産学官連携機構と大学執行部との意見交換 
本部棟第 2 会議

室 

11月 15日(金) 
東京サイエンスカフェ「備前焼の緋襷模様と備中吹屋ベ

ンガラの赤色に潜むナノの世界」高田 潤 教授 

築地社会教育会

館（東京） 

11月 15日(金) Future Session（井出教授，片野坂助教） 
五十周年記念館

会議室 

11月 19日(火) 三井造船(株)との包括研究協力報告会 
本部棟第 2 会議

室 

11月 21日(木) 産業技術総合研究所との研究交流会 
本部棟第 2 会議

室 

11月 21日(木) 産業技術研究所との研究交流会 
本部棟第 2 会議

室 

11月 22日(金) 
東京サイエンスカフェ「日本が世界に誇る発酵技術によ

るもの作り」神崎 浩 教授 

築地社会教育会

館（東京） 

11月 26日(火) Future Session（村田 芳行 教授，高口 豊 准教授） 大学会館会議室 

11月 28日(木) 
愛媛大学におけるテニュアトラック制度取り組みのヒヤ

リング 
愛媛大学 



11月 29日(金) 
東京サイエンスカフェ「iPS細胞から作るがん幹細胞」 

妹尾 昌治 教授 

築地社会教育会

館（東京） 

12月 12日(木) 度若手トップリサーチャー研究奨励賞選考委員会 連携機構会議室 

12月 17日(火) 
第 40回岡大サイエンスカフェ「黄砂の飛来や砂漠化と戦

うための基礎と技術」吉川 賢 教授 
五十周年記念館 

12月 26日(木) 
医工連携活動（医学部教員のアクチュエータセンター見

学会） 

アクチュエータ

センター 

1月 16日(木) 
JSPS平成 26年度「研究拠点形成事業（先端拠点形成型）」

申請学内ヒヤリング 

本部棟第 2 会議

室 

1月 23日(木) Future Session（尾崎教授） 工学部会議室 

2月 7日(金) 

第 41回岡大サイエンスカフェ「免疫と生活習慣・病気に

ついて－ストレスを味方につける－」鵜殿 平一郎 教

授 

五十周年記念館 

2月 12日(水) 
異分野連携体育成事業（フェーズ１）最終報告会及びフ

ェーズ２選考会議 

五十周年記念館

大会議室 

2月 12日(水) 英文ＨＰに関する意見交換会 
本部棟第 2 会議

室 

2月 22日(土) 研究広報戦略ワークショップ 
本部棟第 1 会議

室 

3月 11日(火) 産業技術研究所との研究交流会 

産業技術研究所

臨海副都心セン

ター 

3月 26日(水) オペ室ラーニング 病院中央手術室 

3月 27日(木) 日本原子力開発機構との連携協議会・研究報告会 
本部棟第 2 会議

室 

 



（２）産学官連携本部活動力レンダー 

 

開 催 日 テ ー マ 開 催 場 所 

4月 5日（金） 
三井造船㈱との包括的研究協力契約に基づく平

成24年度第2回運営委員会 
本部棟第2会議室 

5月～6月 研究推進産学官連携機構2012年度年報編集  

5月 8日（水）～ 

5月10日（金） 

「BIO tech 2013」第12回国際バイオテクノロジ

ー展・技術会議（アカデミックフォーラム） 
東京ビッグサイト 

5月24日（金） おかやまコーディネーター連絡協議会総会 岡山ロイヤルホテル 

6月13日（木） 岡山大学-積水化学工業株式会社 技術交流会 本部棟第1会議室 

7月12日（金） 
平成25年度岡山大学とＤＯＷＡホールディング

ス株式会社との包括的研究協力運営会議 
本部棟第1会議室 

7月23日（火） 地域イノベーション創出 in やまぐち 海峡メッセ下関 

8月29日（木）～ 

8月30日（金） 
イノベーションジャパン 2013 東京ビッグサイト 

9月 5日（木） 岡山県新技術・新工法展示商談会 in デンソー デンソー本社 

9月11日（水） 第9回しんきん合同ビジネス交流会 コンベックス岡山 

9月17日（金） 国立六大学連携コンソーシアム新技術説明会 JST東京別館ホール 

10月9日（水）～ 

10月11日（金） 
「Bio Japan 2013」World Business Forum パシフィコ横浜 

10月23日（水）～

10月25日（金） 
アグリビジネス創出フェア 2013 東京ビッグサイト 

10月 24日（木） 
全国コーディネータ活動ネットワーク会議・中

国四国会議  
広島大学 

11月19日（火） 
三井造船㈱との包括的研究協力契約に基づく平

成25年度第1回運営委員会 
本部棟第2会議室 

11月20日（水） 第2回 ネイチャーインダストリーアワード 
一般財団法人 大阪科

学技術センター 

11月21日（木） 
平成 25年度岡山大学-産総研包括連携協定に基

づく連携協議会 
本部棟第2会議室 

11月29日（金） 岡山大学と金融機関の包括連携協議会 本部棟第2会議室 

12月 5日（木） 「産から学へのプレゼンテーション in 岡山」  

12月17日（金） 岡山大学新技術説明会 JST東京別館ホール 

平成26年 

1月29日（水）～  

1月31日（金） 

「nano tech 2014」第13回国際ナノテクノロジ

ー総合展・技術会議 
東京ビッグサイト 

2月 3日（月） ミクロものづくり岡山推進協議会総会  テクノサポート 

3月11日（火） 
平成 25年度岡山大学-産総研包括連携協定に基

づく連携協議会 

産総研臨海副都心セン

ター 

3月18日（火）～ 

3月20日（木） 
医療展示会 岡山メディカル・イノベーション 岡山大学（鹿田）J-Hall 



3月19日（水） 
第4回おかやまレスキュー活動支援システム研

究会 
岡山大学（鹿田）J-Hall 

3月20日（木） 第15回おかやましんきんビジネス交流会 
岡山コンベンションセ

ンター 

 



（３）知的財産本部活動カレンダー（ルーティン活動） 

 

 知的財産本部では，知的財産マネージャーが研究者から提出される発明届をもとに発明の予備

審査を行うと共に発明審査委員会向けの資料を準備します。 

発明審査委員会にて承継された発明案件を特許事務所と共に出願しますが，中には特許事務所

を使わずに岡山大学から直接出願する案件もあります。 

その後，出願案件ごとに，審査請求，各種通知対応など特許庁との個別折衝を行い，権利化を

目指します。その後，権利化された特許を中心に企業様への技術移転活動が展開されます。この

段階では外部（国内，海外）の技術移転機関との連携活動が中心となります。 

技術移転の段階では，発明者である研究者の研究状況も踏まえて，次の展開を念頭に企業の選

択や折衝を行います。これら活動を通年して実施しています。 

下表は，平成 25年度に開催されました発明審査委員会の実施状況です。隔週火曜日に開催しま

すが，通年して 24回の開催となります。 

 

平成 25年度 発明審査委員会実施記録表 

開催日 テーマ 開催場所 

H25年 4月 9日 平成 25年度第 1回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

4月 23日 平成 25年度第 2回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

5月 14日 平成 25年度第 3回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

5月 28日 平成 25年度第 4回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

6月 11日 平成 25年度第 5回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

6月 25日 平成 25年度第 6回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

7月 9日 平成 25年度第 7回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

7月 23日 平成 25年度第 8回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

8月 6日 平成 25年度第 9回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

8月 27日 平成 25年度第 10回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

9月 10日 平成 25年度第 11回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

9月 24日 平成 25年度第 12回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

10月 8日 平成 25年度第 13回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

10月 22日 平成 25年度第 14回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

11月 5日 平成 25年度第 15回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

11月 19日 平成 25年度第 16回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

12月 10日 平成 25年度第 17回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

12月 24日 平成 25年度第 18回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

H26年 1月 7日 平成 25年度第 19回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

1月 21日 平成 25年度第 20回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

2月 4日 平成 25年度第 21回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

2月 18日 平成 25年度第 22回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

3月 4日 平成 25年度第 23回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

3月 18日 平成 25年度第 24回発明審査委員会 連携機構 2F ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ室 

 



（４）新医療創造支援本部活動カレンダー 

 
開催日 テーマ 開催場所 

3月29日（金）～ 

5月17日（金） 

JST A-STEP 探索タイプコーディ

ネータ業務 
岡山大学（鹿田） 

4月～ 

平成26年3月 

岡山大学新医療創造 MOT講座 

平成25年度岡山企画会議 

岡山大学（鹿田） 

総合教育研究棟 

5月8日（水）～

10日（金） 
BIO tech 2013 

東京ビッグサイト 

（東京都江東区) 

6月12日（水） 岡山県医用工学研究会(第96回) 
岡山大学（鹿田）地域医療人材育成

センターおかやま (MUSCAT CUBE) 

7月～ 

平成26年3月 

理工学系研究者の手術室見学会 

(オペ室ラーニング) 
岡山大学病院 合診療棟 手術部 

7月11日（木） 
遺伝子治療推進産学懇話会(第18

回) 
京都大学東京オフィス（東京都港区) 

9月1日（日） 

岡山大学機能強化戦略プロジェク

ト ～難治固形がんの遺伝子治療

～ キックオフシンポジウム 

岡山コンベンションセンター ベント

ホール 

（岡山市北区） 

10月 4日（金） 岡山県医用工学研究会(第97回) 
岡山大学（鹿田）地域医療人材育成

センターおかやま (MUSCAT CUBE) 

10月 9日(水)～ 

11日（金） 
Bio Japan 2013 パシフィコ横浜（横浜市西区) 

11月 1日(金) 岡山大学知恵の見本市2013 岡山大学創立五十周年記念館 

11月26日（火） 
遺伝子治療推進産学懇話会(第19

回) 
京都大学東京オフィス（東京都港区) 

12月 6日（金） 
産学連携学会 関西･中四国支部会 

第５回研究事例発表会 

海峡メッセ 下関国際貿易ビル 

(山口県下関市) 

12月 6日（金） 

先端研究基盤共用・プラットホー

ム形成事業～分子イメージングで

拓く産学官連携の新展開～ 

アークホテル岡山（岡山市北区） 

平成26年 

2月12日（水） 
岡山県医用工学研究会(第98回) 岡山大学（鹿田）J-Hall 

3月18日（火）～

20日（木） 

医療展示会 岡山メディカル･イノ

ベーション 
岡山大学（鹿田）J-Hall 

3月20日（木） 
おかやま生体信号研究会例会 

(第17回) 
岡山大学（鹿田）J-Hall 

3月18日(火)～ 

20日（木） 
岡山県医用工学研究会(第99回) 岡山大学（鹿田）J-Hall 

3月25日（火） 
遺伝子治療推進産学懇話会（第20

回） 
京都大学東京オフィス（東京都港区) 

 



（５）産学官融合センター活動力レンダー 

 

開 催 日 テ ー マ 開 催 場 所 

4月23日（火） 
振動リカレント教育 そのⅠ 

「振動の基礎理論と振動計測の基礎」 
産学官融合センター 

5月21日（火） 
第1回 MOTセミナー 

「開講式・動機付け・企業基盤」 
産学官融合センター 

5月22日（水） 学生のためのMOT講座 工学部大講義室 

5月27日（月） 

第28回 岡山振動音響技術懇談会 

三井造船(株)，(一財)日本海事協会，日本イーエス

アイ(株)，積水化学工業(株) 話題提供 

岡山大インキュベータ 

（岡山市北区津島中） 

6月18日（火） 
平成25年度岡山大学産学官融合センター研究協力

会 理事会・総会 
創立五十周年記念館 

6月19日（水） 学生のためのMOT講座 工学部大講義室 

6月28日（金） 

～6月29日（土） 

第2回 MOTセミナー 

「企業活動体験研修」 
産学官融合センター 

7月 3日（水） 学生のためのMOT講座 工学部大講義室 

7月23日（火） 
振動リカレント教育 そのⅡ 

「振動および減衰特性の測定実習」 

産学官融合センター 

岡山県工業技術センター 

（岡山市北区芳賀） 

7月24日（水） 学生のためのMOT講座 工学部大講義室 

7月25日（木） 
第3回 MOTセミナー 

「事業ドメイン」 
産学官融合センター 

7月30日（火） 
第1回 MOT見学会 

備前化成(株) 工場見学 

備前化成(株) 

（赤磐市徳富） 

7月31日（水） 

第29回 岡山振動音響技術懇談会 

鳥取大学産学・地域連携推進機構 話題提供/ 

鳥取大学大学院工学研究科 研究紹介・研究室見学 

鳥取大学 

（鳥取市湖山町南） 

8月 2日（金） 

～8月 3日（土） 

岡山リサーチパーク一般公開「おもしろ体験でぇ

ー」 

テクノサポート岡山 

（岡山市北区芳賀） 

8月29日（木） 
第4回 MOTセミナー 

「マーケティング」 
産学官融合センター 

9月10日（火） 
振動リカレント教育 そのⅢ 

「回転機械の状態監視と故障分析の基礎」 
産学官融合センター 

9月18日（水） 
第5回 MOTセミナー 

「ロードマップ」 
産学官融合センター 

10月 1日（火） 
第2回 MOT見学会 

(有)田中鉄工所 本社工場・倉敷工場見学 

(有)田中鉄工所 

本社工場（総社市下林） 

倉敷工場（倉敷市栗坂） 

10月 2日（水） 学生のためのMOT講座 工学部大講義室 

10月 3日（木） 
第6回 MOTセミナー 

「発想法」 
産学官融合センター 

10月15日（火） 
振動リカレント教育 そのⅣ 

「音響の基礎理論と音響計測の基礎」 
産学官融合センター 



10月21日（月） 
第30回 岡山振動音響技術懇談会 

シグマ電子工業(株)他 話題提供 
産学官融合センター 

11月 1日（金） 岡山大学知恵の見本市2013 創立五十周年記念館 

11月27日（水） 
第7回 MOTセミナー 

「研究開発と特許出願」 
産学官融合センター 

12月 5日（木） 
振動リカレント教育 そのⅤ 

「回転機械のつり合わせの原理と実習」 
産学官融合センター 

12月18日（水） 
第8回 MOTセミナー 

「原価計算と収益管理」 
産学官融合センター 

1月22日（水） 
第9回 MOTセミナー 

「プロジェクトマネジメント」 
産学官融合センター 

1月24日（金） 
第3回 MOT見学会 

オージー技研(株) 本社・邑久工場見学 

オージー技研(株) 

本社（岡山市中区海吉） 

邑久工場（瀬戸内市邑久町） 

1月31日（金） 

第31回 岡山振動音響技術懇談会 

岡山県工業技術センターミクロものづくり大学共催  

「振動技術セミナー」として開催 

キャテック(株) 講演 

テクノサポート岡山 

（岡山市北区芳賀） 

2月18日（火） 
振動リカレント教育 そのⅥ 

「防振と技術者認証試験体験」 
産学官融合センター 

2月25日（火） 
第10回 MOTセミナー 

「販売戦略・閉講式」 
産学官融合センター 

3月 3日（月） 
第4回 MOT見学会 

(株)化繊ノズル製作所 東江原工場見学 

(株)化繊ノズル製作所 

（井原市東江原町） 

3月 4日（火） 第18回岡山リサーチパーク研究・展示発表会 
テクノサポート岡山 

（岡山市北区芳賀） 

3月18日（火） 

～3月20日（木） 
医療展示会岡山メディカル・イノベーション Junko Fukutake Hall 

3月24日（月） 

革新的新産業創出ワークショップ 

「リチウムイオン電池の社会実用化に迫る」 

日立マクセル(株)，パナソニック(株)，(独)産業技

術総合研究所関西センター，東北大学，岡山大学 

講演 

岡山ロイヤルホテル 

（岡山市北区絵図町） 

 



１０．３ 共同研究実施状況，外部資金獲得状況 

 
 
 

   
（金額の単位：千円） 

 

       
    H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 

共同研究 
件数 185 197 200 199 206 

金額 320,041 334,066 328,551 318,611 351,334 

        
   

    H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 

受託研究 
件数 232 210 266 248 224 

金額 1,111,750 1,007,362 1,104,096 1,050,271 1,232,879 

        
   

    H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 

寄付金 
件数 2,124 2,223 2,202 2,156 2,256 

金額 1,657,461 1,769,075 1,669,172 1,728,823 1,666,377 

        
   

    H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 

科学研究費助成事業 
件数 693 732 807 867 863 

金額 2,075,835 2,232,960 2,334,819 2,431,524 2,215,276 

 
  



外部資金の獲得状況（共同研究・受託研究） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



外部資金の獲得状況（寄付金・科学研究費助成事業） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１０．４ 包括連携協定一覧 

 

№ 

包括連携

締結年月

日 

包 括 連 携 の 

名 称 

包括連携の 

相手方 
包括連携の目的 

担当部

署等 

1 
平成 16 年 

9 月 10 日 

岡山大学と岡山県と

の間における文化事

業協力協定書 

岡山県 
岡山大学所蔵貴重資料およびデ

ジタルデータ提供等 

学術情

報サー

ビス課 

2 
平成 17 年 

2 月 25 日 

岡山大学と岡山市と

の間における文化事

業協力協定書 

岡山市 
岡山大学附属図書館所蔵池田家 

文庫絵図類データの公開等 

学術情

報サー

ビス課 

3 
平成 17 年 

3 月 9 日 

連携に関する包括協

定書 

中国銀行

（株） 

地域における互いの情報及びノ

ウハウを結びつけること等を通

じて相互の連携を強化し，もっ

て相互の発展並びに地域の発展

に貢献 

研究交

流企画

課 

4 
平成 17 年 

8 月 2 日 

国立大学法人岡山大

学と特定非営利活動

法人アムダとの連携

協力に関する協定書 

特定非営利

活動法人ア

ムダ 

国際社会貢献活動および人材育

成の推進等 

国際交

流課 

5 
平成 17 年 

10 月 6 日 

連携に関する包括協

定書 

岡山県中小

企業団体中

央会 

地域における互いの情報及びノ

ウハウを結びつけること等を通

じて相互の連携を強化し，もっ

て相互の発展並びに地域の発展

に貢献 

研究交

流企画

課 

6 
平成 18 年 

2 月 6 日 

産学連携の協力推進

に係る協定書 

中小企業金

融公庫  

岡山支店 

地域における互いの情報および

ノウハウを結びつけること等を

通じて相互の連携を強化し，も

って相互の発展並びに地域の発

展に貢献 

研究交

流企画

課 

7 
平成 18 年 

2 月 28 日 

国立大学法人岡山大

学と中国地方整備局

との包括的連携・協

力に関する協定書 

国土交通省 

中国地方整

備局 

教育・研究面の向上，地域社会

への貢献と共に個性豊かで，元

気に暮らせる地域づくりの推進 

研究交

流企画

課 

8 
平成 18 年 

3 月 14 日 

国立大学法人岡山大

学と同和鉱業株式会

社との包括的研究協

力に関する協定書 

同和鉱業

（株） 

循環型社会の構築の発展と改善

への貢献 

研究交

流企画

課 

9 
平成 18 年 

4 月 4 日 

包括的研究協力に関

する基本契約書 

三井造船

（株） 

教育研究の強化および研究開発

業務の強化により研究成果を広

く普及させ社会に貢献 

研究交

流企画

課 



10 
平成 18 年 

7 月 26 日 

国立大学法人岡山大

学と両備グループと

の包括的連携協力に

関する協定書 

両備グルー

プ 

それぞれの有する資源の相互利

用と人的交流を通して得られた

研究成果を効果的に活用するこ

とにより，地域の発展に貢献 

研究交

流企画

課 

11 
平成 18 年 

8 月 4 日 

国立大学法人岡山大

学と中国四国農政局

との包括的連携・協

力に関する協定書 

中国四国農

政局 

教育・研究面の向上，地域社会

への貢献と共に食料の安定供給

の確保，農業の持続的発展及び

農村の振興に寄与 

研究交

流企画

課 

12 
平成 18 年 

8 月 29 日 

国立大学法人岡山大

学とおかやま信用金

庫との連携に関する

包括協定書 

おかやま信

用金庫 

地域における互いの情報および

ノウハウを結びつけること等を

通じて相互の連携を強化し，も

って相互の発展並びに地域の発

展に寄与 

研究交

流企画

課 

13 
平成 19 年 

3 月 30 日 

国立大学法人岡山大

学と株式会社トマト

銀行との連携に関す

る包括協定書 

（株） 

トマト銀行 

地域における互いの情報および

ノウハウを結びつけること等を

通じて相互の連携を強化し，も

って相互の発展並びに地域の発

展に貢献 

研究交

流企画

課 

14 
平成 19 年 

7 月 24 日 

国立大学法人岡山大

学と独立行政法人日

本原子力研究開発機

構との連携協力に関

する協定書 

日本原子力

研究開発機

構 

双方の有する研究施設，研究成

果，人材等を活かし，連携協力

することによって，相互の研究

及び人材育成の充実を図る 

研究交

流企画

課 

15 
平成 19 年 

9 月 5 日 

国立大学法人岡山大

学研究推進・産学官

連携機構と社団法人

中小企業診断協会岡

山県支部との産学連

携の協力推進に係る

協定書 

中小企業診

断協会岡山

県支部 

相互に協力して大学の研究成果

等を地域社会に一層円滑に還元

することおよび緊密な情報交換

等を行うことにより，地域の産

学連携を推進し地域社会の発展

に貢献する 

研究交

流企画

課 

16 
平成 20 年 

1 月 29 日 

国立大学法人岡山大

学とＮＴＴアドバン

ステクノロジ株式会

社との連携に関する

包括協定書 

ＮＴＴアド

バンステク

ノロジ（株） 

情報通信分野における互いの情

報およびノウハウを結び付ける

こと等を通じて相互の連携を強

化し，もって相互の発展並びに

地域の発展に貢献する 

情報企

画課 

17 
平成 20 年 

5 月 14 日 

国立大学法人岡山大

学と独立行政法人国

立高等専門学校機構

津山工業高等専門学

校との包括的連携・

協力に関する協定書 

独立行政法

人国立高等

専門学校機

構津山工業

高等専門学

校 

包括的に連携・協力して，教育

および研究の推進並びに地域と

世界の発展に寄与する 

総務課 



18 
平成 20 年 

6 月 23 日 

国立大学法人岡山大

学と学校法人加計学

園岡山理科大学との

包括的連携・協力に

関する協定書 

学校法人加

計学園岡山

理科大学 

互いにより緊密かつ組織的な連

携・協力体制を築くことにより，

両者の広範囲な教育・研究の推

進および地域社会への貢献に寄

与する 

総務課 

19 
平成 21 年 

3 月 26 日 

国立大学法人岡山大

学と岡山市との保健

医療連携に関する協

定書 

岡山市 

岡山地域における最適な地域医

療体制の構築等を進めることに

より，市民の安全と安心を支え，

さらに，岡山市が中四国の広域

圏の人々の幸せに貢献する総合

福祉の拠点都市となることを目

指すものとする。本協定は，大

学と市がこの目標を実現するた

めに，相互の資源を有効に活用

し，全国に類例のない強固な連

携体制のもとで協力することを

目的とするものとする 

総務課 

病院事

務部 

20 
平成 21 年 

3 月 31 日 

国立大学法人岡山大

学と独立行政法人産

業技術総合研究所と

の連携・協力に関す

る協定書 

独立行政法

人産業技術

総合研究所 

研究開発・人材育成・成果の社

会還元等，相互協力が可能な事

項について，具体的な連携・協

力を効果的に実施することによ

り，我が国の学術及び産業技術

の振興に寄与する                                

研究交

流企画

課 

21 
平成 22 年 

7 月 1 日 

農業とその関連分野

に係る包括連携協定

書 

岡山県農業

協同組合中

央会       

農林水産省

中国四国農

政局      

岡山県        

農業とその関連分野における各

種施策の推進，試験研究，知識・

技術の交流等の取組において，

相互の連携を強化し，もって地

域活力の向上と岡山県農業の一

層の発展を図る 

研究交

流企画

課 

22 平成 22 年 

12 月 1 日 

国立大学法人岡山大

学と株式会社クラレ

との連携・協力に関

する協定書 

（株） 

クラレ 

それぞれの有する資源の相互利

用と緊密な人的交流を通して得

られた研究成果を効果的に活用

することにより，学術研究の振

興と研究成果の社会活用の推進

に貢献する 

研究交

流企画

課 

23 
平成 23 年 

6 月 27 日 

次世代型環境技術研

究に関する協定書 

株式会社ベ

ネッセホー

ルディング

ス 

それぞれの有する資源の相互利

用と密接な人的交流を通じて得

られる連携成果を効果的に活用

することにより，学術研究の振

興と研究成果の社会活用の推進

に貢献する 

研究交

流企画

課 



24 平成 24 年 

1 月 12 日 

株式会社山陽新聞社

と国立大学法人岡山

大学との包括的連携

協力に関する協定書 

株式会社山

陽新聞社 

包括的に連携・協力して教育・

研究の推進並びに地域社会の発

展に寄与する 

総務課 

25 平成 24 年

11 月 14 日 

国立大学法人岡山大

学と独立行政法人医

薬品医療機器総合機

構との教育研究につ

いての連携・協力に

関する協定書 

独立行政法

人医薬品医

療機器総合

機構 

教育研究の一層の充実を図ると

ともに，相互の研究交流等を促

進し，もって学術及び科学技術

の発展及び国民の健康・安全の

向上に寄与する 

学務企

画課 

 



１０．５ 大学発ベンチャー企業一覧 

  企業名 
設立 

年月 

設立者又は 

本学関係者 

起業時の

役職名 

起業時の本

学での役職 
業 務 内 容 

1 

(株)ピー・

エム・ジェ

ー 

H１（1989）

年 10 月 
渡辺 達夫 なし 

医歯学総合

研究科 教

授 

歯ブラシの製造・販売 

2 
(株)ティエ

ステ 

H8(1996) 

年 12 月 
岡  宏徳 

代表 

取締役 

歯学部 助

手 

口腔ケア，エステ商品の

グッズの開発と販売およ

びそれに関する業務 

3 
(株)創造化

学研究所 

H10(1998) 

年 5 月 
鳥居  滋 

代表 

取締役 

工学部 名

誉教授 

有機溶媒回収機器の製造

販売，有機合成関係のコ

ンサルティング 

4 
(株)ビーク

ル 

H14(2002) 

年 8 月 
妹尾 昌治 取締役 

自然科学研

究科  

助教授 

バイオナノカプセルを用

いる遺伝子治療法及びＤ

ＤＳ法に関する研究開

発，製造販売，ライセン

シング，技術指導 

5 
(有)Ｔ・I

研究所 

H15(2003) 

年 4 月 
高島 征助 

代表 

取締役 

元 工学部 

教授 

健康，環境，美容医学関

連機器の開発および水，

空気等の生活環境の簡易

浄化装置の開発，機器の

試作 

6 

オンコリス

バイオファ

ーマ(株) 

H16(2004) 

年 3 月 

田中 紀章 取締役 

医歯学総合

研究科 教

授 
正常細胞を損なわずガン

細胞だけを死滅させる新

しい治療薬「ガン破壊ウ

ィルス『テロメライシ

ン』」の開発 藤原 俊義 取締役 

医学部・歯

学部附属病

院 遺伝

子・細胞治

療センター 

助教授 

7 

(株)プロセ

ッシング技

術研究所 

H16(2004) 

年 3 月 
田中 善之助 

代表 

取締役 

工学部 名

誉教授 

社会要請の変化に伴う，

新しいエネルギー，環境，

資源等を考慮した種々の

プロセッシング技術の開

発，教育，企業家への助

言 

8 
ライトメデ

ィカル(有) 

H16(2004) 

年 8 月 
橋詰 博行 

代表 

取締役 

医歯学総合

研究科 助

教授 

医療用機械器具の企画，

開発，製造，販売および

医療用衣類，寝具の製造，

販売等 



9 

(株)アスコ

ルバイオ研

究所 

H16(2004) 

年 9 月 
山本 格 

代表 

取締役 

薬学部 教

授 

健康食品，化粧品，医薬

品等の販売および開発 

10 
(有)のぞみ

ふぁーむ 

H17(2005) 

年 2 月 
吉田 裕一 取締役 

農学部 助

教授 

イチゴ，トマトなど施設

栽培農産物の生産・加

工・販売および農産物の

施設栽培技術指導とコン

サルティング等 

11 

(株)岡山エ

コエネルギ

ー技術研究

所 

H17(2005) 

年 2 月 
稲葉 英男 

代表 

取締役 

工学部 教

授 

エネルギー関連の技術相

談 

12 

（株）JAPAN 

MAGGOT 

COMPANY 

H17(2005) 

年 4 月 
三井 秀也 

代表 

取締役 

医歯学総合

研究科 助

手 

医療用蛆虫の研究，開発，

製造，販売等 

13 

岡山大麦ゲ

ノムテクノ

ロジー(株) 

H17(2005) 

年 4 月 

武田 和義 
取締役・

会長 

資源生物科

学研究所 

教授・所長 

①染色体，長腕，短腕単

位等の遺伝子標識販売業

務および研究支援 

佐藤 和広 
代表 

取締役 

資源生物科

学研究所 

助教授 

②遺伝子標識開発支援業

務 その他 

14 
(有)プロテ

オセラピー 

H17(2005) 

年 8 月 
松井 秀樹 取締役 

医歯薬学総

合研究科 

教授 

①医薬品・化粧品の開発

並びに製造販売 

②蛋白質導入法を利用し

た研究試薬開発等 

15 
(株)免疫工

学研究所 

H18(2006) 

年 6 月 
大森 齊 

代表 

取締役 

自然科学研

究科  

教授 

①医薬品および研究用試

薬の研究及び開発 

②医療，製薬に関する情

報提供サービス業，情報

処理サービス業等 

16 
合名会社 

Bio-Dixam 

H18(2006) 

年 11 月 
松原 長秀 

業務執行

社員 

医歯薬学総

合研究科   

助手 

①医療技術の研究および

開発 

②医療技術および医療機

器の販売等 

17 
(株)廃棄物

工学研究所 

H19(2007) 

年 4 月 
田中 勝 

代表取締

役所長 

廃棄物マネ

ジメント研

究センター  

教授 

①廃棄物マネジメントに

関する指導，コンサルテ

ィング，教育 

②廃棄物処理・再資源化

等に関する情報サービス 



18 
（ 株 ）

Neo-Cel 

H19(2007) 

年 4 月 
小林 直哉 取締役 

医学部・歯

学部附属病

院 講師 

ＥＳ細胞から分離誘導し

たインシュリン産出細胞

の製造販売 

19 

合同会社応

用解析テク

ノロジー 

H19(2007) 

年 7 月 
水藤 寛 代表社員 

廃棄物マネ

ジメント研

究センター 

准教授 

①数値シミュレーション

による現象解析・最適化

のためのソフトウェア開

発 

②開発ソフトウェアの販

売，サポート 

20 
桃 太 郎 源

(株) 

H19(2007) 

年 8 月 

公文 裕巳 取締役 

医歯薬学総

合研究科 

教授 

① バイオテクノロジ

ー・医療に関する研究開

発・事業開発業務 

那須 保友 取締役 

医歯薬学総

合研究科    

准教授 

② バイオテクノロジ

ー・医療に関する製品の

製造・販売業務 

21 

バイオシス

テムメディ

カルテクノ

ロジー(株) 

H19(2007) 

年 8 月 
小山 尹誉  

代表 

取締役 

医歯薬学総

合研究科  

細胞培養器の製造，人工

臓器用モジュールの製

造，自動細胞培養システ

ムの製造 

22 

( 株 ) テ ィ

ー・ケイ・

アイ 

H19(2007) 

年 10 月 

冨田 栄二 
代表取締

役社長 

自然科学研

究科 教授 

①計測機器の研究，開発，

製造，販売，輸出入およ

びこれらに関するコンサ

ルティング 

河原 伸幸 取締役 

自然科学研

究科 准教

授 

②エネルギー・環境・医

療・バイオに関する機器

開発，製造，販売，輸出

入およびコンサルティン

グ 

23 
(株)クレオ

フーガ 

H19(2007) 

年 10 月 
西尾 周一郎 

代表 

取締役 

経済学部 

卒業生 

音楽ウエブサービス展開

のためのシステム開発 

24 

Ｅ＆Ｄテク

ノデザイン

(株) 

H19(2007) 

年 12 月 
竹宮 宏和 

代表 

取締役 

環境学研究

科 教授 

｢WIB 工法｣による耐震，

防震設計サービスの提

供。｢WIB 工法｣の普及 

25 

Ｍ＆Ｇケマ

テックスジ

ャパン(株) 

H20(2008) 

年 9 月 
本水 昌二 なし 

自然科学研

究科 教授 

①科学技術・分析技術に

基づく環境改善，環境保

全等に関するコンサルタ

ント                

②分析・計測技術及び装

置の設計・開発と関連装

置・関連製品の製造販売 



26 

(株)グライ

コポリマー

サイエンス 

H24(2012) 

年 6 月 
高柴 正悟 

代表 

取締役 

医歯薬学総

合研究科 

教授 

口腔ケア剤の研究開発，

製造，販売 

27 

(株)コロイ

ダル・イン

ク 

H24(2012) 

年 8 月 
金原 正幸 

代表取締

役社長 

異分野融合

先端研究コ

ア 助教

（特任） 

導電性無機ナノ粒子の開

発と販売 

28 
(株)仁科マ

テリアル 

H24(2012) 

年 11 月 
仁科 勇太 

代表取締

役社長 

異分野融合

先端研究コ

ア 助教

（特任） 

日本が技術的に遅れてい

るグラフェン系材料を国

内の企業や大学等にスム

ーズに提供 

29 
(株)オーヴ

ィル 

H25(2013) 

年 11 月 
岡本 智明 

代表 

取締役 

経済学部学

生 
写真販売や求人情報発信 

 
 



編集後記 

 

2013 年度が終わり，はや 2 ヶ月が経過してしまいました。 

研究推進産学官連携機構年報 2013をお届けします。この年報は，2008 年度（平成 20 年度）

の組織改正で産学官融合センターに代わって研究推進産学官連携機構が学内の産学官連携組織と

なり，今回の年報が第 6 号となります。 

目次構成では，記事の掲載順序を一部入れ替えましたが，全体の構成には大きな変化はありま

せん。しかし，それぞれの本部・センターが行っている事業・行事等は，活動内容の拡大ととも

に，着実に実績を重ねていることを実感していただけるけるものと思っています。 

巻頭で山本機構長が述べているように，2013年度はさまざまな場面で機構の活動が大きく飛

躍した 1 年でした。過去に蒔いた種が花を咲かせ，実をつけた 1 年でなかったかと思います。 

2012 年度は，「継続は力なり」の年でした。2013 年度は「飛躍の年」でした。さて，2014 年

度はどのような 1 年になるか，新たな種を蒔くと同時に，さらに飛躍の 1 年になるよう機構全体

が一丸となって努力してゆきたいと考えております。 

皆様のご協力とご支援をよろしくお願いします。 

                                   (K) 

ーを生み出すだろうか。 
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